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表紙に描いた○は､総合公園に建てられた市 ･公均 ･住民の

三者一体の街づくりを表現した記念碑を図案化したものです.
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25年に亘る ｢宅地会｣運動の解散に当たって､本部役員会で記念誌の編集を決定した

のは､平成8年 10月でした｡

企画から発行まで､わずか6ケ月という厳しい制約があるにもかかわらず､一部の人の

回顧に終わらせたくない､私達か ｢住民参加の街づくり｣に取り組んできた､様々な活動

の記録が､これから私達と同じ街づくりをする人達にも ｢転ばぬ先の杖｣として､お役に

立てれば､やって来た事が無駄ではなかったと､意を決してスタートしました｡

この ｢宅地会｣運動の全ては､主体性､連帯性を主眼とした手法で取り組んで釆ました

◇表題は､宅地会25年間の歩み

◇本誌は､25年の歩みを年表形式で表し､その一行一行に蕪縮されており､汗と涙の思

いが参んでいて､それぞれの胸に去来するものがあります｡

投稿にご協力頂いた皆さんの文面からも伺い知る事が出来ます｡

◇初代会長を始め､主旨に賛同する人達の ｢宅地会｣創設当時の精力的な情報収集と活動

◇現会長の長期に亘る､綿密且つ､積極的な行動力が多くの会員の牽引力となった

◇審議委員は会員に推薦された重要性と､小宅地所有者を守る立場に立っての公正な審議

◇財政部は財政管理と効率的な運用-の姿勢で

◇広報部からの会報は､会の命脈なりとの使命を受けて､的確な情報の提供

◇婦人部は女性の目から見た ｢暮らしと街づくり｣への参加

◇各支部役員は本部との密接な連携のもと､会員個々の問題提起と解決に務める

◇総務は会全体の総括的な役割

それぞれの役割に応じ､相互の信頼と団結力によって､今日まで続けられて釆ました｡

更には､当初､単なる住民運動から始まった事ではありましたか､この運動を適してそ

れぞれが得た､貴重な体験は､人生の宝として心に深く刻まれ､これからも大いに活かさ

れて行くことでしょう｡

そして､わが街 ｢港北ニュータウン｣の発展を心から願っています0

本誌は､編集に馴れない素人の手づくりによるもので､短時間の間に軽めましたので､不

都合な箇所や､また､皆さん方にも不適切な表現と感じられる箇所かあるかと存じますが

これらの責任は､全て編集委昌にありますので､ご叱責を甘受する覚悟でありますO

平成 9年 4月
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『宅 地 会 』 2 5年 を 顧 り み て
会 長

佐 藤 域 従

事の起こりは､昭和42年に町会の回覧でー港北ニュータウン事業の記事を意識したの

が始まりで､菊名の港北ニュータウン事務所に赴き伺ったところー土地の先行買収､平均

減歩は35%ー造成の為豪を取り壊して移転する｡小宅地の扱いは判らないと云う返事で､

土地を削られる意識だけが強く残った事を記憶しております｡

其の後ー新聞記事に計画が出始めるに従い､土地の減歩に不安が募り､近隣の小宅地の皆

さんと話合い､ F牛久保宅地連絡会｣を結成 (会員は30人)し､区画整理の勉強会から

始め､小宅地といえども減歩はあり得る､土地を出さなければ金銭を収める､工事が始ま

れば何処かに移転する等､他市の事例で知り､不安感が募ってきました｡

昭和46年3月､横浜市長苑に小宅地者救済の陳情書を出しましたが､市長の回答は､

F応分の負担｣にご理解をと云う内容でした｡ この頃から会員は不安から不満の意向に

変わっていきました｡また､住宅公団の事務所に何人かで訪れましたが､区画整理の槻要

説明に止まり､核心の小宅地の救済には触れませんでした｡

その頃､南山田町に宅地会が発足した事を知り､岸田会長､野村氏等と数回の会合を持

ち､昭和47年4月から宅地会 ･牛久保第2支部として再出発する事になりました｡

当地に移住して数年しか経っていない小宅地者にとって､(1)F土地は削られ｣ F清算

金は取られJ更に F強制移転Jとなれば､一生借金漬けの脅迫観念と､(2)仮移転して造

成後の豪の建直しで元の豪が確保出来るのか､移転補償が判らないだけに一区画整理事業

に対する反動は強いものが有りました｡

宅地会は､精力的に桂浜市 ･公団に対し要望 ･小宅地者-の対応､情報の公開を求めー

交渉を積重ねましたが､地元の対策協議会とは事業への取組の違いが大きくなり､徐々に

対立意識が芽生えてきました｡

昭和49年､市 ･公団との交渉は顛繁に行われましたがー小宅地の救済策が示されない

任､事要計画案が昭和49年8月27日に認可され､各地区で工事説明会が開かれました

昭和50年に､土地区画整理審議会委員選挙の日程が決まり一本吾郎ま審議会に於いて小

宅地の減歩 ･清算金無しの運動を押し進める為､会員獲得運動を各支部に要請しました｡

川和の法務局出張所-行き､公図から地権者を捜し出しー住所を調べー電話を掛け､訪

問と､会員夫々が勤務の合間を縫い､休日返上で大変な苦労を敦しましたがー第 1斯害議

会選挙時では､会員数 1300人となり､各支部皆さんの努力は報われました｡

審議会選挙は地元からも立候補しておりー宛ら通常選挙の様相を呈した選挙運動でした
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が､投票の結果､第1地区13人､第2地区4人が当選しました｡

選挙後､1500人を超えた宅地会に対し､市公団の姿勢が変わり､対策協議会への秦

加を呼び掛けてきました｡ 会は組織休制､要綱､目標に隔たりがあるので､運営条件等

について話合いを続け､開発対策協議会が推進協議会に変革することを受けて昭和51年

9月､中川住民協議会に参加していく事になりました｡

昭和50年から55年までの審議会席勤の中心は､小宅地の誠歩率緩和獲得と､行政施

策による従前宅地の確保､次いで直接移転の実現､小規模街区の設置等が挙げられます｡

夫々の課題の結果を出す蓮には打余曲折があり､審議会49回､小委員会117回の回数

は､10EIに1回の割合で会議に応じた事になり､委員の意気込みは凄まじいの一言に尽き

ますが､その反面存置会貞からは､ F存置放置｣との誇りを受けざるを得ませんでした｡

会員の宅地面積は､20坪から60坪に集中しており､不適格住宅の救済を目的とした

土地の買増し合併が進められ､徐々に移転者からも要望が高まり､買増しを審議会議題と

して乗せ､種々負担額で問題化しましたが､ゆとりのある街並みに貢献してきました｡

昭和56年から平成2年にかけては､正に存置旋風の中で､存置対策に追われ､土地形

状と､工事の選り憎さを越えた公団の壁の厳しさと､会員の要求の板挟みで困惑の日々で

した｡一人でも多く移転への修正書議､公団との集団交渉 ･個別交渉とー役員も審議員も

修正に頑張りましたが､新規街区と比較すればとの怨みを受け止め､存置街区整備工事の

中での対応に､役員の皆さんは努力しました｡いま街区内を歩きますとーすっかり変課し

た所も見受けられます｡

昭和60年に入り､ニュータウン事業の遅れが目立ち始め､何時になったら終わるのか

と不安が各支部から出され､会員も壮年から初老へと進み､異常なまでの土地高騰が事業

終了後の清算金の負担を大きくし､生活を圧迫することは必至との意向から､公団には仮

清算金実施の要請を続け､63年から審議会の議案として提案されて､平成元年に単価を

確定し､平成2年より徴収 ･交付の業務に入り､平成7年に終了しました｡

平成7年3月をもって､民有地の使用収益が完了し､平成8年5月に審議会は実質審議

を終了し､9月末に換地処分の公告を行い､区画整理事業は終了しました｡

既に港北ニュータウン推進連絡協議会は8年11月に解散し､次いで中川住民協議会も12

月に解散に踏み切り一本清算も3月から豊務対応に入り､宅地会の役目もはば終わった事

になります｡この25年間多くの人々が役員 ･支部長を担い､苦労を重ねながら宅地会を

維持して頂いた事に心より厚く御礼申し上げます｡
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｢宅 地 会 ｣ の 鳥軍散 らこ お も う

長

男

会

秀

代

田

初

岸

小規模宅地所有者の全 く略称､宅地会)は､昭和46年7月に結成された｡

港北ニュータウン地域はー桂浜市の中心部から北北西へ約12kmー東京都心から南西-

約25kmに位置し､桂浜市の郊外部が急速に乱開発される中で､道路､鉄道等の交通施

設に恵まれなかった為､昭和30年代までは､経木林や竹林を主とした山林と田畑が地域

の90%を占め､自然の状態が保たれてー桂浜のチベットとも言われていた｡

しかし､昭和40年代の高度経済成長期に入り急速に周辺の開発が進みーその佳放置す

ればーこの地域もこれらの影響を受けて乱開発される事になるのは明らかであった｡

そこで横浜市は､この地域の乱開発を防ぐと共に､人口を計画的に誘導し､都市と農業

とが調和した新しい街づくりをとの願いから ｢乱開発の防止｣ ｢都市農業の確立｣ ｢市民

参加のまちづくり｣を基本理念として､昭和40年2月､港北ニュータウン事婁計画を､

榛浜市六大事業の一つとして発表した｡

しかし､この事糞に関する説明は､一部の大地主にはされていたが､一般住民には知ら

されない撞進められて行った｡

その間､事業区域の線引きは､町内会の代表者を含めて決定されて行った｡

昭和44年に､この事業は桂浜市が､日本住宅公団に委託して土地区画整理事業として
実施される事となった｡この頃になって漸くこの事薫の概要が次第に判明してきたが､し

かし相変わらず公的な説明会は行われなかった｡

私は､南山田町内の野村氏や四之官民､自江氏､安東氏 (故人)等とこの件に関し幾度

となく話合い､この櫨放置しておくと､小宅地の所有者は､土地区画整理により不当な減

歩をかけられ､折角血と汗で手に入れた住居をメチャメチャにされるかも知れない､今こ

そ同じ立場にいる人々を結束して､我々の意見をぶっつけなくてはならないとの結論に達

し､先ず南山田の小宅地の人々に呼び接げ､昭和46年7月宅地会を発足させた｡

会を発足させたものの､会員は南山田地区の少数の人々のみである為､他の地区の同じ

立場にいる人々に呼び掛けて会員を増やす事から始めた｡

運動は日夜を問わず手分けして精力的に行われ､徐々に貫同者が増えて行った｡この会

員獲得運動の説得の骨子は､次の2点であった｡

1,生活権侵害､財産を保全する為の､ノー減歩運動｡

2,この会は政治団休ではなく､どの政党の支持も受け付けない｡

当時を振り返えるとー会員獲得のビラを深夜手分けして電柱に張りに行った事が懐かしく
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思い出される｡これらの努力がニュータウン第-地区の南山田を始めとして､北山田､

東山田､牛久保､中川の小宅地者が宅地会-の加入となった｡その後､第二地区の茅ヶ崎

渋沢､佐江戸の加入があり､会は次第に大きくなって行った｡

そこで､本部 ･支部の組織を設け､月1回の本部会議を開催して各支部の意見を総合的

に論議した｡更に関係機関 (桂浜市､日本住宅公団)に対し､会の存在をアピールして､

小宅地所有者の立場を認識させる為に最大の努力を行った｡

昭和49年8月､施行規定 ･事業計画の建設大臣の認可がおり､これに伴って､土地区

画整理審議会が発足する事となり､審議会委員の選挙が行われることになった｡

土地区画整理審議会は､地権者と有識者によって構成され､土地区画整理に対してそれ

ぞれの立場から､意見を述べて審議決定する大変重要な場である｡

会は､最大限に我々の主張を貫徹する為に､各支部から厳選して15名の立候補者を立

て選挙戦を戦った｡宣伝カーにプラカ-ドを掲げ､スピーカーで我々の主張と立候補者の

名を連呼して､各支部の会員に投票を呼び掛け､地権者の人々に我々の立場を訴えた｡

投票日にはー投票場に宅地会の嶺を先頭にそれぞれプラカードを掲げて､会員の殆どが

デモンストレーションに参加した｡

選挙の結果は､宅地会は13名が当選し､地主側は11名の当選であった｡

土地区画整理審議会は､月2回のペースで開かれ､熱心な書誌がなされた｡会の富議会

委員は､この審議会の場で､強烈に辛抱強く会の主張を繰り広げ､次の事項を実現させた

1,50坪までは減歩なし､80坪までは清算金処理で地積確保｡

2.先行造成地を施工して小宅地所有者の直接移転を行う｡

3.土地の買増し､宅地への合併換地の認可｡

この外､事業施行に対し数々の意見を提案して具体化した｡

会の主張の実環化には､個々の会員の熱意と絶大な協力と団結の力に拠るものであるこ

とは言うまでもないが､この事業の基本理念である ｢市民参加のまちづくり｣を積極的に

実践した宅地会の姿勢が､多くの人々の共感を呼び､横浜市､日本住宅公団をも動かし､

これまで行われた土地区画整理事業で､実萌し得なかった小宅地所有者に対する減歩ゼロ

を実現した事は､事業史に特筆されるべき事柄で､後々までも残されると思う｡

私は､昭和46年に宅地会が結成されてから30年近くの長さに亘り､ニュータウン地

域住民として ｢新しい街づくり｣に貢献してきた宅地会の功績は絶大なものがあると確信

すると共に､平成9年ニュータウン事業が無事完結したことを喜び､宅地会の会員諸兄に

心から rごくろうさまでした｣と申し上げたい｡
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宅 地 会 運 動 と 南 山 田

自主自立派の論理

元 審 議 員

四之宮 博

1.はじめに

宅地会が､いよいよ著を閉じることになった｡

世俗から独立すべき学究生活と長期住民運動が相入れないものと知りつ ､宅地会に所

屈し､時には地域を埋け巡り一時には距離をおきながら 25年が経過した｡感慨無き

を得ない｡

波潤もあり､悲喜こもごものドラマであった｡私の拙い筆で､しかも短時間での私的

許容時間では到底記述 ･表萌しきれるものではない｡2回の引越しで記録や室料の多く

は失われた｡記憶をたよりに､その時々の状況や､感慨を綴ってみることにする｡

2.宅地会草創の頃

昭和46年の春頃だったか､近所に住む岸田秀男氏が､拙宅を訪れた｡ "港北ニュー

タウンの区画整理事業が始まるが､住民も街づくりに参加すべきだ､力を貸して欲しい

''と云うことであった｡ ∝私には組織づくりや運動の知識も能力もないから--"とご

遠慮申し上げたが､ "名前だけでもよいから-･･"等と遂に説得されてしまった｡

その後､野村良博氏を交えた3人で構想を練ることになったが､驚いたことに野村氏

が既に厳密な計画を立て ､あった｡

こうして次々と人の輪を広げてゆき､やがて岸田会長以下､役員として野村氏､高橋

氏､白江氏､四之宮といった陣容でスター トすることになった｡

同年7月頃､南山田クラブで､小規模宅地所有者の会 (略称 :宅地会)の設立総会が

60数名の参加を得て開催された｡

当面の仕事として､桂浜市や住宅公団にPRL､交渉相手として認知させることに努

めた｡一方では､会員を増やす為ー北山田､棄山田､牛久保､中川I- と情報宣伝を展

開した｡こうして輪は広がりー会員数も5倍ー10倍と増大し､また夢士済々の人材も

獲得していった.思えば､当時の岸田会長の硫括力 ･推進力､野村会長代理の企画力 ･

組織力は素晴らしいものであった｡

3.会の運動エネルギー

宅地会の運動は､減歩とか移転など土地区画整理に不安を感じる小規模宅地の人達の

心をつかみ､甘を追って拡大､発展していった｡役員にも各支部から適材適所の人材が
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得られー特に組合運動で百戦錬磨の経演者が参加するようになり､本部役員会も活性化

を呈してきた｡

また市や公団との折衝も激しさを増七､時には声を張り上げ､テーブルを叩く役員も

いた｡当時の主な論点は､ 《小規模宅地は減歩率をゼロにすべきカであった｡

そのような席で私は専ら理論的な論議を担当し､ "限界価値 ･効用わと言う論点から

小規模宅地の立場を強調した｡しかし主戦力は減歩ゼロであり､私は､そのような余り

にも大づかみな論議には疑問を感じていた｡そして自分なりに､理論的アプローチとし

て次のような数式モデルを考えた｡ y-a 〔1-e冗p t一b (x-C))〕

ここで､ y:減歩率､x:地積､a:最大減歩率､ち:減歩率ゼロの地積､C:減歩率

漸増係数である｡この中のパラメーターa､b､ Cを条件に応じて合理的に定めておけ

ばよいのである｡

当時敵視していた地主だとか小規模宅地だとか云う必要はない｡それが理論的了プロ

ローチと云うもので､会長や会長代理に話しても理解を得る事が出来なかった｡

私に対する反論は絵合すると､ ∝大衆運動は分かり易い事が必要" a交渉は10の目

標に対し､7か8の獲得が常道n ∝怒号は民菜の武器"といった素朴で真実味のある論

理である｡納得せざるを得なかった｡

運動の初期は､広報上あるいは交渉時で "理論武装"の示威には､私も多少役立った

かも知れない｡しかし､この段階になると､もはや私の使命は終わったと感じた｡

こうして宅地会発足から数年して､私は相談役の座を降りた｡

4.南山田支部と審議会 I,Jl期

漸く時間も取れるようになった｡ここで私事にわたるが､私は大学の研究室にしばし

ば泊まり込み､研究に没頭した｡学位も取得し､懸案であった米国留学も果たした｡

ふと地域に隈を転じた時､わが豪の周辺はー自宅を含む5軒を除いて､ことごとく

｢移転｣に指定されていた｡

南山田出身の書誌全委員の三氏は他地区への転出が決まっていた｡なお谷戸の方にも

我々と同じ ｢存置｣家屋が多くあり､憤激の声が上がっていた｡

何時の間にか､地積別減歩率が審議会で決まっていた｡私の数式モデルでパラメータ

ーを協議で定め､xに対するyの値を算出する構想が別の形で実現した､と言ってもよ

いのである｡

10の目標に対する7-8の成果かもしれないが､かっての威嚇的論調は何処-いっ

たのか｡減歩事に関しては､私は8-9の成果と評価したい｡しかし ｢移転｣ ｢存置｣

判断の基準に関する書議会決定には容認し難いものを感じた｡

(,LI期審議会委員に対しては､ 也存置置き去りnとの思いが存置地区に広まっていた
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存置精査と称して､委員各位が南山田存置地区にも視察に見えた｡ "あの時の委員の

反りかえった態度は何だ'と当時存置の人達は私に訴えた｡ともあれ､かっての宅地会

の税韓はー審議会で見事に取り去られたのである｡

当時の南山田支部では､自江､山田ー吉良の各氏が相次いで支部長を務め一貫増し問

題や移転条件交渉などで大変な苦労を重ねながら､移転者をそれぞれの塔に安住させて

いった｡

5.推されて審議会へ

"次の段階は存置問題の解決''がテーマとなり､四之宮を審議会へ､という声が高ま

った｡審議会皿期の選挙には､地区外の野村氏､白江氏に加えて私が推薦された｡

存置の人たちは､南山田クラブで私の激励会を開催して下さった｡福田支部長 ･北川

氏両ご夫妻は､近所の奥さん方の協力を得て､心のこもったメニューで宴席に華を添え

て下さった｡本部からは佐藤会長代理が出席され､推薦の言葉を述べられた｡

先行造成地域ではー山田､新浜､井桁､吉良の諸氏が､存置地区では福田､北川の各

氏が､各戸訪問の先導をして下さった｡また､本部選対から票割りにより､他支部から

も支援票を頂いた｡今これらの一つ一つが､まざまざと思い出され､新たな感動を覚え

る｡

こうして私は､昭和60年2月から10年間､皿期 ･Ⅳ靭審議会委員を務める事にな

り､主として F存置の見直し』に取り組んだ｡

審議会では担当の区画整理第1課が､文字通り真剣勝負のような気構えで取り組み､

十分な検討を加えて議題を上程してくる｡一方委員側は､喜議会の席上で始めて議事内

容を知る為､これでは勝負にならない｡ 宅地会の委員もー過去の事例を調べ､関係法

令も研究しー予め議題となる部分を予測して打合せを行い､審議会では意見を出して修

正なり変更を行ってきた｡

私は､いつ南山田の存置地権者の問題が､議題に上がってもよいように､専ら休日を

利用し､福田支部長と共に地域巡回､実情把握に努めた｡特殊なケースでは､佐藤会長

にもご同道をお願いしたO結束氏の問題では､大学の法学教技の教えを受けた｡

また存置のため､盆地化する地域の問題では､関係者の拠金により弁護士に依頬し､

公団の不当･非条理を公団絶裁及び港北開発局長にアピールした｡

こうして南山田の存置問題～主として中断移転自筆移転 ･工事移転 ･補償の問題～を

幾つか解決に導くことができた｡

6.終わりに:宅地会の栄光

ともあれ､私は南山田の存置者の切実な思いを肌で感じ取り､それに応えるため揮身
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の努力を傾けた｡一例を挙げれば､自宅と公団用地の境界問題で高橋さんが囲っている

と支部長から聞き､工事部担当者に申し入れ､調査の上訂正して頂いた｡また､須山 ･

中森氏等の私道問題では､公団の当初の措置が公序良俗になじまない､として審議会で

訂正して頂いた｡

平成7年2月には､審議会委員の改選が行われたが､私は健康上の問題もあり､北川

氏にバ トンタッチさせて頂いた｡同氏は述懐する､ "南山田の多くの人は自主自立派で

自分達の力で現在を勝ち取ったと思っている｡しかし宅地会のプレステージの下で成果

を得･たことを決して忘れてはいない｡ n と｡

宅地会の25年史は､徐走､発展､完結の各段階を経て､ついにその最終頁の解散式

を迎える｡ "栄光の日"と言ってもよいであろう｡思えばその過程では､色々な人間群

像の躍動があり､葛藤も無いわけではなかった｡なおかつ今日を迎えることができたの

は､ トップに求められる不可欠の賃質 ｢廉潔の志｣があったからである｡

"Oneforall,allforone"の宅地会理念は､三代の会長､岸田 ･野村 ･佐藤各氏の
強い指導力により貫かれた｡そして今､大方は叫All's川ellthatend'sMelt"

(終わり長ければ､すべて良し)の感懐を抱けることに感謝している｡

② 南山田工区は一次造成工事が完丁したところです｡
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存 置 整 備 を 回 顧

会 長 代 理

審 議 員

井 口 清

東山田第-支部の会員全員が存置地権者 (一部の地権者は道路計画による移転)となっ

ており､港北ニュータウン計画時には､会員の大半が川崎､東京方面から移り住んだサラ

リーマンでした｡

当時は､ニュータウンの区画整理に対する予備知識がなく､情報不足と各自の勉強不足

から､その時点での判断では､大半の会員は､ "移転反対"でした｡

一方公団としても､家屋の密集地であるため､存置として計画に取り込んでいました｡

この様な経緯から､当地区の整備は､ニュータウン事業着工以来､16年目に存置地区最

終工事区域となり､平成4年3月､漸く ｢東山田Ⅱ期工事｣として着工となりました｡

いろいろの問題を乗り越えて､平成5年9月に整備工事を終了しました｡

｢東山田Ⅲ期工事｣地区は､高低差の大きい箇所で､その中の宅地擁壁が不安定な状態か

ら宅地問の段差を緩和する方向で､当時の支部長を中心に､関係地権者と会長および本部

役員の協力を得て､市 ･公団と交渉し､図面まで作成して大詰めを迎えましたが､工事期

間中の避難移転の家賃負担の問題から､折り合いがつかず御破算となってしまった事は､

悔やまれる一件でありました｡

そして､ ｢東山田Ⅲ期工事｣は､平成5年5月に着手の事前説明会が開かれ､完成予定

は平成6年3月でしたか､一部の道路の排水桝取付工事などで難行し､完成は一年遅れの

平成7年4月となりました｡

以上が存置街区の整備経過ですか､この整備工事過程で生じた幾つかの事故を取り上げ

て見ますと､

平成2年夏､台風による集中豪雨で､沢沿いの生活道路が崩壊､通りかかった会員から

知らせを受け､公団に急報し､直ちに通行止めを行い､迂回路を明示して安全確保の処置

を行いました｡平成3年秋には､請負業者ガ廃材焼却後の後始末が不十分な為､燃え上が

る事故があったり､工事による仮設駐車場でバイクの盗難､ナンバープレートの盗難など

が発生しました｡

公団工事担当者は､安全確保 ･事故防止に努めてきたと思いますが､住民は､毎日の生

活の中で､騒音 ･振動 ･砂塵､雨が降れば泥道という､気の休まる事が無かったのか実態

でした｡全てが完了した現在では､周辺も一変して､整備された道路､植栽された遊歩道

を歩くとき､ホッとした喜びに感じ入っています｡良くぞ頑張った､ご苦労さまでした｡

-10-



打 越 存 置 整 備 工 事 の .t嚢 想

会 長 代 理

書 議一員

小 幡 一 義

平成3年から始まった東山田存置整備工事はー住宅都市整備公団始まって以来の三百軒

を越す一大整備事業工事となりました｡この整備工事を如何に速やかに工事を完成させる

かについては､公団はもとより我々宅地会存置地権者の頭を悩ます問題でありました｡

審議会の小委員会で書誌の結果､棄山田存置整備工事を第一期､第二期､第三期､と分

割して工事を進める事になりました｡

狭い適度への排水,雨水管の埋設工事､各家屋への出入り､工事被奮等々の問題を抱え

一々荏田の開発局まで出向く事は時間の無駄と不便があり､存置地権者との密接かつ敏速

に対応するためにはどの様にすれば良いか､公団と数回にわたる協議を重ねた結果､現地

に公団の監督事番所を設置する事になりました｡

又公団当局も存置整備工事に対しー局長直属の工事､補償､施設､企画の存置整備工事

プロジェクトチームを編成し､現地事務所､プロジェクトチーム編成の二つは､公団当局

としては初めての試みであったようで､開発局内部でも賛否の議論を重ねた経過があった

と聞いて居りますが､何はともあれ公団職員も全力で対応して噴きました｡

整備工事始めの水道の切り回し､ガスの仮配管､工事上支障となる工作物の補償問題ー

宅地内排水及び雨水､汚水折の設置場所､工事中の生活対応､宅地の整備内容､駐車場の

確保等､各種説明会や交渉が身近な現地事務所で行われた事は､存置街区の会員にとって

大変助かりました｡

その節は､本部役員 ･審議員の応援､支部長を始め支部担当の審議員を支えてくれた会

員の皆さんに､改めてお礼を申し上げます｡

存置整備工事が完成しー東山田打越存置街区も新たな町と生まれ変わりました｡

プレハブ造りの現地事務所に会員の皆さんとー存置整備の説明会､補償交渉や､道路変

更の要望に日参した事等､毎日が緊張した真剣な厳しかった3年にわたる日々が忘れられ

ない思い出となって整って来ます｡

今は跡方も無い現地事務所や駐車場跡には､モダンな文化的な住宅が建ち並び､幼い子

どものはしゃぎ声が聞こえ､平和な生活の営みが育まれ､庭には四季折々の花や樹木が､

行き交う人々を和やかな気持ちにしてくれて居ます｡
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港北ニュータウン事業竣工に寄せて

相 談 役

審 議 員

小 口 -

(初代審議会委員選挙のこと)

22年前即ち昭和50年2月､第一期書誌全委員選挙が始まりました｡

私は､中川町に転入したばかりの頃で､ご近所の方々を殆ど存じあげませんのにー拙宅

へ今は亡き青柳さんや､託摩さんとー多分井上さんがお見えになり､宅地会中川支部から

立候補するようにと要請があったのです｡

小生のことなど知る筈もないのに､どうして推薦に来られたのか不思議でなりませんで

した｡

多分朝の通勤の時､′ヾス序でご一緒したのが一切っ壬削ナではなかったかと思いました0

熟慮の未､地元の皆さんとお知り合いになる良い機会だと考えお引き受け致しました｡

宅地会初代の会長さんは､ごつい容貌の岸田さんでしたが､マイカーに乗り拡声器で､

"中川支部は小口はじめさ～んにお願いしま～す"とドスの利いたよく通る声で､ボリュ

ームを上げ巡回していらしたのをよく覚えています｡

この様な体験は初めてだし､恥ずかしくて豪の中に閉じ麓もった俵､顔を出す勇気も有

りませんでした｡

中川支部の皆さんはー私の顔など見たこともないでしょうにー当時の選挙対策のお世話

をする人達が一生君命､票固めをされたのでしょう､見事に当選しました｡

開票するまではド阜ド車でした｡地元審議委員の定数24人のところ､13人も当選し

たのです｡会員1500人の大きな組織力でした｡

第一期審議会が頻繁に開かれました｡従って宅地会も本部役員会や支部役員会を土曜､

日曜のほか普通の日､夜遅くまで会合を持ちました｡

公団との交渉ー話合いも回数を重ねました｡会全休が精力的で､若くもありました｡

そして､任期5年で携地計画や､地権者がどの土地にいくかを決める仮換地指定も､先

行造成地を中心に審議は渦中に入って行ったのです｡

(宅地会組鐘のこと)

相互理解と協詞団結を旗印に､会は行動しました｡

総務部､財政部､調査部､広報部､地区外対策部､自営業対策部､害議会対策部､それ
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に南山田､北山田､東山田ー打越､牛久保中一牛久保下､中川､茅ヶ崎､渋沢､佐江戸の

12支部でした｡また､論説委員会､法規委員会､工事安全推進委員会､電柱設置委員会

簡易ダム工事安全委員会､存置対策委員会､補償問題 ･仮清算金検討会など多くの活動を

通して､それだけニュータウン事業は各面に課題が多く､その都度役員は､毎食を投げ打

って問題に取り組んできたことを思い出します｡

(港北ニュータウン事業竣工のこと)

横浜球場の440杯分に相当する1,317へケタールの事業も､工事着手以来22年の歳月が流

れ､平成9年3月の竣工式典をもって基本部分は終了しましたO

地元の人達にとっては､横浜市が計画を提示してからだと30年も経過したと言います｡

かって､90%が山林原野と田圃と畠であったこの地に､幅員40mの新横浜 ･元石川

線を始め8本の幹線道路が開通したのです｡

2富画地の換地処分も終了しました｡公立小中学校ー高校の他ーサレジオ学園､ ドイツ

学園､洗足学園､武蔵工業大学が開校しています｡平成5年に開通した地下鉄三号線は､

ニュータウンの動脈として大きく機能しています｡地下鉄四号綾の工事着手も目前です｡

平成6年に都筑区として独立し､区庁舎も区民の宿用で賑わっています｡タウンセンタ

ー商業地区にも商店の開票が進み､駅ショッピング街が3月にはオープンしました｡

デパートが建設中で平成10年には開業が予定されております｡

長い長いトンネルを抜けました､ニュータウンの人口は8常人､都筑区の人口は13甫

人となり､いよいよ計画人口30常人の副都心に向けて港北ニュータウンの開幕です.

永 く て 短 フうーっ た 日 々

相 談 役

蕃 議 員

野上 政春

昭和58年3月､東山田4工区 (準工業地域)の整地工事着工を前にして､私自身も､

工場及び自宅の中断移転の準備に追われている最中の事ではあったが､自営業対策部会の

中で､ F事業所に関する補償対応｣が紛糾しました｡

公団が提示した ｢中断移転時に算定した事業所 (営業)補償額を､本移転 (復嬉移転)

時まで凍結すると云う内容に対して､自営業の立場からー日々変転する事業対応に対して

業績 ･設備補償を凍結するのは不適当であり､死活問題との意見が強く出され､これを受

けて役員会は､自営業対策部の捻力を挙げて公団と当たる事になりました｡
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早速､造成問題､営業補償問題に対する要望書を公団に提出､その後交渉 ･折衝を幾度

も重ねました｡ - 遠い記憶を思い起こしますとー襲芳賀補償次長との遣り取りが昨日の

ように廻ります｡ ･･最終的には､ F本移転時に補償算定を見直す｣と言う画期的な内容

で解決した事はー自営業者の生活権を守る立場から特筆すべき出来事でした｡

昭和61年に入り､準工地-の本移転を間近にして､自営業者の中から準工地-移転す

る地権者の組織を作ったらとの意見が出され､種々検討を重ねた末t F懇話会Jはどうだ

ろうかとの提案が出されたので､早速これを実現すべく一歩として､野村前宅地会会長と

同行して､東山田準工地最大の地権者である大久保正治氏を訪れる事となりました｡

これが､私と大久保正治氏との初めての出合いとなりました｡

5月初旬の門扉一杯の藤棚が満開の時でした｡然しながら､大久保氏は､ ｢野上｣と言

う名前に何か不快感があった様子で､最初は懇話会の設立への承諾を項けず､暫く話をし

ている内にー ｢野上｣が人違いであった事に気付かれ､ F懇話会J設立に力を貸して貰え

るとの承諾を頂きました｡

やがて同年9月に入り､ F懇話会』の規約作りを進めている折り､横浜市建築局の細山

田女史から電話を頂きました｡

その内容は､準工業地域としての機能を永久に維持していくには､ ｢建築協定｣の締結

が不可決であるとの説明を宿々と聞く結果となりー急造宅地会地権者と､地元地権者の方

々との話し合いを進め､建築協定案作成への作業に方向転換をする事にしました｡

昭和62年2月に､第 1回の地権者説明会を皮切りに協定案成立までに9ケ月を要し､

打余曲折はありましたが､昭和62年12月に建築協定は締結され､効力が発生してから既に

9ヶ年が経過しております｡

唯､私自身気持ちの中で､自営業者同志が気軽に話合いの持てる F懇話会j不成立以降

引きずっていたものがあり､平成6年7月に現董事業者を対象とした F親睦会｣を設立し

て今日に至っております｡

過ぎし日の思い出は走馬灯の如く駆け巡れど､励らけし日々は短し､

されど我妻に前進 ･全力投球あるのみーが現在の心境であります｡
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女 ′性 も 参 カロの 街 づ く り - と

～宅地会運動をとおして～

相 談 役

審 議 員

鎌田美代子

はじめに

昭和40年に､市の六大事業の一つとして発表され､ ｢乱開発の防止｣ ｢都市農業の確

立｣ ｢市民参加の都市づくり｣を基本理念に掲げて昭和49年8月27日事業認可から本

格的な工事が始まりました｡国内でも最大級のニュータウン事業と言われています｡

あれから､30年の歳月が流れて平成8年9月29日換地処分の公告､平成9年3月2

7日を以て､この事業も終息します｡

宅地会も､昭和46年に生活と環境と権利を守るために運動が起こり､区画整理のすべ

てについて調査､研究を重ねて､区画整理審議会に多くの審議昌を送り出し (第一期審議

会選挙昭和50年2月9日17名当選)要望を反映させるべく精力的に活動を展開してき

ました｡事業の終息とともに､会の連動も平成9年4月20日解散式を以て一つの区切り

がつきます｡

いま､改めて思い起こして見るとき､余りにも多くの課題がありすぎてその間､挫折す

る事なく良く此処まで頑張って来れたものと感慨無量のものがあります｡これも､ひとえ

に寝食を忘れ､会員のために精力を傾注して来られた多くの役員の方々､そして ｢一人の

ことでも全員で､最後の一人まで｣を合言葉に､良き指導者とともに全員が団結して対処

してきた賜ものと自負しています｡

私と宅地会の出合い

横浜の地名に憧れて､昭和44年､現在の山田小学校の傍に居を構え､住人となりまし

たO私にとってのマイホームは一世一代の大事業で住宅ローンを組んでやっと手にいれる

事が出来たのです｡この時既に､ニュータウン区域内にあることは承知でしたが､一向に

進まない事業に､正直のところ関心が薄かったと思いますO

当時､ここは緑に溢れて空気が澄みきっていて美味しく､坂道を上がってくると斜景が

とても素晴らしい別天地でした｡富士山を望む山並み､春には花桃が辺り一面に咲き､春

霞が立ち､勝田団地が幻想的に浮かんで見えたものでした.眼下に広がる田園風景を眺め

ていると､生活の不便さを忘れさせ､何かホットする安らぎを感じさせて呉れました｡

生活にも馴れてきた頃､ニュータウンの情報か入るようになり､減歩や清算金のあるこ
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とが分かってきました｡安住の地を求めて移り住んだのにこの先､どうなっていくのだろ

うと不安が先にたちました｡何時､どんな所に移され､工事期間中はどうなるのか､移転

の場合は補償が貰えるのか､35%の減歩率を課せられたら家が建たなくなる､清算金は

一体いくら払わなければならないのか等々､分からないことばかりでした｡

そんなある時､宅地会を知り､入会したのか昭和49年のことでした｡主人は働き盛り

で､ニュータウンの話にはいつも私が参加してきました｡そのうち､転勤で名古屋 ･大阪

へ約6年の単身赴任､留守を預かるものとして､真剣に取り組む事になっていきました｡

ニュータウン事業は､家族 ぐるみで取り組むことが必要であるとの会の方針で､昭和5

0年に婦人部ができ､婦人の認識の高揚､研究､市､公団への陳情など多様な勉強会が始

まったのでした｡

区画整理のィ､ロ､ -から教わり､仮換地供覧への対応､工事安全対策､先行造成地 (

石積 ･道路の地下埋設 ･図面の見方)家屋移転補償､建築協定､存置問題 ･仮清算金問題

など､また､全国区画整理研集会-の参加､洋光台､港南台､霧が丘等の団地 ･多摩､千

葉ニュータウン､つくば学園都市などの見学会も含めて､家庭を守り､子どもを育てなが

ら､女性の目で見たニュータウンの街づくりにみんな熱心に取り組んできました｡

終わりに

多くの会員が､それぞれの先行造成地-移転してから､早い人で 17-18年､私の所

も15年目を迎えました｡昭和58年に新横浜～元石川線が開通し､集合住宅-の入居が

始まり､郊外から新しい人達が移り住んだのを皮切りに､当初､ベットタウンとしてスタ

ートした事業も時代とともに変遷をかさねて､いま､横浜北部地域の副都心と位置づけら

れました｡

市営地下鉄三号線の開通に伴って行政区の再編成が行われ､都筑区として誕生したのが

平成8年 11月6日構浜市で一番若い街として､人口約13万の人達が暮らしを共にして

います｡

センター地区や計画建設用地の街づくりは､これから本番を迎えますか､街の善し悪し

はそこに住む人､一人､ひとりのこころ次第で決まるのではないでしょうか｡景観の美し

さだけにこだわらず､中身がいっそう肝心なのです｡

ニュータウンと向き合って過ごしてきた26年間､若かったからできたこと､教わるこ

との多かった人生､余りの様変わりに当時の面影が薄らぎ行く歳になってしまいました｡

残り少ない人生を有意義に送らなければと､心新たにしてこれからの街の発展を見守り乾

けて行くことが､完成半ばにして故人となられた方々への手向けでもあり､この事業に係

わ1てきたことの意義かあると思えるのです｡

I.16-



新たな息吹の街づくりに向けて
審議委月

稲葉 滴

この地に越してきたのは昭和46年3月､息子が2才の誕生日でした｡その息子も

26才になり.周辺の環境の変化とともに､月日の流れの早さを実感しておりますO

｢区画審理｣については､各地で反対闘争が展開されていたのを見て､なんとなく
住民には受け入れがたいものがあることを感じていたぐらいでしたO ｢宅地会｣から

の諌いがあり､係わらなければと思っていたのもこうした背景からでした｡

宅地会中川支部設立の呼びかけの発起人の一人として､会を立ち上げるまではと奔

走した結果､審議会委員候補者に推挙され､とまどいながら公僕のはしくれを担う羽

目になりました｡

存地街区の多い中川支部では,当初いかに移転しないで減歩を少なくすることがで

きるかにあったと思います｡第一期審議会の争点は ｢評価基準｣にあり､数々の成果

を挙げることができたと､感慨も無音ですO(手′ト規模宅地係数､qj買い増し､③横浜

市の緩和措帝､④私道分の増し換地､⑤面接移転､⑥早期清算､などのほか､存置街

区に対する宅地会としての見解を審理することによって､住環境を改善する闘いは著

しい成果をあげることができました｡もちろん､全てに満足の結果が得られた訳けで

はありませんが､私も審議会委貞なりたての時に学ばせていただいた ｢全国区画啓理

連絡会｣での宅地会の活動､成果は高く評価され､全国の区画審理運動に大きな影響

力を持つことになったことからも伺えます｡

第-地区の先行造成地区となって行なわれた中川地区の工事では､ ｢存置祷区｣に

帯ける先行工事の意味を持っており､その後に続く他地区の存博聞蓮の前例となるこ

とから､全体的な視野に立って宅地会の捻力をあげて取り組まれました｡こうして①

取付道路､②宅軽高低の修正､(参周辺造成の見直しによって､一部には存置から移転

になった万も含めて､存帯街区の環境蕃備に大きな改善を勝ち取ることができました.

この間の宅地会連動を振り返ると､初代の代表を担った岸田会長､そのあとを引き継

いだ野村会長､そしてもっとも長期的に重鎮を担った佐藤会長､また各支部の活動を

担った役員の万々に､こころから感謝を申し上げたいと思います｡

今では横浜市営地下鉄も走り,新しい家が次つぎに建てられています｡21世紀を

目前に､高齢社会へ向けた福祉や健康づくり､そして高齢者が経験と知恵をもって活

躍するシルバーデモクラシーによって､高齢者の自律がはかれる街づくりを期待し､

この地に骨を埋めたいと考えているところです｡
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ふ れ あ い
長

道

部

直

裁

括

琵

高

乱がーはじめて宅地会の役務に携わったのは昭和59年からで､東山田第2支部の理事

を2年t支部長を2年､そして本部長が5期10年ですから通算14年ということになり

ます｡

此の間にー多くの人々に出合い､種々な会議に出席して意見を頚す議会に恵まれたわけ

ですが一人其々の立場境遇に因る意見の違い一個人としての考え方の違いを再認識すると

共にー会議に対応する技術的未柔さ､他人を説得する難しさをも再認識した次第です｡

そして､公共事業に於いてー公平性の確保の難しさを改めて痛葱させられました｡

例えはt0事業に協力して移転した者とそうでない者とで､付 -増し換地 (買増し･清

算金処理)に於いて協力者に2倍の不利益が生じた｡⑦移転の時期に於いて､当初の者と

精査律の者とでは､後者は4倍へ5倍の不利益となった｡◎最終段階において､非権利者

の申し出換地地区への換地決定等｡

今の世の中で､損得勘定を抜きにして生きられるのであれば､それほど気楽なことはな

い｡

人は悩み､人は迷うーそして人は誤る､何故故に｡

欲があるから打算があり､見栄があるから誤算がある｡

いや､そればかりとはいえないtそれは人間であるから､心があるからではないだろう

か｡

精神的､経済的､社会的に疲れたとき､ふと､欲得の無い人生を生きたいと思う､だか

らといってそれは人生を達観したとか､聖人君子でも偉人でもない｡

たしかに今の時世はー詮済社会に勝った者が陵適者の感があるが､それはそれて確かに

有能な者の仕業であるかもしれない｡

だが人は､物品､金銭のための充足感とは異なった充足感を味わうことができるのはt

精神的な面で満たされた何かが必要なのではをいかと思う｡

それが何てあるかはt若輩である小生の知るところではない｡

健全な身休に健全な精神が宿るー健康が人生の目的ではないがt健康でなければ直なら

ない｡

健康な心身を持ち､隣人を愛し一地域を愛し､そして社会人類を愛して見返りを求めな

い､そういう人生に一歩でも近ずくことができたならば､更なる精神的な充足感をあじわ

- 1 8 -



うことができるであろう｡

会を通じていろいろなかたちで､いろいろな人に出合う抵会をもっことができた一人と

出会い､人とふれあっていろいろなものの見方考え方を教わることができるものです｡

時にはその後の人生を左右するようなインパクトを受けることだってあるのです｡

そのような考えから､これから菟された人生の貴重な時間を､同会を通じて多くの人々

とふれあうことのできたことの意義を大切にしたいと思います｡

賢者は愚者から学び､愚者は賢者から学ばず｡

街 づ く り へ の ス タ - ト
長

共

部

和

報

野

広

菅

長男の誕生を機会に､それではと購入した建売分譲住宅であったが､水は共同堀の井戸

水､電話の取付けはままならず､ランプ生活だけは避けられたものの､周りには荒れた竹

林や雑木林､また裏のポタ山から湧き出たような泉ありとー都会に隣接した山間地であっ

たが､日々コンクリート社会に身を投じて居る者にとっての休日は､真からリフレッシュ

できた場であり､子どもにとても､自由に見て､聞いて､話し､傷つきながら多くのもの

を教わった大きな遊びの場であった｡

何も闇かされず (勉強不足も有ったでしょう)移り住んで間もなく､矢継ぎ早に浴びせ

られる移転､存置､減歩率､清算金 ｢何だこれは､サッパリ分からん｣と言っている中に

発表されたのが F港北ニュータウン土地区画整理事業の認可｣であった｡

当時､成田空港での土地収用に係わるニュースが､毎日のように数多く報道されており

｢何故あれ程までやらなければ｣ ｢もっと話し合いは出来ないものか｣また ｢一部の権力

指導者によって煽動されているのでは｣等と無責任に傍観し､批判していた事もあった｡

東山田にも慣れー落ち着きを見せ始めた最中ー同じような問題に直面しようとは想像も

していなかった事なので､まさか､あの成田闘争の騒動を余儀なくされるのではと考える

と冷水を浴びせられる思いもしたが､港北NT事業の中でも､騒動を起こし兼ねない問題

は沢山あった｡
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しかし､会員の理解と協力､また会を代表した歴代役員の並々ならぬ尽力と指導と､施

行者である住都公団もー官庁言葉ではないがー ｢善処します｣ ｢前例がないから｣と避け

る事なく､双方が真剣に問題に取り組み､先送りせずーまた新しい条件を生み出す糸口を

見出す為の努力があったからこそ､他地区に見られた騒動も無 く.､他地区では見られない

減歩率の緩和､先行造成地への直接移転､仮清算金の実施等の実弟はー土地区画整理事業

が完了した今ー双方にとって成果があったと思う｡

マンガ本に読み耽る息子に ｢幾つになった｣と問えば ｢27｣との応え､改めて整備さ

れた道港､上下水道､電気､ガス､整然とした家並み､集合住宅､賑わいを見せ始めた商

店や点在する公園を見ては､身体を壕し､多 くを教えてくれた､あの井戸.泉_荒れ果て

た竹林.雑木林が懐かしくすら思い浮かんでくる｡

車社会､コンクリー トジャングル等と言われ､賑わしたのも昔の事と思われ勝ちだが､

今まさに､港北NTもその中に組み込まれようとしている｡

その中にあっても､私たちは､身体を癒し､学びー伝えて行かなければならない真の生

きた活力のある街づくりの､スター トラインに立たされているのである｡

住民､行政共々が手を取り合い､誇れる真の街づ くりにスター トをしようではないか｡

二未 来 者β市 古こ 夢 を 託 し て

婦人部長

大島美智子

昭和43年､東京から打越に移ってきました｡周りは畑と雑木林だけで､竹薮の中で､

可愛い竹の子が顔を出しているのを見るのは初めてだったので､とても感動でした｡農家

の方から竹の子を頂き､近所の家からも旬の茄でる香りが震っていました｡

人家は数える程で街灯もなく､夜ともなると寂 しく怖いぐらいでした｡山藤の花が咲き

小鳥の噂りや､さらさらと笹の葉音で目が覚め､緑 したたる風景の中で安らぎを感じて暮

らしていました｡

自然に恵まれたこの地には､楽 しい事もたくさんありました｡ザリガニ､おたまじゃく

し､クワガタ､かぶと虫など採りにいったり､野山で泥んこになって遊んでいた子ども達

も､今は､それぞれ独立して子育て真っ最中.‥ ｡幼い頃の思い出を､いつか話して聞

かせることでしょう｡

-20-



でも､ここ-越してきて一番の籍さは､道路は砂利道で雨が降るとぬかるみかできてし

まい､砂利敷作業は地域行事の一つになっていました｡私も､男物の長靴を履いて参加し

たのを思い出します｡

その内､ ｢港｣ヒニュータウン｣区画整理の回覧が回ってきて､初めて此処が開発される

ことを知りました｡まだこの頃は､区画整理がどんなものなのか分かりませんでしたから

この罷､自然で残した方が良いとさえ思っていました｡でも､此処は交通の優か悪くて､

区役所-はバスを乗り継いで往復5時間位かかったものでした｡日常の買い物も有馬の商

店へ歩いて通いました｡

私が ｢宅地会 婦人部と出合ったのは､昭和52年の春､港南台方面へバスでの見学会

に誘われた時からです｡あれから20年にもなるのですネoそれからよく､婦人部の行事

に参加する様になり､それがいつしか婦人部長に推されてしまい､通算8年になりました

私か引き准いた頃には､大きな問題も解決していて婦人部の活動は､暮らしと街づくり

と言うことで､公団のご協力により､バスを仕立てて頂き､見学会を行ってきました｡

･私達が使う年清水を考える‥ .宮か瀬ダムや､津久井湖の水資源について

･多摩ニュータウンのその後.‥ マッチ箱を並べたような集合住宅から特色あるヨー

ロッパ風の街並み-変わりつつある

･つくば学園都市のいまは‥ .電柱のないすっきりとした街､大型店の進出で賑わ

う研究学園都市

･̂ 王子の公団の住宅研究所‥ .未来都市の住宅とは､弱者にに優しい住まいとは､

災害に強い建物とはなどについて

･地下鉄センター駅舎の見学‥ .障害者や､高齢者に利用し易い駅とその周辺開発

街づくりは､ここに住む皆でつくるもの､人に優しい､心の適った､温もりのある街に

していくために､子ども達に対する家庭でのしつけ､地域でのふれあいを大切にしなけれ

ばと思います｡

私達の時代から､次世代へと夢を託しなから､夕日に映える高層マンションのシルエッ

トを眺め､ふと思う､21世紀かすぐそこに来ているんですヨネ｡

教えられ､助けられながら無事に終えることができました｡みなさん長い間のご協力に

深く感謝いたしております｡いつまでもお元気で‥ .0
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｢宅 地 会 ｣ 古こ 思 う

東山田第 1支部長

松居 敏夫

｢宅地会｣の名のもとに行って来ました住民運動も､ここに終息を迎えることになりま

した｡

私が､支部長をお受けしたのは平成6年で､この時期になりますと大きな問題の殆どが

解決し､あとは細かい個々の問題で支部を中心とした活動-と移っていました｡

それなら私でも務められるかとお引受したのが､いつわざる気持ちでした｡その時の会

長が佐藤氏で､現在も在任中です｡

たまたま､私の問題で公団と折衝して頂き､いろいろと話合うことが出来ました｡私の

所は存置の取り扱いでしたから､さほどの問題もないだろうと思っておりましので､本部

の役員として顔を出す機会もなく､歴代の会長さん方には大変失礼ながら､お顔とお名前

が一致せず､余り､記憶に止めることもありませんでした｡多数の方々も私と同じく思っ

ておられたのではないでしょうか｡

宅地会発足当時の会員数に比べ､現在の数が3分の 1位になったのには次の事が想定さ

れます｡住民運動は個人個人の利害関係が必ずしも同一で無いところに､運動の難しさが

あります｡自分に係わる利害発生時には一生懸命であっても､そのことが解決すると他人

毎になってしまうからです｡心情的には理解できますが､残念なことです｡

この様な体制の中にあっても､最後の-人造精力的に､支部の個々の住宅に発生する問

題に対して､対応して下さる会長には､支部長として何とも言えないヒューマニティを感

じるのてす｡

会長職は､始めと終わりが最も難しいと言われます｡役員一同､心を引き締めて取り組

まなければと自覚しています｡

この会が解散し､ニュータウン完成時には､皆様方の思いはそれぞれに異なった感じで

あると思いますし､この大きな開発に関してはんの少 しの期間ではありましたか､宅地会

本部役員として席を置いたこと､そして会長始め､役員の皆様とめぐり合いたことに幸せ

を感じ､ニュータウン-の想いも深いものがあります｡0

佐藤会長には､宅地会解散後においても､街の発展に尽くされることでしょう｡

役員の方々を始め､会員の方々には大変お世話になり､心からお礼申しあげます｡

一港北二ュ-タウン｣今後は､そこに住む人々で､街を育てて行かなければならないと

思うのです0
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生 活 環 境 の ｢司 ｣二を 目 手旨 Lーて

東山田第二支部

支部長 山口 勝

私が､東山田を知ったのは第三京浜か開通した時からでした｡下の方-目を転じると､

バスが久末の方から道中坂の方へ行くのに､狭い道路をくねくねと走っていました｡

それから､6-7年経った頃､東山田に越してきました｡周りは自然が一杯の山の上で､

3月～4月頃は特に､れんぎょうや､ボケ､つつじなど色とりどりの花が咲いて大変給麗

でした｡

我が家には､2人の子どもがいますが､大きく成ったいまでもクワガタや､バッタなど

いろんな昆虫を採って遊んだことを思い出して話すことがあります｡最近は､自然と触れ

合うために､良く田舎の方に出掛けると聞きますが､開発前のこの辺はすべて超自然でし

たね｡

暫くしてから､ ｢宅地会｣と云う会の存在を知り､近所の人達と何回となく話し合いを

持ち､皆で入会することにしました｡初めのうちはニュータウンと言うことがどう言うこ

とか､どうなっていくのか､分からなかったけれど､いよいよ､造成工事を始めるとの事

で､一時､仮住まいをすることにli:りました｡そのために､家屋移転の補償交渉が始まり

今までは､一枚の紙面に措かれた地図や図面だけで想像していた､ニュータウンの姿が現

実となって目の前に見えてきたのでした｡そこで､初めて ｢宅地会｣の持つ意味と有り難

みか分かって釆ました｡それぞれが仮移転先を探して､工事が終わって戻れる日を待つこ

とになったわけですか､当初の予定より工事が遅れ､仮換地が決まって戻って来れたのは

昭和60年から63年位の時でした｡

東山田第二支部は､山田小学校前の先行造成地に移り住んだ人達のグループと､存置地

区のグループと､仮住まいから戻ってきた人達のグループと､東山田準工地区に移った自

営業の方達とで構成された支部です｡従って､多岐にわたっての問題の対応には大変苦慮

しながらの活動でしたO

みんなが家を建てて､これからニュータウンでの快適な生活が始まろうと云うとき､支

部の北東部､準工地区の近くに ｢コンフォール東山田｣と言う､公団の高層マンションの

計画が打ち出されたのです｡公団から図面を示され､説明を受けましたが､地域住民の意

向を組んだものとして受け入れて呉れるのであれば､建設も止むを得ないとの事で話し合

いが数次にわたって行われました0
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日照権や､風害､工事用の車の出入り､テレビ難視の問題などが予想されることから､

建物の形状変更､13階建部分位置変更を含み､歩道の付け替えなど､また､テレビ難視

の問題は当支部だけでなく､広く打越支部にも及ぶため､検討委員会を設けて会長を申し､

に本部の応援を受けながら､個別にテレビの写り具合を調査､難祝対策に取り組みました

その結果､難視対象家屋に対してはケーブルテレビにより､10年間につき､一部負担

区域を含み､無償貸与の協定を取り交わす事ができました｡また､第一種住専地区との間

の､緩衝地帯には植栽計画の検討も行い､打越地区の日照の確保など更には､入居者の駐

車場問題 (100%収容)などにも取り組みました｡

その他に､東急バスの営業所 ･バスの車庫が出来､朝､6時頃から50台位のバスか動

き出します｡当初､図面では､道路と敷地に差があって出入りするたびに騒音や振動か予

想されましたので市 ･公団との交渉により､段差を解消する事が出来ました｡

｢コンプオール東山田｣マンション建設後の工事被害の補償交渉､駐車場の管理 (入居

者の路上駐車)などなど本部､支部役員､当事者の会員共々､夜遅くまで検討を重ね､粘

り強く交渉して来た結果､大きく改善され､後にテレビ難祝に至ってはそのモデルケース

として役に立っ事となりました｡

私達にとって､ ｢宅地会｣の存在とその影響力は ｢ニュータウン｣のまちづくりに欠か

せないものであったと痛感しております｡

東山田支部の歴代の支部長には､いろいろのご苦労や､お骨折りに感謝するとともに私

も微力でしたが､大役を終わらせて頂くことが出来ました｡

① 川崎市側から北山田･南山田･東山田方面を睦む｡
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宅地会解散に思う
元絵務部長

政所 七郎

この度 ｢港北ニュ-タウン小規模宅地所有者の会｣ (宅地会)は港北ニュータウン建

設事業の終結に伴い､解散の運びとなり感慨深いものがあります｡

私は昭和41年小さいながら住まいを求め横浜市の住民となりました｡

昭和31年に横浜市からニュータウン構想が地元の一部有志に打診があったそうです｡

更に昭和40年住民に対 し ｢乱開発を防止 し健康的文化的な街造り｣をスローガンに

構想が発表されました｡

望む望まぬに関係なく､この地にやっと住まいを持った人達を全て巻き込む事実も知ら

されました｡

昭和46年南山田地区に宅地会の前身となる ｢小規模宅地の会｣から入会の誘いを受け､

そこから私たちの連動が始まりました｡

平均減歩率35%に衝き､ F100坪内外まではノー減歩ノー清算､直接移転､移転

補償』を勝ち取ろうと立ち上がりました｡

最初 ｢移転するのは大変だ､私たちは存置で良い｣との意見も多 く､特に東山田地区

には住宅密集地も多く､このままでは手付かずで取り残されて､ニュータウン構想から

大きく掛け離れてしまう心配も出て来ました.

時には移転の説得とも取 られる振る舞いに､会員から疑いの目で見られる苦 しい思い

をした時期も有りました｡

しかし時が過ぎるに従い､新 しい街造りに意欲が沸いて乗ました｡

工事の遅延で家族構成が変わり､ローンの支払いに先の読みが出来る様にもなりました｡

このままでも建菅の時期が来るし､次々に先行造成地に建っ新 しい家に希望が有り心が

揺れ動いたことも事実です｡

今考えると様々な反発も有ったが移転で良かったのだと思っています0

これも ｢宅地会の団結の力｣が成 した結果の表れであろう｡

思い起こすと役員は多忙の中､活発な働きをし､それに会員も応えてくれました｡

休日に､夜の集会に､と奔走 したことが､1500名もの多くの会員の饗得に繋がり､

昭和50年の第一期審議会委員選挙に､第一 ･第二地区合わせ 17名もの宅地会選出委

員を送り出す事が出来ました｡

更にその勢いを借り巨大な市､公団の力に対 して挑み F直接移転､工事災害補償､存置

街区の整備､スラム化防止に買い増 しや合併換地､区画街路の振り等Jの手法で糸口を

見つけて会員の要望に応えてくれました｡
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私たちも当初は若かった､ しかし年々清算金の支払いに悩むこと多 く､物価上昇を考

えると一刻も早い仮清算払いの実施は急務でしたO

住民の強い要望に公団はニュータウン事業では初めて仮清算の問題に取組み､それを実

施に踏み切った経緯が有りました｡

様々な難問を抱えながらも､ ｢一人のことでも全員で､最後の一人まで｣の発足当時

のスローガンを貫き､それを次々に受け継ぎながら今日まで続けてくれた役員諸氏｡

更にそれに応えて自分の事が終わっても､まだ終わらぬ人のために最後まで支援 して下

さった多くの会員にも頭が下がる思いが致します｡

今私たちの身の周りは当時と全く逢った街に様変わりしました｡

整備された道路が縦横に走り､地下鉄の開通で足の便が良くなり､役所も学校も近くに

出来ました｡

そして緑の多い公園､安全な街路､見違 う様な住宅が建ち並び､ ドンドン街が膨れ上り

今後益々発展 して行 くことでしょう｡

昭和49年の認可からスター トし､オイルショック等に見舞われながら､遅れること

26年もの永さを費やしやっとここまで到達 しました｡

その間多くの役員､会員が完成を見ずに亡くなられて居ります｡

私たちにはこの大事業を見届ける幸せがありました｡

これから Fこの街をどう生かして行 くか｣を見守る義務もあると思います｡

皆さん長期に亙り本当にご苦労様でした｡

参加と創 蕉

思 しヽ出 Lま l唄 り な く

～宅地会解散にあたって～

初代婦人部長

松本 ゑい

私が初代婦人部長を仰せっかったのは､20余年も前のことになります｡

過ぎていった時の流れの何と早いことかと感無量です｡振り返りますと､諸先輩のご指導

を得ながらも､充分に責任を果たせなかったのかと､未だに反省の念でいっぱいです｡

何しろ､区画整理事業は初めての体験なので､女性と言うことで許されることや､誤解

を招く発言もあったかと思っておりますか､皆さんに付いて行こうと夢中でした｡当時は

子育てに追われているご婦人が多 く､活動-の参加を呼びかけても仲々理解 して頂けずに

苦労の連続でした｡
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私達､小宅地者は造成工事を進めるために､先行造成地を示されて電気､電話､水道の

設備ぐらいで､あとは未整備のまま移転して貰うと聞かされ､将来､移り住んでから道路

を掘り返して地下埋設をされたのでは､工事被害が出ると思い､婦人部も一緒に霧が丘団

地の地下埋設現場の状況を見て廻りました｡経費の無駄遣いをなくすためにも会として､

公団に先行埋設をするようにと何回も交渉を重ねた結果､一部の先行造成地を除いては地

下埋設を要望どおり実施して貰うことができました｡

また､川崎市境の北山田先行造成地は､唯一､都市ガスの引き込みが出来たこと､それ

は市境にガス管が埋設されていたので出来たことですが､台所を預かる主婦の立場から､

二代目婦人部長と支部活動として粘り強く公団の工事部に要望しました｡最初の内は先行

造成地の整備条件にないので出来ないと断られましたが､何とかお願いして東京ガスに掛

け合って貰い､私達の願いが叶ったのでした｡お蔭で移転当初から都市ガスを使用するこ

とが出来たのも､婦人部として街づくりに参加し､行動を起こす事ができた一つの成果だ

つたと思っています｡

私は､従前地の工事の関係で中断移転となり､川崎市に約8年仮住まい､漸く換地先が

決まって北山田に移る事が出来たのは昭和62年のことでした｡

現在は､殆どの生活の基点が他県にありますので､たまに戻りますと目を見張る街の変

貌に夢を見ている様な気がいたします｡それも､会長始め､役員の皆様の多大な努力の結

果と感謝致しております｡私も ｢ニュータウン｣の街づくりに参加して良かったと思いま

す.,その宅地会も解散の運びとなり､その間に故人となられた方々との思い出も多く､複

雑な心境です｡今後の皆様の素晴らしい生活を心よりお祈り申しあげますQ

夢 を 追 っ て 2 0 年

打越支部長

門 奈 武

東京目黒で事業を営み､そろそろ自分の家でもと､求め移り住んだのが東山田町の山田

小学校前の高台でした｡東京の狭く､轟き合う商業地区で暮らした15年間の住まいを後

にして､緑豊かな自然環境に心の安らぎを追って､こちらに釆ました｡将来､港北ニュー

タウン地域に入る条件付の建て売り住宅でした｡

当時､私の商売柄､過に一日しか帰れなかったので､真新しい木の香りに包まれ､やっ

と落ちついて過ごしたのも束の間､6年目にして造成工事による移転問題が公団から提示

されて来たのです｡
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工事の話が身近に迫り､我が家を含めて15戸が集合住宅への移転か､曳き家にするか

の選択の決断に迫られ､皆が集まって何回も話し合いをしましたが決着が付かず､終いに

は投票で決めるとの経緯もあって､結局､造成工事が終わるまで金銭で仮住まいをする事

になったのでしたO新居の家も瞬く間に取り壊され､一枚の紙切れと消えて行ったのです

高田町で仮住まいの生活が始まり､当初2年の契約が､造成工事が遅れるばかりで､4

年経っても音沙汰無しの状態で､遂に大家から追出しの催促となる始末その 1年後にやっ

と仮換地指定に漕ぎ着けましたoところが一回目の買い増し地后では､従前の家を建てる

のか難しく､二回目の買い増しで､仮換地先が集合住宅の西側を提示され､環境問題と家

庭の事情から､納得出来ませんでした｡

いま､思えば宅地会を通し､審議員さん泣かせの厄介者になていました｡地区内には売

地もなく､土地は高騰するばかり､土地の買い増しと仮換地の位置決めとで焦りが出てき

ていました｡それでも､区画整理事業と言う条件の中で､ ｢宅地会｣を信頼し､公団と審

議員の方とで交渉の毎日でした｡

ある時には､個人で公団に出向き､担当の係長からの門前払いもありました｡その後､

'宅地会｣の対応によって換地先が決まり､建築から現在に至っております｡ ｢宅地会｣

の小規模宅地者に対する思いやりに､その時しみじみと感じたものでした｡

ニュータウンにも地下鉄3号線ガ開通し､地区内には幹線道路が縦横に走って､そして

待望久しかった東山田 ･北山田方面の路線バスが､平成9年2月から､東急バスによって

逆行され､センター南駅まで延伸されたので､疎外されていた東山田･存置地区からの駅

や区役所-の往復かとても楽になりましたO

"行く末夢至らず'括浜環状鉄道の東山田駅に期待し､これからの住環境の維持､地域

の活性化など住み良い街づくりを次世代の為にも､尽くさなければと思1ています｡

東 山田 準 工 業 地 域 建 築 協 定
あ れ カー ら 1 0 年 会 長 代 理

審 議 員

小 幡 一 義

昭和60年度から始まった､棄山田準工地域の急斜面の二次工事地盤整備が終了し､各

自営業者の中断移転工場もー一部共用開始が間近に迫る昭和61年6月横浜市NT建設部

より､東山田準工業地域は特別用途地域であり地権者全員の同意のもと､建築協定を締結

して欲しいとの行政指導の要望が出されました｡

これを受けて､地元として建築協定作成研究会を発足させ､座長を金子三千夫氏に依頼

し､委員は宅地会側5名､農家側6名が参加しました.
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翌62年2月1日の全員集会でー建築協定研究会に移行し､桂浜市NT事務所職員5名

が加わり協定作りの問題点の提起､全地権者の合意を如何にして取り付けるべきかを議論

検討を重ねました｡

その後の経緯は､3月1日の第2回全員集会で協定案の説明と数値の検討を行い､住居

部分の扱い､各ブロック毎の集会､公団との協議を重ね､K4号線道路が未完成なので暫

定的処置として､道中坂方面への道路接続を要望しました｡

その間､建築協定等を結べば建物が建てられないとの噂が流れましたが､幾多の困難を

乗り越えて､3月30日､4月6日の農家集会､工場経営者集会において了解を頂き､4

月17日の研究会で最終案 (協定書､運営委員会細則､運用基準)を纏める事が出来まし

た｡

だが､未だ10数名の反対者が居る為再調整と説得を続け､3名の方を除き81名の地

権者の同意を得る事ができました｡

5月24日の第3回全員集会で､東山田準工業地建築協定が住民全員の合意により成立

し､会長は大久保正治氏､副会長に野上政春氏が逆任されました｡

その後は､7月31日市長への建築協定申請､8月25日より9月12日迄の区域告示

縦覧期間を経て､10月8日公聴会 (勝田NT事務所)に於いて意見の開陳を行い､異議

も出ず､ F棄山田準工業地域建築協定委員会｣が発足しました｡

この間､一部仮換地の共用開始に伴う地権者が建築申請を提出する7月迄ー建築協定を

纏めなければと､市職員を含めての6ケ月間に及ぶ研究会の会合は32回を数えました｡

高見沢集会所での会合は､深夜となり外は一面雪の暗､暑さの汗の夜等々､建築協定作

りに携わって頂いた委員の方々本当に御苦労様でした｡

又､一緒に研究会や､協定作りに協力して戴いた市職員の大隅､安達ー長沼､竹内さん

は今は何処の職場におられるのや､又ー唯一女性であった細山田さんは九州に帰郷し､良

き家庭を営んで居るよしとか--0

暫定的に開けた道中坂方面への接続道路を､正式道路申請で横浜市に出向いた処､建築

協定の締結でご指導を頂いた安達さんがおられ､地域の要望を快く引きうけて貰い､公団

に申し入れて頂きました｡これも共に建築協定に携わったお陰げと思って居ります｡

来年には､早くも10年目となり､協定の更改時期が来ます｡ 市職員を交えた打ち上

げ懇親会で､大隅さんが ｢もう建築協定は出来ないのでは無いかと思った｣としみじみ私

に話てくださった事を今でも印象に浅って居ます｡

- 2 9 -



宅 地 会 解 散 古こ 当 た -つ て

長

直

部

正

政

中

財

田

元

私は､宅地会本部役員として､12年間にわたり財政部を担当させて頂いたのですか､

その期間は､仮換地供覧が終わって移転対象者の直接移転､または､仮移転が始まろうと

していた時期から､先行造成地-の移転が終わり､会として残る存置地区問題に取り組む

時期に､会の財政を担当しておりました｡

言うなれば､宅地会の重要な目標の一つである移転者対策の活動期間であった訳です｡

この重要な時期に財政部としては､

第一に活動の根源的な要素である会費の100%収入の確保｡

第二に会費の最も効果的な活動-の支出｡

第三に冗費を押さえ､万一の時に備えて内部留保に務める等の目標を立てて､活動を進

めて行きました｡

その間､会費の収入については､各支部会計の方にかなりの無理を申し上げ､且つ ｢各

支部会費納入状況表｣なるものを作成 して､皆様のお尻を叩かせて頂いたりも致しました

支出の内容については､何度かの会計内規改定によって､少しでも各役員の手弁当とな

る負担を軽減するべく､可能な限りの､会員が合理的であると､納得が得られる形での会

費の使い方に意を用いました｡

恐らく､財政部負担による理由のない支出は､絶無であったと思います｡

いずれにしても､僅か200円の会費で､人員に変動はあったものの､宅地会発足当初か

らの目的を100%ではないにしても､様々な問題に対する意見の相違や､対立を克服し

てきちんとした組織を保った盛､今日を迎えたことは､全国に数多くある運動の中でも､

誇るに足りるものと思います｡

これも､ひとえに､指導に当たられた方々の強固なリーダーシップと､各役員が担当し

た役割を忠実に実行し､会員の皆さんが相互を信頼し､力を合わせた結果に他なりません

私は､財政部長として､微力ながら宅地会運動の重要な時期を担当し､多くの人材の知

遇を得､また､それらの方々によって与えられた貴重な経験を､人生の宝として守り続け

たいと思います｡

…宅 地 会 iこ 有 り 難 う "
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見返り峠
牛久保第二支部

鈴 木 琢 也

"見返り峠''にきて後ろを振り向く習慣がつき始めたのは何時の頃からだったろうか､

よく覚えていない｡

でも私が牛久保下町の住人になったのは､このNT事業の基本計画が出来て間もなくの

昭和45年頃だから､それから間もなくの頃だったろう｡

"見返り峠刀とは､私が勝手に名付けた場所であり､それは中川中学校の正門前､慰霊

塔が立っている辺りである｡

毎朝中川中学校前のバス停までの道を､靴を片手にぶら下げ長靴履きで､泥にぬかるん

だ農道を通い､途中で靴に履き替え多少軽い感じになったとは言え､息を切らしながら急

坂を上りつめ､損上に辿りついた処で振り返える｡

そこに見たのは､左右小高い丘に挟まれた､谷戸が奥にず-と続く風景である｡右側は

南山田町の竹林､左側は牛久保下町から大棚町に続く緑濃い丘､文字通りのどかな田園風

景である｡その谷戸の奥にかすかにポッンと点の様に我が家が見えるのである｡

春は､咽ぶような若妻､夏は､蝉時雨と共に水遊びに興ずる子供達のはしゃぎ声､蛍狩

り､秋には､長閑な牛の噴き声､黄金の穂波､ ･･･其処には四季折々の風情が溢れてい

た｡

私が峠で振り向くようになったのは､NT計画が具体的に住民に説明されてからである

緑が消える､山が消える｡我が家を遠く望むこの地からの景色を､多少の不安と感傷を交

えながらネッチリと桧の奥に残して置きたい･･そのような素朴な気持ちからであった｡

先行造成地に移転してからは､今この道は通らない.時折り車でさしかかった時に､一

寸おりて見る事がある｡私の脳裡には､あの時の眺めがハッキリと焼き付いている｡

しかし､目にするものは､余りにも様変わりをした景色である｡南山田の青々とした竹

林は完全に高層マンション群に変わった｡左側の牛久保の丘には小学校が建ち､緑も殆ど

消えた｡黄金色の谷戸は砂境を舞い上げる造成地に変説した｡

見返り峠からの眺望が変わったと同じように､いやそれ以上にNT地域全休が変わって

いった｡正に壮大な構想による新しい街づくりである0

時は流れた｡当初計画の55年増成から何年遅れたのだろうう､､当時生まれた子供達も

すっかり成長し､次世代背負うようになってきた｡

途中真新しい我が家を夢見､それも果たさず､或いはやっとの思いで移転し､間もなく

他界された方々も数多い｡

一度でいいから新しい地下鉄に乗りたい ･･と言った妻 も逝った｡
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大きな時の流れ､うねりの中で､宅地会活動もその流れに流され､揺られながら年輪を

重ねてきた｡時には連日連夜の勉強会､対策会議､団体交渉もやった､シュビレヒコール

もやった｡

牛久保第二支部としても､このような中で夫々の役割を分担しながら燃えた｡思えば数

々の問題に直面した｡先行造成地の地形変更､移転補償問題の廼強会 ･対策等､又先行造

成地産廃不法投棄に対する夜間パトロールではかなりの成果を挙げた｡

通り抜け車輔の騒音対策にも頭を痛めた｡存置地区問題についても全員で取り組んだ｡

そして､仮清算金問題では皆真剣に勉強をした｡

更に片面では､住み良い街づくりを目指しての建築協定の締結､全員参加の清掃活動､

緑化運動の推進ー防犯対策等､数々の新しい街づくり運動に取り組んできた｡

宅地会宿動を通じ､NT地区の多くの方々に巡り合えたことは､大きな収穫であった｡

夫々が抱える問題に差異はあっても本質は皆同じである.我々は活動を通じ多くのこと

を学んだ｡そして挙げてきたその成果も大きい｡

牛久保第二支部は､章いなことによきリーダーを得た｡類掃なる実行力､指導力を発揮

された現宅地会会長である｡

我々はこのよきリーダーのもと､一致団結し､数多くの成果を挙げてきた.改めて感謝

を申し上げたい｡加えて我々一人ひとりの為に今日まで色々とご尽力､ご指導を頂いた本

部役員の方々にも心からお礼を申し述べたい｡

三十年にも及ぼうとしているこの宅地会商勤も､漸く集結の噂がきた｡

しかし､我々が永年この運動を通じて培われてきた精神は､永遠に消えることはない｡

新しく生まれ変わる我が街､港北ニュータウンの熟成 ･病性のために脈々と受け継がれて

ゆく｡明るく住みよい街づくりのこの精神は次の世代に継承させていく｡

我が宅地会活動は､永遠に続くのである｡そして､これこそが今我々に与えられた責任

なのである｡

これからの見返り峠の素晴らしい眺望を夢見つつ､夕映えに燃える高層マンションを遠

く眺めながらそんなことを思っている｡
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牛久保 1 0工区造成工 事 を振 り 返 っ て

元調査部長

遠藤 徹

牛久保 10工区小規模街区に住んでいる私達は､整然 とした街並みの

快適な住環境の中で生描 しております｡この街区の造成工事について振

り返ってみたいと思います｡その 1つは街区の変更 と高低差の修正です

昭和 50年 11月に住宅公団 ｢現住宅 ･都市整備公団] (以下公団と
いう)から地元に対 し､工事計画が説明されましたが工事安全､生浦道

路の確保､移転補償､日照確保､街区方向並びに宅盤の高低差等数多く

の問題があることが解 りました｡

中でも祷区並びに宅盤の高低差の問題については､公団は 246M2

(80坪 )の宅地を標準として基本設計 しているため､小頚模宅地への

配慮が全くなされていないもので した｡

当初の公団案では小規模街区は南北に長い街区となってお り､ 90M

の街区の長さに対 し2Mから4Mの高低差のある北側斜面で､小規模辛

地では 1階部分の日照は確保できない設計になっていたのです｡′ト規模

宅地所有者の中には､ 80坪はおろか30坪､ 40坪程度の所有者もお

り､日照の確保ができない高低差のある南北祷区は容認できない深刻杏

問題で した｡

1次造成の過程を見学 して驚いてしまいました｡南北宅地の高低差が

2M以上あるところがあり､更に面積の小さい宅地では南北方向が極端

に短く東西に長い宅地となってしまい､ 日照確保が出来ない悪い環境に

なって しまうことを確認 し､祷区変更要求の必要性を実感致 しました｡

牛久保第二支部では鼻繁に役員会を開催 して検討を重ね､南北に長い

街区から東西に長い碕区に変更することによって､

1)南面道路に面する戸数が増加 し環境が改善される｡

2)道路に必要とする面積も増加 しない｡

ことから支部案の方が優れていると判断 し､会員の同意を得て強力に班

善要求をすることに致 しました｡

宅地会として 52年 10月に東西碕区への変更と高低差修正を公団に

申し入れ了解されていた筈でありましたが､ 1次造成工事においては宅

地会要求は考慮されずに進められたため､ 53年 2月に再度変更工事の

実施について要求致 しました｡

その他支部としては､街区が南北から東西に変更された場合の南北育

割 り線の高低差をゼロにすることと､祷区間の高低差を極力少なくする

こと等も要求することにし､それを可能にするために小規模街区地域の

南西部分の地盤を切 り下げ､北東部分を嵩上げすることを公団に提案致

しました｡

交渉の過程では居住する住民として快適な住環境を確保する立場から
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公団に我々の要求を理解 して貰 うため､時としてかな り激 しいや りと

りもあ りましたが.要求は受け入れられました｡住民の熱意 と誠意が伝

わったのだと思います｡詰~栗 として住み長い環境の街にな りました｡公

団のご協力に感謝致 します｡

2つ 目は上下水道とガス設備の整備です｡

公団案によれば先行造成地である牛久院10工区については､上水道

は整備するが下水道は将来整備 とし､当面は側溝へ流す方式とする｡ガ

スについては造成工事全体の進捗に合わせて整備する計画 となってお り

ました｡

支部ではこれらの設備を何とか造成工事と同時に施工する方法はない

かと検討を重ねました｡側溝へ下水を流 しているところも見学 しました

がーこの方法では非衛生的であ り改善の必要性を痛感 しました｡また公

団施工の霧が丘の造成地を見芋 させて貰い､下水道管の埋設工事を目の

当た りに しました｡管の埋設は深いところでは3M以上 も掘る必要があ

ることが解 りました｡家を建て住みついてから下水道の工事をするので

は､安全上に問題が出るし日常の生活にも支障が出てきます｡工事のた

めに家に被害が出ることも十分予想されました｡また同時施工の方が経

済的に有利であることも解 りましたので､支部としては同時施工を強 く

要求 して行くことに決定 したのです｡

公団は下水道を同時施工す ると工期が 1年位遅れる｡ガス設備につい

てはガスを通さないで長期間埋設 して置 くと､錆が出て使用不能になっ

て しまうことを理由に要求には応えられないとの姿勢で した｡

支部としては､何としても同時施工 を実現 しなければ後々工事で大変

になるので､移転時期は 1年位遅れても良いと全会員の意見が一致 し､

同時施工実現に向けて忍耐強い交渉が続けられました｡

ガス設備についてもガス管を埋設 して不請性ガス (炭酸ガス､窒素ガ
ス等 )を封入 して置けば､長期間使用 しなくても大丈夫ではないかと提

案 しました｡なかなか公団の理解が得 られませんで したが､粘 り強い交

渉を重ね技術的検討をお願い し､結果的には実現されてお ります｡

当時の牛久保第二支部では佐藤副会長 (署誌員 )長淳支部長 (故人 )

を中心とし､全員が一敦団結 して事に当た り､困難に対 しては忍耐発く

みんなで知恵を出 しあって交渉を重ねたことが良い結果を生んだものと

思ってお ります｡

交渉の過程では､立場の違いから公団の方達 と広角泡を飛ば したこと

もありましたが､全員の情熱によって公団の理解と協力が得 られたもの

と思ってお ります｡過ぎ去って見ればあれ もこれも懐か しい想い出です

が､お陰で現在の 10工区があ り現在の私達があると感謝 してお ります

末筆にな りましたが､側面からご支援いただいた地域の方々､いろい

ろな要求にご理解いただいた公団､横浜市の皆様方に心から御礼申し上

げます｡
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振 り 返 っ て - 言

広報部 副部長

中 島 敬 子

宅地会が､昭和46年に南山田町に発足し､牛久保の私達も昭和47年に参加しー審

議会委員選挙 ,移転問題 ･存置整備 ･仮清算金を経て区画整理事業は終息を迎え､宅地

会も二拾有余年の運動に終蔦を迎えることになりました｡

振り返れば､本当に長い間運動をたゆまず実践してきた組織ではなかったかと思いま

す｡私には､難しい専門的なことは判りませんが､只一つ言えますことは､一つの大事

業を達成していく為にはー周りから色々な難問が容赦なく持ち出され､悪戦苦闘を強い

られながら対応されてきた役員の皆さんにとっては､決して安易な道のりでは無かった

かと思われます｡

幸いにも宅地金には､夫々の立場から助け合う互助精神が運動の基本となっておりま

したことが､移転問題の時は､存置会員が応援し､存置問題の時は､移転会員が応援す

る運動があったからこそ､二拾有余年の年月を挫折もせず､此処まで続けられたのでは

ないかと思います｡

それにはー役員の皆さんの努力は勿論のこと､会員の皆さんも一致団結して諸々の事

柄に取組んでこられたからこそと､思っております｡

全国でも桝の無いと言われております F仮清算金の実施｣とか､サラリーマンの生活

基盤を守る r直接移転の実施Jとか､ r存置街区の改善整備｣等々の問題に長い年月を

かけ､市当局や公団担当部門と交渉を積み重ね､一歩前進､半歩後退を繰り返しながら

度々深夜にわたる役員会の中で議論し､方向修正をしながら目漂に近付ける努力が為さ

れてきました｡

当然､これだけの大事業に取組むことは､個人の力では無理なことで､大勢の力即ち

団結すると言うことが如何に大切かと言うことが痛感させられました｡

数多くの問題を抱えたきた宅地会運動だけに会員全員が､公平な対応を受けることが

できたかと言われますと､そこには一抹の屋問は残っております｡

長い年月を掛けてのニュータウン事業の中で､書きにつけ､悪しきにつけ､色々の問

題がありましたが､此処に宅地会が終息を迎えられることに､役員皆さんのご苦労に感

謝を申し上げます｡

また､会員皆さんの末長いご健康をお祈りいたし､筆を置きます｡
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永かった港北ニュータウ欄発!
牛久保第一支部長

審 議 員

大 塚 棄 -

昭和45年の春､旧南山田公民鐘に於いて､公団による第一回目の港北ニュータウン事

業計画の説明会が開かれ､昭和55年には全てが完了すると云う話でした｡

途上第一次､そして第二次のオイルショックが起こり､諸物価の値上がり､コスト高等

が工事に影響を与え､工事遅延を引き起こし､62年槻成-とづれ込みました｡

そして､′ヾプルがはしけ､今なおその後遺症のため日本経済は､未だその苦しみに噂い

でおり､その中で､平成8年9月未をもって永かった開発事要も漸く終わりました｡

余りにも永い開発事業のため､その完成を見ずに他界された会員の方もかなりおり､改

めて心より哀悼の意を表します｡

さて､私達牛久保第-支部の会員の皆さんが住んでいる愛称 F亀の子山Jの街区が出来

るまでの経緯を記録しておきたい｡

宅地会の公団に対する交渉の方法が､支部単位で問題解決を進める方向に転換されてき

た頃ですが､当時 r亀の子街区｣の中心に現中川駅から地区外の農専地区に抜ける道路が

あり､公団が提示した図面では､その途中が階段と表示されていた為､公団に対しー何故

階段としたのか､変更出来ないかと説明を求めましたが､公団の回答は F亀の子街区Jの

隣接が地区外 (農専地区)となっている為一地区界道路は手を付けられないので､地区界

道濃のGLを基準として設計すると､街区内通港の勾配が基準を超えているので､止むを

得ず階段としたとの事でした｡

そこで､私は後に悔いを鼓さないため､当時の野村会長､支部役員数人と連日夜公団に

出向き､事薫計画課､工事計画課の職員に道路計画の修正を要望し､交渉を行いました｡

交渉の目的は､地区界道路のGLを1m下げ､地区内達蕗のGLを1m上げて､街区全

体の勾配を公園側を低くして､下水本管布詮を公園側の道路に埋設するするよう設計の変

更を申し入れました｡

一度設計された計画はー仲々変更して呉れません｡然し､私達は此処に住む訳です｡

交渉にも熱が入りー机を手で叩きながらの交渉が続き､漸く公団側から検討して見ます

との回答が出た時には､本当に組織の力強さ､必要性を感じたのは､私だけでは無かった

かと思います｡

10日程して公団に行き､変更図面を見た時の嬉しさ､そして宅地会の組織の有難さを

しみじみと感じました｡
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実際に､この街に住んで､あの時頑張った事が本当によかったなあーと思う今日です｡

私の住んでいる隣の街区の人達も､ Fのり｣の無い宅地となっていますが､この経緯は

知らない壇に､今は自然のように幸せに生活をしております｡

宅地会の会長を始め会員の皆さんに深く感謝の意を表しつ､筆を置きます｡

"本当に有り難うございました"

人 と の 出 違 tL→(ま 人 生 の 財 産

元中川支部長

元広報副部長

菅野 出

｢宅地会｣の活動の中で､私の記憶に鮮やかに残っている思い出は､色々な人達との出

逢い､交流､そして一緒になっての努力が素晴らしかったことです.私にとって大変な役

目も､その楽しかった思い出がカバーしてくれました｡

会との出合い

昭和53年春頃だったか､東急柚木谷のバス停で､小口さんとバッタリ出逢い､ ｢宅地

会｣について､どう思うかと云うようなご質問を受けたのかはじまりでした｡

当時､妻が既に ｢宅地会｣の婦人部の役員をしており､会のことは､ある程度知ってい

ました｡頑張って欲しいという思いで無責任に､何か色々云ったように思います｡

その後､不思議にバス停で､小口さんと出逢うことが多く､その度に色々と偉そうに意

見を云ったように思います｡小口さんは厭な顔もせず､フン7ンと聞いて下さいました｡

そして､その7月頃でしたか､小口さんと､亡くなられた当時支部長だった青柳さんが､

我が家に訪ねて来られ､中川の支部長を引き受けて欲しいと云う全く寝耳に水のお話を頂

きました｡当時､私は生業でプロジェクトを担当しており､この成否が私の最大の関心事

だったので､面倒なことはどうもと丁重にお断りしました｡しかしその後､青柳さんは何

度も訪ねて来られ､その熱意と飾らぬ性格､ ｢宅地会｣に対する想いに打たれ､私が皆さ

んのお役に立つのであればと云う思いになり､引受させて頂きました｡不思議なご縁でし

た｡青柳さんの人柄も忘れることはできません｡
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支部長として

毎月 1回の本部役員会は､当時､東山田公民館で行われ､11時､12時と吃驚する位

遅くまで皆さんが､ああしようこうしようと議論されているのを見ていて､初めは何と暇

な人達だろうという､不思議な感じで聞いていました｡しかし､利害を超越し､会のため

に努力されている皆さん方の活動に､段々頭が下がり､次第に会の活動に引き込まれてい

きました｡

中川支部長としては丁度､換地先を決める時期で､それぞれの方のご意向を聞き､出来

るだけご希望に添えるようにやったっもりですが､中川の皆さん､如何だったのでしょう

か?

広報部員として

昭和55年､厭とは云わないお向かいの三沢さんに､支部長後任をお顔いし､やっとホ

ッとしたとき､当時､広報副部長だった瓜生さんから､広報を担当して欲しいと云う話を

受けました｡何となく親しみ易い瓜生さんとならと思って､お引受したのが良くまあ続き

ました｡57年には副部長となり､その後､6年位続いたでしょうか｡私自身は､編集や

校正､添削が好きだったので､楽しくやらせて頂きましたが､添削し過ぎてお叱りを受け

たり､紙面に合わせるために､止むなく皆さんの文章をどんどん割愛したりしたことを思

い出します｡

一番の思い出は､新年号に載せる座談会の記事作成でした｡年末のお忙しい時に､皆さ

んに集まって頂き､会話をテープに取り､それを聞きながら文章にして行きました｡或る

年､テープに話が録音されておらず､慌てて私の記憶とメモとで取り繕った事もありまし

た｡皆さんの発言の真意を如何に伝えるかに苦心しました｡

編集会議は､責任者であった鎌田さん宅､続いて会長の野村さんのお宅で､やはり遅く

まで､ご迷惑をお掛けしながらも楽しく作業をさせて頂きました｡鎌田さんのお宅のらん

の花は素敵でしたo

歴代の会長さん､岸田さんの豪快な感じ､野村さんの綿密且つ慎重な感じ､現会長の佐

藤さんの理詰めで行動派の性格､そして鎌田さんの女性らしさの中に､-本筋の通った姿

等々､それぞれ大変印象に残っています0

人と人の出逢い､そして交流は人生にとって大変貴重なものだと思います｡一緒に色々

頑張った思い出をベースに､これからも皆様と親しくお付き合いさせて頂ければと念じて

います｡
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宅 地 会 2 5 年 の 中 で
～切実な想いの日々～

元婦人部長

大形 鶴子

夜空に､都筑工場の巨大煙突が航空機用ライトを点滅させてほの白い煙を立ち昇らせ､

この煙が安全なのかと施設見学会で､工場長に説明を求めたこともありました｡その時の

お話では､あれは煙ではなく､水蒸気であってデーターをモニターによって監視していま

すから大丈夫です｡と言われたのを思い出します｡

昭和55年～58年の二期問の婦人部もいろいろな活動がありました｡

緑多い山や畑ばかりだった昭和40年から50年頃､区画整理が着々と進み､造成工事中

の所をバスで見て廻りました｡バスの中から見た風景は今でも目に焼きついて忘れられま

せん｡とてつもない広い道路､その中央分離帯の中に送電線の鉄塔が脚を踏ん張って立ち

並び､緑の山々は削り取られた赤土ばかりで大きな樹木が切り倒されて､そこここに転が

っていました｡

｢港北ニュータウン｣の名のもとに自然破壊が始まっていきました｡

何故? 私達の住んでいる静かな町が､こうして破壊されなければならないのか､建て

たばかりの小さな家､買ったばかりの家､何も知らずに引っ越してきたのに､立ち退き､

中断移転､避難移転等々､山積する問題にどう対処すべきか､歴代の会長始め､本部役員

会も深夜に及ぶ検討と論議､各支部会員毎に難問が起きました｡本部も支部も挙げて､個

々の問題を取り上げ､策を練りました｡

婦人部も県庁､市役所､港北区役所等､また､区民会議の席でも私達の置かれている立

場や､困惑と不明確を訴えるなどして､区画整理事業の大きな網のなかで､小規模宅地所

有者とその妻たちが､私有地､耗伸び分､共有､減歩清算金､補償などの専門用語の意味

を勉強したりして､権利の主張と行使を繰り返した日夜でした｡

当時､この地は港北のチベットと言われる程､生活基盤の立ち遅れ､交通も文化にも乏

しい所でした｡自然の地形である丘陵地の谷戸に新築された家が多く､そのために存置地

区として残されることになり､道路を境にして運命が別れ､その想いは複雑で奥深いもの

がありました｡

中川の電波塔は､山の1直上に立っていて周囲を見下ろしていました｡早淵川から､電波
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塔までの間は､高低差があって曲がりくねった細い道で何となく暗いイメージ､電波塔が

あるため､宅地のレベルは下げられないと主張する公団に､電波塔に下駄を履かせてでも

下の存置街区が明るく､ひらける様に､道路も広げて真っ直ぐにして欲しい､その為に､

何軒かの移転も止むを得ないと訴える地権者との交渉に､そうなると移転の費用は個人負

担になると言う公団､双方の話し合いが続き､女性だから想像もつかない様な発言も出来

たのだと思っています｡それだけに婦人部も真剣だったのです｡

お蔭で存置街区も改善されて､以前よりも明るい雰囲気が感じられるようになりました｡

何の知識もなかった私達が､各人各様の想いの中で権利を守ろうと勉強してきた25年

いま､病床に居られる野村会長や､今日の日を見ることなく他界された会員の方々の分ま

で想いが込められた ｢港北ニュータウン｣いまは､新しく希望に満ちた都筑区として交通

文化､環境､緑と水辺､そして次代を担う子ども達が､のびやかに､心豊かに育まれ､あ

の頃はまだ､若かった私達も老人のお仲間､弱者にやさしい街づくりに向けて､もうひと

頑張りしましょうかしら.. .0

本当に長い間､皆々様有り難うございました｡

｢宅 地 会 ｣ の 精 手中 を 受 Lナ 継 tLヽ で

総務副部長

茅ヶ崎支部長

吉川 武雄

私は､ ｢宅地会｣発足当時､まだ30代そこそこの茅ヶ崎支部の-会員でしたQ

当時を振り返り､支部の記録を見ましたら､昭和53年の会員名簿に名前が載っていて､

副支部長とあり､支部長は現､会計監査役の菊川さんでした｡以後､宅地会本部の指導の

下に多くの課題に取り組んで来ました｡当時の活動の詳細については､菊川さんの方か良

くご存じなのですが､私の記憶を播いてみますと､当支部では､直接移転､仮移転､存置

の三つのブロックがあり､特に､直接移転､仮移転の対応に追われていました｡

公団との交渉記録から容易に推察できました｡会共通の課題であった減歩や､清算金問

題はいうまでもなく､本部役員会の報告事項に一喜一憂したものです0
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副支部長の私は､支部長の代理の立場でありましたが､ ｢勉強になるから｣と言うこと

で､本部役員会には､ほぼ毎回参加しました｡また､広報部昌として会報の編集にも携わ

ったこともありました｡

本部役員会は､夜遅くまで議論が続き､議事が進まず毎回､終了時間が11時頃になり

議事進行を早める為に､司会を設けたが余り効果が無かったように記憶しています｡

その後数年が経ち､支部長として現在に至っております｡20年余りの活動で､今は年

齢も50歳を越えてしまいましたOこの間､活動半ばにして病に倒れた会員もありました

不幸な出来事も日々疎くなりますが､いま､当時を振り返ると他界されたその人の想いに

胸が熱くなります｡墓前に参り､ ｢港北ニュータウンJの竣工と宅地会の解散を報告して

ご冥福を祈りたいと思っていますO

さて､ ｢港北ニュータウン｣事業は､本年度をもって完成となっており､ ｢宅地会｣も

解散する事になりましたが､茅ヶ崎支部では大きな問題への対応が始まったばかりなので

す｡会報でも一部紹介しましたが民間の高層住宅 10棟の建設が本年 1月より着工したこ

とです｡もともとは､公団用地だった土地が､いつの間にか民間企業に売却され､私達が

その事実を知ったのは､既に､完成予想図が出来上がった後でした｡

私達は､地域住民で対策会議のためのグループをっくり､佐藤会長のアドバイスを受け

ながら､民間企業との話し合いを重ね､宅盤の切り下げや､棟と棟の距離を広く開けて､

眺望の確保を図るなど､ささやかなから一応の成果を得ることが出来ました｡

いま､工事が始まったばかりであり､これから先､4年間にわたる工期の問､私達と約

束した事項か守られているかどうかを､監視していくつもりです｡

長かった ｢宅地会｣の活動は､ここに終息しますが､私達の地域は順調にいっても､あ

と4年間は生宿環境の確保に向けて､運動を続けて行かなければなりません｡このことは

他の地域でも同様の事があると思われます｡

｢宅地会｣の基本理念であった "一人は万人のために､万人は一人のために"は､解散

後も､人間としてこの精神で取り組んで行きたいと思っております｡
叩■

転 義 随 感 表

迅 :I:_三≡-3S 幕 藩 恵 三 讃
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茅 ヶ 崎 二支 部 一活 動 の 思 tJヽ 出

査

一

監

正

計

川

会

菊

第二地区の中で､一番遅れていて存置地区であった私達の周辺は､昨年秋から家屋の建

築工事が賑やかで､雨後のタケノコのように､ニョキニョキと立派な家が建ち始め､すっ

かり景観が変わってしまいました｡

第-地区に ｢宅地会｣なるものがあるらしいと言う話が入り､東山田公民館にて､当時

の岸田会長の話に圧倒されて､茅ヶ崎支部として入会したのは､唱和53年春頃でした｡

昭和53年5月､第-回目の支部役員会を開催 し､住宅公団 ･桂浜市-の要望書の作成

公団との折衝､中川住民協-の参加など､いろいろの活動を行いました｡

第二地区では､ ｢宅地会｣の会員が少なく､大部分が農家の方です｡そのような環境の

中で､本部から､いろいろな指導を受けながら､且つ､内藤審議委員からも積極的な行動

指導を受けて､第一地区とはひと味違う持ち味で活動を展開してきました｡

会員数が少ないだけに､何事にもスピーディに行動できたことが幸いしたと思います｡

私達は､会員の移転対応と買い増しを含む存置対応とを同時に進行することができ､地区

内会員に付いては､大枠では､昭和54年にほぼ解決することができました｡

その後､昭和 62年概成計画は､遅れに遅れて結局､私達存置の供用開始は平成7年2

月16日になってしまいました｡

推進協､中川住民協が､平成8年､相次いで解散となり､第一 ･第二地区共､幅広い道

路と各種の建物か建ちっっある姿を見て､グリーンベル トを散策するとき､ ｢港北ニュー

タウン事業｣に参画できたことが､ほんとうに良かったと思う一人です｡

今後､センター地区の開発を始め､地下鉄4号線の早期開通､人口の定着など､また､

身近なところでは､750戸のマンション建設に対する問題などいろいろなことが残され

ています｡順調な展開を望とともに､良く見守って行きたいと思っています｡

佐藤会長を始め､歴代の会長､各役員､現在の当支部､吉川支部長始め､各支部長の方

々に､長い間のご苦労を心から感謝いたします｡
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餓発行に追われていた日々
渋 沢 支部長

元 審 議 員

田 中 進

宅地会がー昭和46年に結成されてから､会貞の情報源として親しまれた会報の編集に

携わったのはー昭和49年からでした｡

編集内容を充実していく為に､近況報告､区画整理の解説ー地権者の持つ問題点ー会員

への協力要請､関係方面-のPR等のテーマを決め､原稿を役員､支部長にお願いして､

編集 ･試し打ち･ゲラ校正 ･印刷の手塀が､毎月繰り返されました｡

会報の発行は､毎月開催される本部役員会に配付するので､広報部は､執筆の依垣から

始まり､原稿集めを行い､編集会誌を開き､原稿の校正 t割り付けを行いますが､原稿校

正の時はー辞書と格闘で苦労しました｡

公団 ･市との交渉内容をどうしても掲載する時は､徹夜で割付けの差替えを行い､印刷

所に持ち込み印刷所でゲラ校正を行い､印刷所で待機して持ち帰り､役員会に間に合わせ

た事が再三でした｡

印刷所は港南区上大岡に有り､原稿の運搬､ゲラ校正､会報の運搬は､当時調査部長の

佐藤氏 (現会長)にお願いし､所要で行けない時はー私が出掛けましたがー部数が1500枚

ともなると重く､電車 ･バスの乗り継ぎには童労助でした｡

当時は､公団に取材に行っても仲々応じて貰えず､止むを得ず交渉時に同行して､取材

した事もあります｡

その後､本部に論説委員金一法規委員会等が設置され､執筆が割当られ､主張､審議会

報告､本部役員会報告が主流となり､各支部の動きを紙面に掲載していきましたので､ニ

ュータウンの出来事は､会報を読めば概ね理解できるような紙面となってきました｡

広報部を担当して一番印象に戎った内容は､ F仮換地計画の供茸｣の対応期間中､会報

記事に供覧の対応内容 (公団職員の態度ー会員からの苦情)を掲載しました処､それ以来

公団の供覧 ･縦覧での対応姿勢に改善の跡が見られたことです｡これも会報が及ぼす影響

力の効果ではなかったのかと思っております｡

宅地会も平成9年4月をもって永い運動に終止符を打つ事になりました｡此処まで運動

を維持してこれたのは､会員全員の一致団結とー会報に寄せられた夫々の活動 (意見 ･要

望)が､会員の日となり耳としての役割を果たした結果によるもと自負しております｡

会報の執筆に､ご協力を頂いた会長､会長代理､各役員､及び各支部長 .会員の皆様に

改めて感謝の意を表します｡
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村
氏
よ
り
卓
Q
捉
犠
案
に
つ
い
て
説
明
あ
り
.
左
図
の

会

長

,i-1 ~｢
事
務
局
長

｢｣ [
讃弘 庶全

室 専務計

相 野慧
惑
設 問車



華

鹿

屋

墓

室

l
~NO.1

1971.7

秀

男

こ
の
た
び
､
港
北

ニ
ー
ー
タ
ウ
ン
小
規
模
宅
地
所
有
者
の
会
か
莞
長
い
た

し
.PJ
L
た
こ
と
を
'
会
員

¢
皆
様
と
共
に
か
喜
び
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま

す
,私

葺
'
小
規
模
宅
地
所
有
者
は
'
現
在

の
宅
地
亨
入
手
す
る
た
め
K
t
か

Q
お
の
そ
Q
事
情
は
連

つ
て
も
.
ひ
た
い
に
拝
し
'
血
に
ま
み
れ
､
涙
と
共

に
EK
･碍
し
た
も
の
は
か
り
で
､

一
木

一
草
t

T
糧
の
土
K
も
平
和
で
幸
せ
な

生
活
を
営
む
扱
い
が
'
J
.rt
つ
い
て
い
る
も
Q
と
信
じ
ま
す
｡

港
北

IJ
-
1
タ
ウ
ン
計
画
は
青
々
と
進
め
ら
れ
て
い
る
と
開
き
JPlす
が
､

私
垂
に
は
何
Q
意
見
も

求
め
ら
れ
す

'
た
だ

一
部
の
人
々
の
p{
を
対
象
に
'

一
方
的
な
非
常
に
放
り
上
が
り
の
計
画
と
受
け
止
め
ら
れ
ま
す
｡
そ
の
計
画

が
如
何
に
日
本

l
の
理
想
的
な
t.
帯
づ
く
ウ
プ
ラ
ン
と
か
た
い
と
を
叩
い
て

も
'
私
葺
住
民
の
意
見
の
反
映
の
た
い
プ
ラ
ン
は
'
た
だ
た
ん
な
る
か
役
所

的
机
上
ブ
ラ
ン
と
し
か
云
え
士
せ
ん
＼

私
達
は
両
手
を
上
げ
て
賛
成
す
る

わ
け
に
は
い
き
ま
確
ん
0

4r
こ
そ
私
連
は
､
私
蓮
の
手
で
自
分
葺
の
た
め
に
'
人
間
と
し
て
の
基
本

的
な
生
活
が
で
き
得
る
た
め
に
立
ち
あ
が
り
'
計
画
の
帰
宅
中
)早
期
K
入
手

し
て
'
共
通
の
利
害
忙
つ
い
て
討
善
し
'
断
面
と
し
て
意
見
を
述
べ
'
私
達

Q
轄
意
を
無
視
す
る
上
Jr
･な
計
画
雀
を
実
施
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
と
思

い
ま

す
｡
そ
の
た
め
に
は
会
員
各
位

7
人

一
<
が
自
己
の
権
利
を
襲
く
主
張
さ
れ

る
べ
き
で
あ
る
と
思
い
ま
す
9

港
北

三
J
-
タ
ウ
ン
計
画
の
素
地
は
も
う
温
0
前
托
せ
ま

っ
て
お

り
ま
す
｡

1
本
Q
矢
よ
り
も
'
二
本
の
失
Q
強
さ
セ
'
今
こ
そ
思
量
は
示
す
べ

き
時
期

で
あ
り
ま
す
｡
会
員
の
皆
さ
ん
の
響
串
を
舟
板
い

い
尤
L
JP
す
o

港

北

ニ
ュ
ー
タ

ウ

ン

小

規
模

宅
地

所

有

者

の
会
設

立
捨

金
報

告

鞍
苧

ニ

ト
メ
サ
.､ン
小
規
模
宅
地
所
有
者
の
会
の
設
立
捨
金
が
左
記
の
通

り
行
わ
れ
一
℃

た
の
で
報
告
■い
た
し
ま
す
o

七･

日

時

七
月
四
日
午
故

-
帝

場

所

tE
山
田
町
ク
ラ
ブ

出
席
者

卓
見
四
十
名

東
責
玉
名

珪
金
次
欝

港

北

二

一l

I
タ

ウ

ン

小

規

模

宅

地

所

有

者

の
全

発

行

空
事
K
つ
い
て
は
､
町
会
の
班
の
下
に
ブ

E)
ブ
タ
を
設
け
'
プ
E)
'
ク
毎

K
Pll事
を

一
名
選
出
す
る
O
プ

ロ
'
ク
別
は
左
の
通
り
｡

五
班

A

Eq

七
班

A

二

縫
)

B

二

親
)

C

(
二
､
五
4
)

F]
(
四
良
)

八
班

A

〓

'

二
担
)

九
班

A

(
)
良
)

B

(
二
親
､
牛
久
保
)

中
川
町

野
村
氏
よ
り
小
委
員
会

こ
し
て
役
員
候
補
の
原
案
の
提
示
が
あ
り
'
各
儀

禰
者
よ
り
抱
負
と
月
己
侶
介
が
述
べ
ら
れ
'
全
長
の
賛
成
に
上
り
左
の
通

り
敦
定
O

会

長

事
載
局
長

相調弘 庶合

致

計#戟査役

岸
田
秀
男

高
希
幸
三

沼
尾
日
出
丸

善
L野
清
治

白
江
久
甫

四
之
官
博

野
村
良
博
'
甲
質
清
治
'
安
東
梅
夫

I'
総
会
決
ま

安
東
氏
よ
り
決
議
文
案
を
発
表
'
丘
0
通
り
決
定

桔

全

決

議

本
日
こ
こ
K
､
南
山
田
地
区
及
び
菜
種
地
域
に
小
規
模
宅
地
を
所
有
す
る

著
が
集
り
'
畏
北

IL
d
I
タ
ウ
ン
小
規
模
宅
地
所
有
者
Q
台
､
を
発
足
せ

せ
ま
し
た
｡

我
々
は
港
北

二
.
-
タ
ウ
ン
計
画
及
び
そ
O
実
施
に
対
し
.
会
見
相
互
の

共
通
の
利
害

に
つ
い
て
'
総
意
を
岸
集
L
t
陶
係
当
局
に
そ
の
主
法
を
強

力
に
働
き
か
け
､
.平
和
･U
食
験
的
な
生
活
を
確
保
す
る
こ
と
を
'
こ
こ
ポ

決

議
い
た
J
.ま
す
.

一
九
七

一
年
七
月
四
日港

北

ニ

ュ

ー
タ

ウ

ン

小

規

模

宅
地

所

有

者

の
会

一
同

｢
来
賛
挨
拶

左
の
通
り

阿
部
番
兵
氏

(社
会
克
県
会
議
長
)

飢
村
仲
苛
氏

(

b

市
会
蛮
且
)

勝
野
忠
義
氏

(
共

産

寛

一

)

放
茂
..jB
男
氏

(南
山
臼
町
会
長
)
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(1) 昭和66年9月10 日 港北ニュータウン小規穣宅地所有書の会 薦100号

☆七台☆☆it.☆☆☆台☆
合
せ
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆

☆

宅

地

会

会

報

孟 諾 孟 芸
招集兼任者 甘
維EE美代子吉

☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆☆☆☆☆☆☆古☆☆☆

円

周

十
年

一
昔

と
い
い
'
世
の
捕
努
の
遠
り
変
り
の

一
つ
の
節
目
と
し
て
､
十
年
が

叩
位
と
考
え

ら
il
て
い
,O
が
､
会
も
い
上
い
1
創
立
十
年
EE]を
邦
T
tt
た
｡

過
ぎ
去

っ
た
最
月
を
指
逼

っ
て
見
る
と
.
範
に
色
々
の
こ
と
が
あ
っ
た
｡
充
足
当
時
か
ら

の
こ
と
を
思
-
と
き
'
共
に
今
昔
の
感
に
堪
え
な
い
も
の
が
あ
'O
｡

至
る
八
月
十
日
､
冷
夏
が
辛
t
J
て
例
年
に
な
く
酸
ぎ
易
い
天
候
に
潜
ま
れ
.

前
九
回
の
定
期
総
合
が
開
催
さ
れ
た
｡

こ
の
日
､
市
'
公
田
を
始
め
関
係
各
方
面

の来
気
の
方
々
.
多
鞍
を
迎
え
､
三
〇
〇
余
名
の
代
弘
爪
七
旅
し
て
'
総
会
は
盛

大
に
し
か
･4
蒼
然
と
行
な.
わ
れ
た
｡

さ
す
が
に
十
ヶ
年
の
年
始
の
茄
,t
を
戚
･J
さ

せ
ろ
総
会
遇
首
で
あ
り
､
こ
れ
211
そ
の
g

内
外
に
金
の
カ
セ
魚
雷
に
示
す
も
の

て
あ
っ
た
｡
新

ら

段 し

隙 い

た 逓

迎 動

え の

て

本
年
は
丁
度
役
員
の
改
遇
即
に
当
り
'
新
通
血
方
針
の
決
定
に
綴
い
て
.
新
役

爪
の
遇
出
が
而
た
わ
九
､
こ
こ
に
八
十
年
代
を
進
む
会
の
所
体
佃-1
が
挺
生
し
た
｡

か
ね
て
<
十
年
代
は
地
方
の
時
代
と
い
わ
れ
て
い
る
が
'
恰
も
耗
が
宅
地
会
で
は

そ
の
道
軌
が
れ
二
の
段
指
に
入
っ
て
未
た
｡
会
は
従
来
'
四
大
白
襟
を
妨
げ
て
基

本
的
挿
利
の
擁
顔
の
た
め
の
通
勤
な
し
て
来
た
｡
そ
し
て
必
ず
し
も
十
分
で
は
t.･･

い
に
し
て
も
.
夫
々
成
果
を
収
め
て
束
た
が
､
こ
れ
か
ら
は
公
EE]が
約
束
し
て
い

る
昭
和
｣ハ
二
年
度
の
H
却
完
了
が
確
実
に
守
ら
れ
る
よ
う
に
し
.
然
か
も
.て
こ
に

生
ず
ろ
開
放
に
糾
し
て
迅
速
適
切
に
対
処
し
て
行
か
わ
_
i
.
ら
な
い
｡

･M
た
/
よ
い
上
薪
ら
し
い
鶴
が
少
し
つ
つ
畏
生
し
て
行
く
の
で
.
こ
の
将
兵
の

萌
が
明
.O
く
快
適
な
も
の
と
な
る
よ
う
努
力
し
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
｡

即
ち
食
の
退
勤
も
祈
ら
し
い
投
降
を
迎
え
た
の
で
も
ろ
｡
し
か
し
従
来
か
ら
の

運
動
方
向
も
堅
持
し
､
未
解
決

の
間
現
に
つ
い
て
は
引
続
き
対
処
し
て
行
く
の
は

.;
)
迄
も
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
｡

rM
I
L
い
叫
代
を
準
え
､
役
･E

一
同
心
を
一
っ
托
し
て
所
通
勤
方
針

に
則
り
.

そ
の
処

押
推
此
に
37
.0
決
音

である
が
.

こ
1
K
改
め
て
全
会
爪
色
付
の
.

一
層

S.
丹
脈
と
軌
〝
.
そ
し
て
力
強

い
支
線
と
逮
荷
と
セ
煎

っ
て
や
ま
な
い
｡

第

九

回

定

則

総

会

開

催

新

体

制

で

ス

タ

ー

-

八
月
十
C=
､
宅
地
金
約
九
回
定
期
総

会
は
､
代
誠
凸
三
百
余
名
が
出
柿
L
tJ

m
服
さ
れ
た
｡

i要

と
し
て
区
面
生
理
粥
帝
全
国
連

結
会
読
代
襲
小
野
氏
.
琵
毛
公
EE]
局
長

野

々
村
氏
､
妙
薬
'
補
放
'
工
か
各
部
花
.

港
北
'
根
雨
区
長
､
市
建
設
市
長
.
同

市
長
'
地
元
選
出
県
誌
J
iE
琴

住
民

協
読
会
々
長
金
子
氏
､
区
画
垂
選
書
建

金
副
会
長
山
本
氏
､
皆
川
氏
の
出
府
を

絹
た
｡

婦
中
に
入
り
運
動
方
針
は1
野
村
会
長

代
理
.
予
井
案
は
田
中
肘
鉄
か
苑
か
ら

提
案
さ
れ
.
赤
熱
原
案
は
満
場

】
故
で

東
門
叫
さ
れ
た
｡

尚
文
挟
に
於
て
､
存
匿
対
繋

汁
井

全
問
既
'
宅
地
の
造
成
苛
に
つ
い
て
意

見
'
見
開
が
出
さ
れ
､
夫

々
の
Ei.位
に

取
払
ん
で
ゆ
く
串
に
な

っ
た
｡

梓
EEl
氏

に
記
念
品
池
里

の
提
案

南
山
田
支
fB
代
襲
見
上

り
記
念
品
柑

里
の
動

泉
が

出
さ
れ
､
平

岡
多
数
で
ホ

印
恥
さ
れ
た
｡

引
抜
き
'

本
訊
牧
丘
改

選

に
入
り
'

候
補
者
の
莞

衣
と
選
衡
経

過
が
耶
皆
さ

れ
'

全会
一

敦

で
暴
昭
を

裾
､
新
設
A

の
招
介
と
新

会
長
放
任
挨

拶
が
行
な
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苅七回総会

岸田会長の挨拶

小口会長代理

こ___I

三即q邪報告

中川稲Yitさん

遊動方針 (宰)説明

野村会長代理

PiPlJ部報告

束1野上さん

こ 崇 O J

娼入部報告

東2鎌田さん



苅八回総会風rR･

苅九回総会風見

苅十回総会
野村全長の挨拶



千訟ニュータウン

如U入部見学会の皆さん
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本部役員会

牛久保佐藤宅にて

本邦役員会

中川クラブにて
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先行造成地での払菜ラッシュ
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第 2 2回総会風采
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鎌u]さん

会長あいさつ
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司会小口さん
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港 北 ニュータウン小規模宅地所有者の会･2 5年 間暗 み
(昭和46年7月～平成9年 3月 )

昭和 40年2月 ※横浜市は六大事業の一つとして､港北ニュータウン計画を発表する｡
昭和41年7月 ※港北ニュータウン計画の地元説明を行う｡
昭和 42年6月 ※港北ニュータウン開発対策協議会を発足する｡
昭和43年7月 ※旧港北区役所前に港北ニュータウン建設事務所を開設する｡
昭和44年5月 X･土地区画整理事業区域を都市計画決定する｡

※住宅公団計画区域内の用地取得 (先行買収)に着手する｡
昭和44年8月 ※住宅公団は､操区荏田町に港北開発事務所を開設する｡

昭和46年7月4日 南山田町クラブに於いて港北ニュータウン小規模宅地所有者の全 (以
下 r宅地会｣と言う)の設立総会を開催する｡
会長 岸田秀男､役員 高橋幸三､四之宮博､野村良博､他6名｡
会員 68名｡
宅地会結成の主旨･･小規模宅地所有者は､賀在の宅地を入手する為
に各々その事情は違っても額に汗し､涙と共に獲得したものばかりで
一木一草ー一握りの土にも平和で幸せな生活を営む廟いが染み付いて
いるものと信じております｡
目下､港北ニュータウン計画は着々と進められ､私共には何の意見も
求められず､また計画の内容すら知らされておりません｡
計画が如何に理想的なプランとしても､其処に住む住民の意見が反映
されない事業計画には両手を挙げて葬成する訳にはいきません｡
私共は､人間としての基本的な生活が維持できる為に､事業計画の情
報を入手して共通の利害について討議し､断固として意見を述べ､私
共の総意を事業計画案に反映させるべく小規模宅地所有者は結集して
r宅地会Elを結成しました｡

昭和46年7月13日 桂浜市 ･住宅公団宛に宅地会発足を通知する｡
昭和46年7月15日 会員勧誘のポスターを隣接地域のバス停留所､電柱に貼る｡
昭和46年8月 ※横浜市､広報就 F港北ニュータウン｣を創刊する｡
昭和46年8月10日 桂浜市計画局に港北ニュータウン計画に対する要望書を提出する｡
昭和46年9月13日 桂浜市長より当会要望書に対し回答提示｡
昭和46年 9月16日 横浜市計画局に陳情を行う｡
昭和46年10月17日※中川地区住居集会を中川中学校体育館で開催､地権者 600人が集まり

市長以下関係局長､住宅公団関係者が出席した｡

昭和47年 1月 北山田､東山田､牛久保中､牛久保下､宅地会加盟｡
昭和47年3月1日 公団と話合い･･事業計両､区画整理内容､基本設計千分の-図｡
昭和47年3月 ※基本設計 (千分の一因)案の説明を各町会で開催する｡
昭和47年3月10日 横浜市 ･公団 話し合い千分の一因基本設計案の内容説明を受ける｡
昭和47年5月2日※港北ニュータウン開発対策協議会第4回捨金開催 (中川中学校)
昭和47年5月13日 公団話合い･･基本設計案に対す質疑､減歩､移転補償問題等｡
昭和47年7月22日 第2回宅地会捻会開催 (於南山田クラブ)

会長 ･岸田秀男､役員 ･高橋幸三､笹本秀夫､沼尾日出丸､白江久甫
森田尚武ー野村良博一四之宮博一副会長は各支部長が兼任｡

支部 ･牛久保､北山田､南山田､東山田､4支部会員300名｡
議事 ･規約改正､役員選任､各支部休制の確認､計画内容の質屋｡

昭和47年9月 ※港北ニュータウン地区内に送水管敷設工事 (神奈川県)計画の説明｡
昭和47年9月17日 洋光台土地区画整理地区を役員23名で祝宴｡
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昭和48年3月27日 横浜市 ･公団に 2,654名の署名を添え Fニュータウン計画に対する要
望書Jを提出する. ※要望の概要はつぎの通り.
1.小規模宅地所有者に対して減歩を免除して頂きたい｡
2.最少槙準宅地面積を50坪とし､それに満たない宅地に増換地をして
頂きたい｡
3.評価 ･補償に関してはー従来の方式にこだわらず住民の納得のゆく
方法で行って頂きたい｡
4.自然破壊を防ぎ､緑地面積を増やす計画にして頂きたい｡
5.計画地域の代表機関を尊重し､住民の声を十分に取上げて項きたい
6.関係当局は､本計画に対する諸事項を大小に係わらず､住民に速や
かに伝えて頂きたい｡

昭和48年5月7日～7月31日にかけてー港北ニュータウン事業計画説明会を各町会で開催

昭和48年8月5日 第3回宅地会蛭会開催
会長 ･岸田秀男､役員 ･野村良博一高橋幸三､笹本秀夫､四之宮博､
支部 南山田､北山田､東山田第 1､東山田第2､牛久保第 1ー
牛久保第2､渋沢､7支部 会員500人

議事 ･規約改正､本部 ･支部体制の確立､計画の問題への質疑.
昭和48年8月18日 公団と事業計画等について話合いを開催｡

1.事業計画 ･･工事完了は昭和55年､NT計画完了は昭和60年｡
2.工事計画 ･･第 1斯工事 昭和49年～53年､第2期工事 昭和50年

～54年､第3期工事 昭和52年～55年に分けて実施｡
3.換地設計 ･･従前の路線価は異なる評価方式を検討中｡換地設計の

完成に2年を要する｡
4.減歩率 - 減歩率は平均35%だが個々の土地については未定｡

昭和48年10月14日※港北NT事業計画案 ･施行規定室の縦覧開始｡(1,814名が縦覧)

昭和48年11月1日 F港北NT事業計画案 ･施行規定案Jに対し意見書 562通を県知事宛
に提出する｡

昭和48年12月5日※港北ニュータウン開発審議会は11回にわたる蕃議の結論を市長に答
申する｡1.基本的都市構造について､2.緑と生活環境の整備について
3.都市施設の整備及び市民生活について｡

昭和49年3月24日 中川小学校において F宅地会総決起大会Jを開催する｡
参加者300名｡

昭和49年3月26日 給決起大会声明文を住宅公団に提出する｡

昭和49年3月29日※神奈川県都市計画審議会開催､審議会会場に会長以下役員を動員する
F港北NT事業計画案｣が書議会に於いて答申され､付帯意見として
F小規模宅地の問題は､意見書の趣旨を十分に掛酌し､事業実施にあ
たって慎重な配慮をすることJが付記されております｡

昭和49年 5月20日 宅地会建設大臣に請願書を提出する｡
昭和49年7月 建設大臣より宅地会宛に請願書の回答が提示さる｡

昭和49年8月27日※港 jヒN T 事 業 計 画 一施 孝子規 定 認 可 ｡
昭和49年8月～ 10月にかけて北山田､中川､牛久保地区で工事説明会が開催される｡

昭和49年9月15日 第4回宅地会絵会開催(於南山田クラブ)
1.経過報告 - ①計画案に対する意見書運動
②意見書に関する建設大臣請願運動､③建設大臣の回答に関する件
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④土地区画整世審議会委員選挙に関する取組について
2.本部役員選出 ･･会長 ･岸田秀男､事務局長 ･野村良博､
役員 ･本村明正､笹本秀夫､中島広喜､井桁貞一､須藤文雄､
覚張達夫､渡辺 正､山田 晃､田中 進､四之宮博

3.土地区画整理書誌全委員選挙対策の取組について｡
4.建設大臣の回答書に対する抗議声明文に関して｡
5.絵会決議文の承認
6.支部体制 ･東山田第 1支部､東山田第2支部､北山田支部 南山田
支部ー牛久保第 1支部､牛久保第2支部､渋沢支部､茅ヶ崎支部
佐江戸支部､ 9支部｡

昭和49年11月6日 住宅公団港北開発事務所で当面の諸問題について話合いを行う｡
公団副所長他5名､宅地会 ･会長他50名出席｡
1.土地区画整理審議員選挙の日程､職務権限等について｡
2.換地計画における評価方式について｡
3.減歩に対する公団の見解､過少宅地の標準地積について｡
4.宅地の換地不交付の条件｡
5.補償について､対象物件 ･直接移転 ･中断移転 ･仮住居について｡
6.自営業の所得補償にって｡
7.補償金と税金の関係について｡
8.工事計画について ･･工事期間､工事防災対策について｡

昭和49年11月8日 中川地区対策協議会と会談意見交換を行う｡
昭和49年11月30日※土地区画整理審議会選挙の選挙人名簿縦覧始まる｡
昭和49年11月30日 r家屋土地立入調査拒否｣を文書で公団に通告する｡

理由は､換地計画未定､補償内容不確定の中で仮設住宅移転強要は違
法であるのでー立入調査を拒否する.

昭和50年1月17日※書誌全委員立候補締切 (定員 ･所有権者23名､借地権 1名)
第 1地区 ･所有権 30名､借地権2名 (宅地会14､借地権1名)
第2地区 ･所有権 29名､借地権2名 (宅地会 3､借地権 1名)

平成50年1月18日 審議会委員選挙運動 - 地域内会員の拡張､地区外会員の拡張を各支
～2月8日 部役員は精力的に行動し､会員数は1,500名となる｡

支部毎に選挙対策を設け､ビラ入れ､候補者の票割振りを綿密に行う
が､全体の投票数が掴めず厳しい状況下であった｡

平成50年2月9日※土地区画整理審議会選挙投票日 ･即日開票
投票場は長盛の列で極めて高い投票率となる｡
開票結果
第1地区 宅地全候補当選 13名｡ (書議員名道参照)
第2地区 宅地全候補当選 4名｡ (審議員名護参解)

昭和50年3月30日 牛久保中町でー裏山の造成工事現場から土砂が流出した為､住宅に被
害が発生- ･公団工事課長と工事災害補償を協議する｡

昭和50年4月15日※第2地区第 1回審議会開催｡会長 松沢健三氏､代理 中山恒三都民
昭和50年4月21日※第1地区第1回審議会開催｡会長 田丸政治氏､代理 岸田秀男氏｡

昭和50年7月5日 横浜市長に質問書を提出する｡ (対市交渉を行う寺内局長他6名)
質問書の骨子は､1.住民参加の実態､2.生活権の確保､3.市の基本構
想について､4.市と住宅公団との関係について

昭和50年7月23日 第2回対市交渉 (寺内局長他5名ー宅地会岸田会長はか54名)
前回の質問書を基に､住民参加､生活権､基本構想､について質疑応
答を行いー河川改修費の内容について説明を受ける｡
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昭和50年8月1日 第3国対市交渉
質問書に対する回答文の提示とー補足説明を受けたが､全文は概略的
な内容であった｡

昭和50年8月10日 第5回宅地会定期総会開催｡ (於中川小学校)
1.宅地会の運動目標
1.百坪内外の小規模宅地所有者に対する減歩 ･清算金には反対｡
2.基準地笹の確保｡ 3.移転再築対象者には直接移転とすること｡
4.工事災害の防止｡ 5.公正明瞭な推進｡
2.具体的運動方法
1.市 ･公Ef)-継続的に強力な交渉の展開｡2.審議会における多角的
な活動の強化｡ 3.各政党及び県 ･市議会への対策の推進｡
4.世論の喚起と結集､組織の拡大と団結の強化｡
3.本部役員改選 (2年任期となる)
会長 ･岸田秀男､会長代理 ･野村良博､役員 ･中島広喜､原田収
政所七郎､井上哲次ー佐藤践雄､稲妻満､渡辺正､田中進
笹本秀夫､遠藤徹､本村明正､田中正直､四之宮博他｡

昭和50年8月20日 横浜市長より質問書に対する回答を受け取る｡
昭和50年8月30日 横浜市長宛再質問書を提出する｡
昭和50年9月6日 共産党市議団と会談｡
昭和50年9月12日 横浜市長より再質問に対する回答を受け取る0
昭和50年10月9日 横浜市長宛要求書を提出する｡

1.換地設計､標準地積､減歩問題について｡
2.住民参加の具体策について｡
3.土地区画整理事業での水道 ･電気 ･ガス等の工事撃負担について｡

昭和50年10月13日 住宅公団に要求書を提出する｡
1.百坪未満の宅地に対する減歩清算金の免除｡
2.百坪未満の宅地について､希望があれば分譲による増換地を要望｡
3.移転対象者は､直接移転とする｡
4.移転は､先行造成地の整備後行うものとし､生活関連施設を完備
する (水道､ガス､電気､下水道等)
5.移転補償は､一切の要用及び損失を公団が負担する｡
6.自営業に対しては､営業が中断しないよう措置し､事業によって生
ずる損失は完全に補償する｡

昭和50年10月17日※審議会において ｢換地設計方針案｣提示される｡
1.(換地が小である宅地の扱い)
①昭和49年8月27日 (事業認可公告の日)における地積が､165m2
までの宅地､同じく165nfまでの借地は減歩を行わない｡
②従前の地積が 400m2未満の宅地及び借地については減歩地積の緩
和を行う｡
2. (換地の位置等)
①換地の位置は特別な場合を除き概ね原位置を尊重する｡
②特別な配慮をする用地は次の各号とする｡
センター用地(タウンセンター､駅前及び近隣セント)､アJトト､マンねン用地､
集合農地用地､工場用地､ ･特別用地内の換地希望調査｡

昭和50年11月20日 牛久保10工区造成工事計画の地元説明会開催｡
ダム工事期間 51年9月～52年3月
一次造成工事 52年3月～53年3月 二次造成 53年4月～54年1月
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昭和50年11月21日 公明党議員団と会談｡
昭和50年11月26日※桂浜市 ･住宅公団は､ニュータウン事業の延伸を対策協議会に発表｡

55年事業概成を62年増成とする｡
昭和50年11月29日 宅地会中人に対する公団から回答が提示｡

回答内容は､抽象的で具体性を欠いているので､今後更に折衝を重ね
ていくことになった｡

昭和50年12月11日 対市交渉 ･･ニュータウン計画 ･住民参加問題について協議｡
昭和50年12月20日 社会党議員団と会談｡

昭和51年1月20日※中川地区対策協議会55年概成延伸に対する抗議集会を市庁舎で行う｡
昭和51年2月7日 地区外会員集会を公団で開催する｡

集会に地区外会員 146名が参加し､事業計画の延伸による影響､不満
等の対応策を公団に迫る｡継続交渉とするO

昭和51年2
昭和51年2
昭和51年
～3月
3
16

月
月
月
日

18日
27日
[口2

昭和51年3月
昭和51年3月1日

昭和51年3月17日
昭和51年4月

昭和51年5月7日

昭和51年5月13日

昭和51年5月16日

昭和51年5月13日

昭和51年5月22日

昭和51年6月5日

昭和51年6月10日

昭和51年6月19日

昭和51年7月4日

昭和51年7月13日

※中川地区対策協議会 F55年工事完成要求大会』を開催する｡
※中川地区対策協議会に公団より回答が提示｡

※ F特別な用地への換地を希望するj説明会を開催｡
宅地会で､一般宅地の土地買増し希望調査を実施する｡
公団交渉 ･･地区外地権者の要望書を提出する｡
その他直接移転の実行申入れ､存置街区の対応､ノー減歩ノー清算杏
申入れる｡
※中川地区対策協議会､住宅公団と再度交渉を行う｡
各支部で､私道調査､小規模街区の検討､先行造成地の検討､
土地買増しの検討ー道路調査､存置地域と存置家屋等の調査等を実施
補償勉強会の実施､公団補償課長より F基本的な補償金銭計算方式J
F補償に対する税金｣について説明を受ける｡
公団交渉 ･存置地域の範囲､直接移転の実施申入れ､小規模街区での
建物建蔽率の関係､土地買増しの促進､準工業地の減歩 ･補償対応｡
※住宅公団港北開発事務所が5月16日付けで開発局に昇格する｡
局内の機構は2部制 ･補償部 (4課)事業部 (6諾)となった｡
中川地区全住民組織化-の取組 ･･中川対策協幹部と組織間題､基本
姿勢及び目的について意見交換を行う｡
第2回中川対策協幹部との協議 ･･基本目標について概ね合意し､小
委員会において具体的な検討を進めることにした｡
第1回組織検討委員会 (対策協 ･金子会長､大島､田丸副会長)
(宅地会 ･岸田会長､野村会長代理､佐藤調査部長､中島絵務部長)
組織に対する目標を相互に提案し､組織構成について協議する｡
第2回組織検討委員会 (対策協同上､宅地会同上)
組織図､役員選出基準について検討する｡
第3回組織検討委員会 (対黄協同上､宅地会同上)
組織隣､役員選出基準について検討する｡
第4回組織検討委員会 (対策協同上､宅地会同上)
組織概括､規約､役員選出基準について概ね纏まる｡
新組織名称 ･･港北ニュータウン対策中川住民臨議会

組織検討合同会議 (対策協常任員､宅地会本部役員 ･支部長)
組織機構､規約､役員選出基準について双方で確認する｡
新組織名称 港 3ヒユ ニユ - タ ウ ン 対 策

中 Jll住 民 協 議 会 として発足する｡
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昭和51年6月9日※中川地区先行造地整備成計画を発表する｡
造成捻面積86.7ha､宅地絵面積30.Gha､宅地効率35.3%
牛久保2工区､牛久保4工区ー牛久保10工区ー牛久保13工区｡
中川1工区一々3工区一々7工区ー南山田16工区､北山田11工区｡
東山田14工区､々17工区､々18工区､以上12箇所｡

昭和51年6月12日 地区外対策 ･公団交渉の結果､希望者に分譲地斡旋を検討.
工事計画の延伸に対し､地区外地権者の建築時期遅れ対策として先行
造成地への優先換地は難しいが､茅が丘分譲地は53年頃造成工事が完
了するので､斡旋について検討してゆく｡ 地区外地権者に意向調査
表を郵送し､全体の意向を把握し､対応賃料としていく｡

昭和51年8月22日 第6回宅地会給金開催 (於中川小学校)
1.経過報告 (年表参照)
2.運動方針
(1)事業遅延による生活対策の対応 (自営業 ･地区外会員)
(2)先行造成地整備による工事被害の対応｡
(3)地区外会員の建築制限に対する救済策｡
(4)換地設計 ･･小宅地の減歩清算金救済取組｡
(5)建物移転補償の調査研究の取組｡
(6)中川住民協議会-の参加｡
3.絵会スローガン ○小宅地の生活権を断固守ろう｡
○小さなことでも必ずブロック討議で｡ ○地域ぐるみで目的を
貫徹しよう｡ ○工事被害の排除と完全補償｡

昭和51年8月 ※公団が実施した ｢地区外地権者への建築希望調査｣の結果発表
早期便用地-換地希望 分譲地希望 分譲住宅希望

第1地区 136人 33人 6人
第2地区 280人 57人 10人
口 i5 416人 90人 16人

昭和51年9月18日※第21回審議会 ･･存置建物について審議に入る｡

昭和51年9月25日 中川住民協議会設立総会開催 (於中川小学校13時半～出席 300人)
1.経過報告 ･中川住民協議会設立経過 ･事業推進協議会の経過｡
2.議 事
(1)中川住民協議会規約の提案
(2)活動方針
中川住民協議会は､本事業の本質に基づき桂浜市及び日本住宅
公団に対し一住民の意志と生活と権利を尊重しー公約の厳守によ
るNT事業の早期完成を達成させるために､会員の団結と親睦を
強化し､桂浜市及び日本住宅公団に公平適正な諸問題の解決を求
めると共に､会員自身の問題点の啓蒙を図ってゆきます｡
○具体的に取組む諸対策 ･･(D建設事業計画公約の実現対策､
(診事業実施の年次別スケジュールの早期提案と検討.､③先行工事
の公平､大幅着工促進と安全対策､@関連公共事業の促進､
④小宅地の建築待ち地権者の換地計画促進 ･直接移転の実施｡
3.組織 ･役員構成
会 長 金子 保､副会長 岸田秀男､田丸政治､大嶋正三郎､
常任委員会 ･事業対策委員会 ･生活対策委員会 ･農業対策委員会
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和51年10月4日※第22回審議会 ･
(町 名)

第1地区 東山田
北山田
南山田
牛久保

存置建物を確定､地権者に通知を発送｡
(存置) (条件符)
387 35 条件付については､土地利
53 6 用の変更 ･道蕗計画の修正
110 8 等で移転と変更される場合
30 0 もある｡
155 11 将来周辺の造成工事～環境

第2地区 茅ヶ崎 86 8

祭8宗 描 き喜

整備などが戎されている｡
宅地会はー付帯条件として
清算無しを要求しています

昭和51年10月16日※港北ニュータウン開発対策協議会第6回給金開催 (中川小学校)
この絵会を契機に､従来の開発対策協議会を､新たに四地区の代表役
員と市 ･公団の代表をもて構成する F港北ニュータウン事業推進連絡
協議会｣に改められる事が決議された｡

昭和51年10月19日 公団交渉(南山田先行造成地計画について ･･南山田支部 ･本部)
9月2日公団工事説明に対する問題点の改善要望等｡
1.造成地は北斜面なので､建物の日照確保･について｡
2.場所によっては､15mの盛土の宅地の安全保証について｡
3.造成地は傾斜面の為､宅地にのり面が発生するのでー宅地の有効敷
地面積を確保して貰いたい｡
4.換地の際ー小規模宅地を一律的に配列する換地は避けて貰いたい｡

昭和51年11月24日※先行造成地工事スケジェ-ルを発表する｡
先行造成地15箇所､防災ダム24箇所､工事用 ･都計道路3箇所｡

昭和51年12月4日 住宅公団に小規模宅地の換地要望書を提出する｡
要望書は､小規模宅地の換地に対する基本的要求とー存置建物の問題
準工業地域への換地問題等16項目にわたる要求項目を提出する｡

昭和51年12月4日

昭和51年12月12日

東山田支部から準工業地域について質問書を公団に提出する｡
回答は12月18日を指定した｡
中川住民協議会､市 ･公団と交渉を行う｡
先行造成地計画に対する質疑 ･要望｡先行造成による移転豪産29戸､
先行造成工事の底地地権者との換地詞整､工事による破損補償対応､
借地の土地使用料について､工事期間の明示がないー造成面積に対し
宅地面積が少ない ･宅地面積の拡張要望､防災ダムの必要性｡
先行地の交通対策 ･道路整備について､補償体制の強化について｡

★★先 才子 造 成 地 二L事 ス ケ ジ こ1 - )レ表 ★★

工 区 名 造成面積 付帯工事 地元説明 補償交渉 ダム工事 一次整地 工期

中川1-4 4.88haダム4箇所 ～51′1151/11～52/352/3-6 52/6- 2年
南山田 10.2haダム2箇所 ～51/1151/11～52/1253/1～6 53/6- 4年
牛久保1020.7haダム2箇所 ～51/1151/8～52/1253/1～6 52/6- 3.5年
東山田1 14.8haダム1箇所 ～52/2 52/2～53/553/1～5 53/5- 4年
東山田2 7_3haダム4箇所 ～52/2 52/2～53/553/2～5 53/5- 3年
棄山田3 1.7haダム1箇所 ～52/2 52/2～53/553/2～5 53/5- 1.5年
北山田11 10.Ohaダム1箇所 ～51/1151′11-53/253/2-6 53/6-
中北経連路 5.Ohaダム2箇所 ～51/1251/12-53/453/ト6 53/4-
勝田 -大棚 2.6haダム3箇所 ～51′1051′10～52′352/3～6 52′6- 1年
茅ヶ崎 3-400.Ohaダム4箇所 ～52/1 52′1～53/452′8～53′453/～
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牛久保 1 ll .2ha--一一-一一一一一一 52年3月完成
牛久保2 5.5ha----一一. 51/9- 2年

昭和51年12月18日 宅地会､市 ･公団と ｢小宅地の操地要望｣について交渉を行う｡
宅地会が提出した要望書に対し､市 ･公団の回答は､審議会協議事項
補償関係ー工事関係､準工業地域問題を含めた総括回答となったので
核心に触れた回答は得られなかった｡再度継続交渉を行う事になった｡

昭和52年1月23日 ｢準工業地域指定｣市 ･公団説明会開催 (東山田三支部合同)
昭和52年1月29日 ｢存置街区の条件整備｣の要望書を牛久保第2支部公団へ提出｡
昭和52年1月30日 東山田先行造成地計画の公団説明会開催｡(東山田第2支部)
昭和52年2月27日※第27回書議会 ･･私道地の換地不交付に対し､付換地を要求する｡

移転建物の戸数が提示された｡

町 名 移転戸数 存置戸数 町 名 移転戸数 存置戸数
中 川 160 166 東山田 215 424
牛久保上 107 14 茅ヶ崎 102 94
牛久保下 46 16 荏 田 120 70
南山田 104 118 佐江戸 44 5
北山田 177 59 合 計 1075 966

昭和52年3月5日 牛久保第2支部､存置問題対策で公団と交渉を行う｡｡
存置による清算金､水路 ･道路整備､移転希望等について交渉｡

昭和52年4月21日※第28回審議会 ･F小規模宅地街区配置J F形態不適格建物の配置』
の提案に対し質問集中､規模別小委員会を設置する｡
1.小規模宅地の換地予定街区の提案
先行造成予定地11箇所の内9箇所を小規模宅地街区を計画｡
①東山田1工区 (北山田工区隣接) 形態不適格地権者を換地｡
②東山田2工区 (東山田打越地区) 葉山田地権者を換地｡
③東山田3工区 (山田小学校北側) 東山田地権者を換地｡
④南山田3工区 (山田神社の北側) 南山田 ･北山田地権者を換地｡
⑤北山田11工区 (すみれが丘隣接) 北山田 ･南山田の一部を換地｡
⑥牛久保 1工区 (通称 F亀の子｣) 牛久保上 ･中町地権者を換地｡
⑦牛久保10工区 (中川小学校隣接) 牛久保下 ･南山田の一部換地｡
@中川2～4工区 (地区界沿3箇所) 中川の地権者を換地｡

2.形態不適格建物の配置
東山田1工区を形態不適格建物の集合街区として提案された｡
地区内に不適格建物に該当する地権者は百拾数人､平均地積は40坪
程度で各町20人程度分散しているので1箇所に纏めたい｡
①宅地会は､形態不適格街区の設定は差別となるので撤廃を要求する
②市は既存不適格建物の既得権を認めており､一方的に1箇所に纏め
る計画に反対する｡
③対象者を不適格条件から救済する方法として土地の買増し､分譲を
対応して貰いたい｡
④不適格対応対象者に連絡しているのか､本人が知らない俵に書議を
進める事は納得出来ない､摸地の際近隣関係を崩さないと言ったの
が全て反故となり､形態不適格街区は白紙に戻して貰いたい｡
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3.規模別小委員会 (小宅地委員 ･地主委員)を設置する｡
2項の問題を含めて､小規模宅地街区 ･一般宅地 ･地区外小規模街
区等の配置を検討する為ー小委員会の設置案が公団から提案された
協議の結果ー 400mZで区切った規模別小委員会を設置し､換地につ
いて審議していく事になった｡
4.準工業地域の計画変更提案
東山田に予定している準工業地域についてー近隣住宅地との間にグ
リーン地帯を設置するため､宅地利用面笹が少なくなるので､北山
田 ･南山田に準工業地域を計画する｡

昭和52年4月29日 婦人部洋光台 ･港南台を見学する､参加者18名､本部4名｡

昭和52年5月8日 本部役員会で宅地会運動の四目標 ･四原則について再確認を行った｡
◎会が掲げる四目標
1.百坪内外減歩清算金無し｡ 2.百坪までは希望者に優先分議｡
3.工事災害の防徐と完全補償｡ 4.直接移転と完全補償｡
◎会の組織維持の四原則
1.法内活動｡ 2.政治 ･宗教に偏らない｡
3.正義公正にたって会員活動｡ 4.全員が役員となって全員活動｡

昭和52年5月11日 地区外地権者間題について公団に質問書を提出｡
昭和52年5月16日※公団港北開発局2部制 (補償部 ･事業部)から工事部を新設する｡

昭和52年5月21日※審議会小宅地小委員会開催｡
1.一般宅地の換地(換地先の街区指定)
2.移転建物の先行造成地-の換地配分 (一般宅地と小宅地の指定)
3.形惹不適格建物緩和地域を撤回し､今後宅地会と協議する｡
4.先行造成地 ･仮換地に対する宅地会審議員の意見｡
①減歩の条件が解決しない内に換地の位置決めは納得出来ない､仮換
地を一方的に指定するなら一斉に反対行動を取る｡
(参小規模宅地が一般宅地に割り込まれているが､画地構成に問題があ
るので､再考を要望する｡
③小規模街区の土地評価の高い所はーノー減歩を主張している小規模
会員の移転は不可能となるので再検討して貰いたい｡
@造成による盛土の厚い宅地はー建築上の安全性を確保して貰いたい
⑤牛久保10工区の先行造成地は北斜面となっており､且つ南側に公団
の集合住用地が計画され立地的に不利なので､公団集合住宅用地と
近隣公園との位置の交換を検討して貰いたい｡
(参牛久保 1工区は､利便性､交通機関について問題がある､地下鉄開
通までの対応策を示して貰いたい｡
(参東山田準工業地域に隣接する家屋の取扱いに万全を期して欲しい｡

昭和52年6月6日 第2回小委員会
①不適格建物所有者の土地買増し調査 ･･継続菩議｡
(参先行造成地 (第 1種住専地域)-の工場移転について ･継続審議｡
③牛久保10工区(先行造成地)の小規模街区は､地形は北斜面が強く
街区の配置が南北となっているので､斜面修正と街区変更を要求｡

昭和52年6月10日※桂浜市は､都市計画局を都市整備局に改称する｡
昭和52年6月13日 中川支吾臥 地区界道路計画変更で公団と交渉ー継続交渉となる｡
昭和52年6月20日 中川支部､地区界道路計画変更で横浜市と交渉､結論持ち越し｡

昭和52年7月16日 減 歩 清 算 金 古こ 対 す る 抗 議 文 書 提 出 !
港北開発局に120名が集まり､換地計画作成阻止決意書を港北開発
局長に手渡す｡各会員が公団に提出した要望書は､854通に及ぶ｡
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昭和52年7月16日※第31回書誌会開催｡宅地全委員想定減歩率に不満見直しを要求｡
(1) 想定減歩率の概要提示､タウンセンター65%～75完､駅前セント 55完～65完､
近燐センター40～50完､アJiマン用地40ci､準工地域30%～35%､タウンセンター隣接街
区 40完～45%､一般住宅地25%～35諾､地区界治 ･存置街区 20Ⅹ～25完｡

(2) 選考造成地へ小規模宅地が換地された場合の想定減歩率
(建物の存する 165mzの宅地)

0 東山田1･2･3工区､南山田工区ー北山田工区ー中川1工区､
中川2工区､牛久保工区 (地区界側) 5完～10完｡

(参 中川3･4工区､牛久保工区 (南側)､牛久保10工区ー50A-15T.
(3) 清算金思定額は､坪30万円で試算すると下記の金額となる｡
従前宅地面積 (減歩面積) 減歩面積×30万円
50坪 (6.25坪) 190万円
60坪 (8.55坪) 260万円
70坪 (ll.55坪) 350万円
80坪 (14.80坪) 440万円

昭和52年7月21日 牛久保第2支書臥 公団との牛久保10工区先行造成地問題で7月13日､
7月15日に引き続き交渉を行う｡工事被害 一営業補償 ･街区形状｡

昭和52年7月22日※住宅公団､第2次造成計画を発表､家屋は全て仮移転を計画 !
(1)造成計画の概要 ･･幹線造成を主体に面開発を推進する｡
(2)造成計画 中川 ･牛久保工区､牛久保4工区､牛久保5工区､

南 ･北山田工区､北山田工区､東山田工区 ･準工地域
試演盛土工区､7箇所 130ha｡

(3)家屋移転 ･･この工事計画による家屋の移転は､ 540戸を予定し
ている｡移転先としてー北山田に集合住宅 170戸分､すみれケ丘
に 100戸を用意し､工事は来年から始めたいので､先行造成地へ
の直接移転は不可能となった｡今後は仮移転で対応するO
(4)計画履行の理由は､旧対策協から出された55年槻成の要望に公団
が応えたもので､宅地会と話合う余地は無いと通告してくる｡

昭和52年7月27日※書議会小委員会 ･･公団見解と宅地全書議員との見解に差が大きく
進展が見られず､小委員会を中断し､次回は交渉に切り換える｡

昭和52年7月30日 直接移転の中止､仮移転 540戸の問題で､中川住民協 ･会長に宅地会
見解を文書で申し入れる｡

昭和52年8月5日※審議会小委員会 ･･(先行造成地の減歩率 ･修正率の加算)
★小宅地については F地積の少なる宅地の修正率 ai/400を適用するJ
(1)先行造成地の減歩率(165rnzを基準とする)
0-2%･･東山田1工区､東山田2工区東側､東山田3工区､

北山田11工区西側｡
2-4%
4-6%
6-8%

南山田工区北側､中川1工区ー牛久保10工区東側｡
中川 2.3工区､牛久保工区北側､牛久保10工区西側｡
中川4工区､牛久保工区南側｡

(2)減歩率の低い土地について (存置街区)
0-2%
々
々
2-4%
々
々
々

東山田 (第3京浜連取沿い､打越地区)
南山田 (山田神社付近ー大書寺東側)
牛久保 川I崎市沿い)
東山田 (山田小学校付近ー有馬境)
北山田 (すみれが丘隣接)南山田 (大書寺北側)
牛久保 (中川小学校北側一書臥すみれが丘隣接)
中 川 (246号線沿い)
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昭和52年8月9日※三者会議 (市 ･公団 ･宅地会)
1.不適格住宅の土地買増しの件
2.換地計画 ･評価基準について(減歩率)

昭和52年8月15日※公団交渉 - 仮移転計画の撤回 ･直接移転の推進についてO
昭和52年8月24日※三者会議 (市 ･公団 ･宅地会)

1.不適格住宅の土地買増しの扱いについて｡
2.減歩問題｡ 3.換地位置について｡

昭和52年9月10日 集 中 豪 雨 で 会 員 宅 古こ 被 害 臼iる !
10日未明の集中豪雨で､北山田､牛久保の用水路は一挙に溢れ出し､
住宅地に流れ込み床上 ･床下浸水の被害が出た､又中川は中腹の造成
工事の土砂が下流の住宅地を重い被害が発生した0
中川第2支部 (床下浸水)5戸､北山田支部 (床上 ･床下浸水)5戸
牛久保第2支部 (床上 ･床下浸水)13戸､東山田支部 (床下)3戸

昭和52年9月21日 公団交渉 (牛久保第2支部､北山田支部の水害に対する河川改修の要
望､具体策ついて協議)

昭和52年9月24日 本部役員会開催 - 昭和52年度の絵会は中止､役員体制は留任｡
昭和52年10月24日 公団交渉 (工事計画の問題点ー換地位置の審議日程の協議)
昭和52年10月31日※第 2地 区 仮 換 地 原 案 の 供 覧 古こ入 る ｡

供覧時期は10月31日～12月17日まで｡
昭和52年11月8日※対市交渉 (減歩緩和の問題点他)
昭和52年11月17日※公団交渉 (先行造成地の街区割当 ･地区外地権者の位置決め協議)
昭和52年11月26日※公団交渉 (移転補償内容の協議)
昭和52年12月1日※審議会小委員会 ･特別用地申出用地の位置決めー一般宅地の位置決め

小宅地 (更地)の位置決め等が提案｡
昭和52年12月3日※公団折衝 (小宅地 ｢更地｣の割込図の検討)
昭和52年12月6日※公団折衝 (先行造成地-の位置決めの検討)
昭和52年12月12日※公団折衝 (先行造成地-の位置決めの検討)
昭和52年12月17日※公団折衝 (先行造成地への位置決めの検討)
昭和52年12月26日※公団折衝 (先行造成地への位置決め ･仮換地供覧方法)

昭和53年1月21日※第36回審議会 ･2月2日第37回書議会で仮換地供覧を諮問｡
(1)供覧日程 ･一般宅地対象 2月20日～3月13日｡
々 小規模宅地 3月14日～4月20日｡

(2)165mz未満の地積には､減歩に見合う清算面積を記入する｡
(3)市の行政施策で 260nfまでは､同積摸地となる｡
165m2-260mZの宅地はー従前と同じ地積を換地する｡但し増地
積分は､清算金処理とし､申出期限は5月10日蓬｡

昭和53年2月13日
昭和53年3月4日

昭和53年3月14日
昭和53年5月25日

牛久保第2支部ー公団に牛久保10工区の街区変更実施要求書を提出｡
土地買増し希望調査集計を公団に提出する｡
10支部 126人 買増希望面積7,432rnZ｡
第 1地 区 仮 換 地 供 覧 女缶 ま る (小宅地者)
第 1地区仮換地供覧 ･意見書提出内容について
(1)供覧対象者3098人 (2)供覧応対者 2359人(応対率76.1%)
(3)意見書提出件数 859適(提出率27.7%)
(4)意見書内容の分類
①工事について 430人ー ②減歩率 ･清算金高い 414人､
③換地位置について 369人､ ④評価について
⑤買増し希望 201人､ ⑥補償について
⑦換地形状 ･造成 179人ー ⑧換地基準について
⑨計画について 61人､ ⑩その他
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昭和53年5月10日
昭和53年5月10EI

昭和53年6月10日

昭和53年6月12日

昭和53年8月6日

昭和53年8月9日
昭和53年9月9日

東山田第2支部ー茅ヶ崎支部から換地位置変更の要望書を公団に提出
自営業対策部から公団に要望書を提出する (評価基準の緩和ー造成計
画の見直し､宅地の地形 t道路幅島の見直し､造成工期の明示)
第38回暮議会で､意見書の取扱は小委員会を設置して審議していく
事になった｡期間6月～9月末｡

中川住民協議会で公団側から仮移転による工事促進案提示さる｡

第7回定期総会開催 - 規約一部改定､運動方針承認｡
役員改選 ･会長 岸田秀男､会長代理 野村良博一小ロー､佐藤繊蛙

公E)に仮移転問題に関する申入書を提出する｡ (6月12日の回答)
※第40回審議会 ･小宅地の位置決め､買増し合併旗地の審議.
･牛久保10工区83件ー中川工区118件ー東山田工区106件､
南山田31件､北山田47件､存置街区27件､
牛久保10工区､牛久保2工区の位置変更で審議｡
･買増し合併換地に対する土地買増し対応を3段階で地権者対応｡
第 1次 ･中川1～4工区､牛久保2工区､牛久保10工区､東山田3工区
第2次 ･東山田1-2工区
第3次 ･南山田工区､北山田工区ーその他の工区
･意見書に対する再供覧の実施

昭和53年11月6日 再供覧実施する｡中川1-4工区､牛久保2工区､牛久保10工区｡
昭和53年11月25日※第2回港北NT事業推進連絡協議会開催

1.地下鉄3号線について･54年度に榛浜駅～新模浜駅間の工事着手｡
4号線の具体計画明示されず､6号線は都営高速の延伸によるもの
で､計画放棄を示唆する｡
2.先行宅地移転家屋(小宅地者)の生活対策､都市施設の充実を要求

昭和53年12月6日 横浜市に宅地造成工事の改善を申し入れる
･165rn2の宅地の法面1mを超える場合､石積みにより死地が10%程度
発生するので基礎部分を官桝 (道路)に入れて施工を要望｡
･直立擁壁による施工を申し入れる｡

昭和54年1月6日 先行造成地問題の座談会を開催 (5支部参加､本部三役)
昭和54年2月1日 東山田地区再供覧実施 ･工事遅延問題､北側斜面の日照問題等｡
昭和54年2月17日※事業計画変更縦覧 .･小規模街区の設置 (27箇所)､存置街区の道路

変更 (14箇所)､準工業地域2箇所とする｡
昭和54年2月15日 土地買増し取組経過

昭和51年より不適格住宅を対象に第 1次 ･2次と進め､第3次は先行
地移転者を対象に60名が終了した｡更に第4次買増しに取り組む事
になり､申込者は159名､希望面積は 9,440m2となり､当面中川工
区､牛久保工区から街区割当を進め､80名､3,800nfが終了した｡
土地の価額は､坪当たり14万円～15万円となっている｡

昭和54年2月25日 牛久保10工区先行造成地第2次造成街区変更 ･斜面変更の取組
街区の変更については終了したが､北斜面による日照問題については
昨年9月より協議したが纏まらず､12月より工事計画課と造成内容の
協議を行う｡
1.南側のレベルを下げ､東側の宅登を小学校より1.5m高くする｡
2.東西街区の北側の宅盤は1m程度の高さに押さえる｡
3.西側のレベルを下げ全体の傾斜を緩くする｡
4.宅地の法は ｢石積み無し｣とする､但し本人の申出条件とする｡
5.道蕗変更2箇所 (地区外からの進入蒐)､宅整変更は32宅地｡
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昭和54年3月29日※合同協議会において造成工事スケジュールを発表｡62年度概成案｡
昭和54年4月2日※中川住民協議会において62年概成案の検討｡
昭和54年5月2日※中川住民協議会において62年概成案に対し要望書を提出する｡
昭和54年5月10E] 公団､先行造成地の工事中断を各地区に提示してくる｡
昭和54年6月2日※中川住民協議会において公団回答について再検討を行う｡
昭和54年7月2日※合同協議会開催 ･(1)電柱の建柱位置は道路建柱を原則とする｡

(2)先行造成地進捗状況の報告 ･6ケ月～1年の遅れとなっている｡
中川2～4工区二次造成建築可能 (55年5月
中 川5工区二次造成建築可能 (55年5
牛久保2工区二次造成建築可能 (55年
牛久保10工区二次造成建築可能 (56年
菓山田1工区二次造成建築可能 (56年
東山田2工区二次造成建築可能 (56年
東山田3工区二次造成建築可能 (56年
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東山田5工区二次造成建築可能 (57年5月)
昭和54年8月12日 第8回給金開催 ･先行造成地の二次造成工事遅延 ･直接移転から仮移

転-の公団施策に質疑集中､意見書を公団に提出する事を議決する｡
スローガン･公団は直接移転の公約を守れ､ ･工事遅延の責任を我々
に転嫁するな､ ･地区外地権者の対策を早期実現せよ一 ･存置街区の
生活権を守れ｡

昭和54年8月27日 公団- ｢直接移転と仮移転への公約違反｣ ｢建物移転 ･工事被害補償
問題｣ ｢先行造成地の完成時期｣等27項目について要望 ･質問を提出

昭和54年9月10日 公団より宅地会からの要望 ･質問に対して回答を受理する｡
昭和54年9月24日※横浜市から存置街区の用途地域変更の打診提示さる｡

55年度は､用途地域制度の見直年度の為､全市的に指定変更の作業に
入っており､54年11月には地元説明会を予定している｡
港北NT全域が一種住専地域となっている為､事業計画毎に用途を変
更するが､存置街区について一種住専40/60が妥当かの提案があった

昭和54年10月15日 8月の公団への要望に対し､公団は､直接移転なら6 6 年 度
糊 鹿 を 提 示 し て く る ○
宅地会は公団に対し工期短縮の努力が見られないと猛省を促す｡

昭和54年10月25日 補償問題専門委員会 - 5回にわたり説明会 ･勉強会を開催｡
昭和54年11月30日 中川住民協議会 ･･地下鉄計画は航空測量 ･土質調査を55年3月迄

に完了させ､昭和61年度には開通の予定｡
昭和55年1月18日 第2耕土地区画聖浬審議会委員選挙候補者第1地区24名立候補｡

第2地区26名立候補｡
昭和55年1月29日※第2期土地区画整理審議会委員選挙は､第1地区及び第2地区共立候

補辞退により定員となった為､無投票となる｡
宅地会第1地区審議員 野村長博､木村墓､稲妻満､佐藤域雄､
白江久甫､早船文蔵､渡部正､岸田秀男､小口一､塚田良夫､
鎌田美代子ー海野満男ー田園製作所
宅地会第2地区審議員 田中達､内藤正康､定別当孝司､橋本孝一

昭和55年2月27日※第1地区第1期最終 (第49回審議会)報告
書議会開催数49回｡小委員会開催数117匝I｡

昭和55年3月25日※第50回書議会 ･会長に野村良博氏､会長代理皆川亮一氏を選出する｡
昭和55年3月31甘※中川住民協議会 F62年度概成案Jに結論を出す｡

1.工期の確約､2.代替地の用意､3.中断移転の戸数縮減､4.完成造成
地への移転促進､5.本移転可能に余裕を持たせる､6.準工業地域の
換地作業の促進､7.工事説明会の開催 (4月24日～5月15日)
以上の要望項目を62年機成の条件として提示する事になった｡
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昭和55年6月28日 東山田支吾臥 先行造成問題 ･近隣存置街区の生酒対応の取組
①東山円3工区･･3月29日二次造成工事が当初設計と異なり､公団
に申入､4月7日公団と交渉し､修正図面で検討､4月11日再度交
渉､4月25日地権者同席で交渉を進めー地権者要望を尊重した方向で
宅豊 ･形状等については解決する｡
②東山田2工区･･4月11日二次造成工事の工事安全説明会､5月1日
存置街区絡みの工事被害､存置街区の生活道路の拡幅､工事遅延対策
工事被害補償等の交渉｡5月23日工事被害補償立ち入り調査を実施｡
6月26日下水本管埋設工事に入るー工事遅延街区は市と協議する｡
⑨東山田4工区･･5月8日工事補償説明会開催､中断移転者26名の中
に2工区移転者がいるので､直接移転とするよう申入れる｡5月17日
補償勉強会を開催､6月7日公団回答2工区移転者は直接移転とする

昭和55年8月10日
昭和55年9月10日

第9回絵会開催､会長 ･野村良博､会長代理 ･小口 -､佐藤銭雄.
宅地会 ｢会朝｣100号を発刊する｡会報の果たす役割は大きい｡

昭和55年9月10日※港北NT事業推進連絡協議会 ･合同協議会で､用途地域の変更提示｡
昭和55年9月25日※横浜市は､市営地下鉄3号線の延伸を年内に事業免許申請の準備発表
昭和55年10月27日
昭和55年11月21日
昭和55年12月10日
昭和56年1月7日
昭和56年1月17日

昭和56年1月27日

牛久保2工区･10工区の都市ガス施設工事説明会を開催｡
審議会準工小委員会開催 ･換地割当の検討､加工業者の調査に入る｡
各支部で存置対策の検討に入る｡
新春座談会開催 F補償交渉を休演して』
対市交渉 ･①76集中諸手続期間短縮の申し入れ｡②用途指定の変更に
ついて存置街区の50/80でも適格住宅は難しいので既得権を要望｡
公団に存置街区の要望書を提出する｡
Q)周辺造成地の宅盤修正､②道路計画の充実､③工事安全対策 ･被害
対策の充実､④被害補償は完全補償､⑤土地買増しの実現他｡

昭和56年2月7日※第57回審議会開催(D先行造成地仮換地指定 (東山田3工区､中川1-
4工区計82画地ー②仮換地の事前説明 (牛久保2I10工区)

昭和56年4月16日 公団に F存置問題申入書EJを提出する (個人別問題点一覧表 145名)
昭和56年6月23日※合同協議会で住居表示検討委員会の設置が提案される｡
昭和56年6月29日 存置問題について6/29公団協議､7/13南山田､7/15東山田ー7/16中川
～7月16日 と審議会小委員会で問題点の確認を行った｡

昭和56年7月25日 区民会議 ･新総合計画発表されるが､地下鉄6号線計画抹消される｡

昭和56年8月9日 第10回宅地会定期総会開催｡
昭和56年8月27日※換地調整小委員会 ･換地変更申出者32名の見直しについて8回にわた

り検討 ･審議を行い､換地先変更10名､変更せず22名で終了する｡
昭和56年9月2日※第66回審議会 ･先行造成地-の仮換地指定304件完了する｡
昭和56年9月11日※港北NT地区内の用途地域 ･地区指定変更縦覧開始ー11月25日迄｡
昭和56年9月11日※存置小委員会において､3年前に提出された意見書について説明を受

ける.中川76件､牛久保20件､東山田 160件､南山田44件､北山田22
件､合計 322件｡

昭和56年10月1日※76条申請の窓口が県から桂浜市に移管され､手続きが短縮する｡
昭和56年10月18日 牛久保10工区(先行造成地 ･牛久保第2支部)建築協定設立絵会を

開催､全員の同意を得て昭和57年1月12日市長宛認可申請を提出｡
昭和57年5月15日､建築協定の認可通知を受領する｡

昭和56年11月28日 住居表示の検討 ･･横浜市原案によると､第1地区は7町に分割｡
昭和56年12月5日※存置小委員会 ･第1地区全域の存置街区を視察する｡
昭和56年12月15日※存置小委員会 ･存置再供覧の実施､対象者は 162名､時期は57年2月
昭和56年12月30日 南山田第2支部の解消 ･支部会員は､牛久保2工区､牛久保10工区-

直接移転したので､今後は牛久保第1支部､及び牛久保第2支部に合
流して活動していくことになった｡
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昭和57年2月27日
昭和57年4月3日

昭和57年4月17日
昭和57年4月18日
昭和57年4月22日

昭和57年5月11日

存置対策特別委員会の設置を決める｡9支部 353名｡
存置対策特別委員会の構成 ･委員長 木村誠､副委員長 田中公司､
副委員長 出沼靖孝 委員14名｡
牛久保10工区建築協定公悲会を開催する｡
東山田第2支部存置ブロック会議開催｡
中川住民協 ･事業対策委員会開催､工事進捗について公団より報告
(1)工事区域の借地 ･第1地区70% 第2地区90%
(2)工事着手状況 ･第1地区32% 第2地区67%
公団､市､推進協議会宛に存置に対する基本的要望書を提出し､存置
特別委員会発足を通知する｡ (存置委員13名､会長他4名が同行)

昭和57年5月18日 自営業対策部役員会開催､中断移転先の検討､補償勉強会を6月計画
存置内自営業者の問題は､存置対策委員会で検討する｡準工業地域の
造成スケジュールの推進を公団に要望する｡

昭和57年6月30日※存置小委員会が開催され､次の事項について喜議が進められた｡
(1)存置建物について
(∋存置建物の判断基準､(参存置建物の対象､③通知内容についてー
@存置建物の精査結果について､⑤移転に変更となる仮換地先､
存置の整備条件｡
(2)存置の判断基準 (移転可否の内容)の提示｡
(3)存置詞書内容の説明 (626名)

昭和57年8月4日※審議会小委員会 (存置問題富議)
(1)存置検討.スケジュール ･･再供覧の実施について
(2)存置より移転変更54戸が提示｡ (存置戸数701戸)

昭和57年8月7日※第73回審議会 ･南山田先行造成地への仮換地指定事前説明21名｡
牛久保4工区の造成工事遅れに対する換地見直しが提案される｡

昭和57年8月8日 第11回定期蛭会開催､存置対策取組に意見､質問が集中する｡
運動方針
(1)存置対策の見直し促進｡(2)事業遅延に対する清算金早期処理｡
(3)工事災害防止の取組｡ (4)街づくり､補償対応等｡

昭和57年8月21日※審議会地区外小委員会 ･土地買増調整結果
60年 ･61年供用開始換地者の買増希望7名について合併換地完了｡
62年供用開始予定分の買増希望62名については調整作業を行う｡

昭和57年9月26日 中川住民協議会 ･第4回給金開催 (茅ヶ崎中学校)

昭和57年10月9日
～11月1日
昭和57年11月1日

昭和57年11月14日
昭和57年11月19日

宿動方針案
(1)62年度工事槻成の公約実現｡(2)生活環境諸問題の取組｡
(3)存置街区環境整備の見直し｡ (4)移転問題に対応｡
(5)思いやりのある住環境作りを目的とした街づくり協定の促進｡
(6)地下鉄問題の着手促進｡
存置関係小委員会 ･4回にわたり開催したが､ ｢存置建物の取扱い｣
について移転の可否論争ではー公団と対立状葱となる｡
棄山田準工業地の造成工事遅延に対する集団交渉｡
当初東山田準工地造成は昭和58年秋完成予定が､諸事情から62年春に
延期された｡これを1年繰上げて61年3月完成を提示してきた｡
但し､条件として工事区内の家屋移転 ･用地借用が58年3月迄と提案
してきた｡家屋移転については､協議した上で回答する事にした｡
自営業対策部長 覚張達夫氏逝去 (打越支部)
存置対策特別委員 中島広喜氏逝去 (牛久保第2支部)
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昭和57年12月8日 第75回書誌会開催｡①仮換地指定事前説明- 南山田先行地の造成
完了58年4月予定､接地対象76戸､建築可能は58年5月の予定
②中川5工区 (その2)工事完了は58年11月予定｡
(卦存置 (移転変更)小委員会を設置する (委員10名)

昭和58年1月17日※住居表示検討委員会において､58年度実施区域を発表｡
荏田東3丁目､荏田南2-3丁目､大丸､見花山､

昭和58年2月15日 桂浜市へ存置問題 ｢既存集淳の居住環境改善｣申入書を提出する｡
昭和58年2月21日※移転小委員会開催､存置から移転となった54戸の内､48戸に対し仮換

地案が公団から提示され了解した｡浅りについても樫次作薫を進める
昭和58年3月4日 公団会談 ･･全面移転要望に対する公団側の見解を質す｡
昭和58年5月9日※第23回合同協議会開催｡(957年度看手遅れに質問集中､②地下鉄3号

線計画はー国庫補助金がカットされた｡施線免許の条件として ｢接続
駅の解決｣が急務で､目下市 ･東急側と協議中で､58年度免許取得に
努力している｡@清掃工場は58年度未完成の予定｡

昭和58年6月14日 東山田準工地造成工事説明会開催(於公団会議室)自営業会員25名
準工移転者を対象に､工事進捗状況の説明を受け､問題点の討議を
行った｡ 東山田準工地供用開始は62年3月予定｡南山田準工地の
工事完了は取付道路下水等で謂整がつかず未定の為､促進を要望｡

昭和58年7月12日※存置間置小委員会開催｡4月～5月に実施した再供覧の意見要望を､
公団は､ABCの対応区分に分類し､書誌を進めると提案する｡
A-対応できる内容｡ 中川30､東27､北 5､繭19､計81､
B-他と調整が必要な内容O牛3､中川24､東11､北 1､南13､計52､
C-対応出来ない内容｡ 牛5､中川47､棄34､北 2､繭29､計117

昭和58年8月7日 第12回定期絵会開催 (於中川小学校)
運動方針58年度の主要課題
(1)存置対策､(2)工事災害の防除､(3)全事業工程の促進､
(4)清算金の早期処理､ (5)街づくり､緑化運動への展開､
(6)補償問題､

昭和58年8月13日 土地区画整理審議員 海野満夫氏 逝去 (東山田打越支部)

昭和58年9月8日 存置再要望第二次交渉､各項目毎に協議したが､交渉は継続する｡
昭和58年9月15日 公団協議 ･清算金の繰り上げ処理については検討中との回答｡
昭和58年9月26日※準工小委員会開催､準工地換地の調整について提案され､供覧を実施

することにした｡
昭和58年11月29日※第80回審議会開催､(1)自然崖地の石積み整備(12箇所)発表｡

(2)民有地の平均減歩率の変更 - 第2地区は35,4芝､第1地区も概
ね同程度の変更となる見込み｡

昭和58年12月6日 清算金学習会を開催､対象 ･審議員｡
昭和58年12月8日※方面別小委員会において､存置小委員会の構成14名が決定する｡
昭和58年12月22日 存置小委員会全員で存置地区全域を祝宴する｡

昭和59年 1月6日 新春座談会開催 ｢ニュータウン事真下での生活を語るJ
昭和59年1月20日 弁護士を囲み F存置勉強会Jを行う｡ 講師-土生弁護士

(1)参加支部 中川､南山田､東山田､中川､牛久保､本部 26名｡
(2)提起された問題
(∋居住地周辺造成による琵境悪化-の対応｡
②建て蓄えの問題｡ ③宅地の南側削城への対底o
④私道 ･増襖地の処理 ⑤自営業の準工地への移転希望｡
⑥造成により隣接南側のカサ上げへの対応｡以上について訴訟可否
について弁護士に研究して貰うことになった｡
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昭和59年1月31日※港北NT四地区正副会長会議開催｡
(1)土地利用の変更 ･･多目的高度利用を図り､業務施設を導入する
(2)センターに商業施設だけでなく､業務施設の誘致を図る｡
(3)地下鉄3号線の計画見直し･･地下鉄から一部高空 ･掘割式-｡
当初計画の地下方式を早期実項の為､約6割を高空 ･堀割式に変
更の提案が提示された｡変更によって建設要は二千三百倍円から
千五百接円に削減の見込みとなる｡

昭和59年2月24日※第3回存置小委員会開催｡ (所要時間 5時間)
(1)C対応者の書誌 ･中川地区から審議に入るが意見具申で時間切れ
となり次回持ち越しとする｡

(2)各地区の Fc対応｣は次の通り｡
①中川地区の審議対象箇所は21箇所､関連地権者59名｡
②東山田地区の審議対象箇所は24箇所､関連地権者50名｡
③南山田地区の書誌対象箇所は17箇所､関連地権者34名｡
④牛久保地区の書誌対象箇所は6箇所､関連地振者9名｡

昭和59年3月7日※第4回存置小委員会開催｡ (所要時間4時間)
(1)書誌は､東山田地区のrC対応J24箇所について審議を行い､
宅地全委員は積極的に意見を開陳した｡
(2)意見項目は､(D南側造成宅登を低くして貰いたい｡@私道の輿に
排水柵の設置要望｡③宅地が道路より低く雨水が流入する｡
④法地負担は困る｡(参くの字道肱を直線とし､6m幅を要求｡
⑥道路変更により､玄関や室内の使い勝手が悪くなるので移転を
要望する｡⑦クランク道路の改善を要望する｡

昭和59年3月17日※第82回書議会開催｡仮検地指定報告､小委員会報告｡
(1)審議会の非公開について､条件付公開の提案が委員から出されー
審議したが今後更に検討を進める事にした｡
(2)喜議貞を対象とした清算金学習会を3回にわたり行った｡

昭和59年4月4日※第5回存置小委員会開催｡ (所要時間4時間)
(1)審議は､南山田地区･牛久保地区の FC対応｣について書議を行
った｡南山田は17箇所､牛久保は6箇所について審議員から意
見が開陳され､公団の見解提示は5月末の予定｡
(2)南山田の主なC項目は､①買増しの分だけ道路をずらして欲しい
②私道接地で出入が逆になるので間取改造を｡③工場は移転を｡
④4.5m道蕗を挟んで二種住専は問題､拡幅を要求｡⑤道路を6m
に拡幅し､直線とする｡⑥街区が 170mと長いので分断して貰
らいたい｡(∋狭少宅地のため､一種住専では増築が不可能｡
⑧周辺造成により存置家屋が極度の盆地状となるので移転要求｡
(3)牛久保の主なC項目は､①新設道路関連で共有私道を全部換地を
要望する｡(卦宅地より高い遣肱の修正要望｡③新設道路により玄
関､間取りの改造補償を要望｡④工場は移転を要望する｡

昭和59年4月11日※第25回合同協議会開催｡
(i)土地利用計画の見直し案提示 ･二者住専地域に要務施設を導入｡
(2)住居地域に研究所等の施設を導入｡
(3)地下鉄3号線の構造変更を提鼻 (地上方式を6割とする)
今後地区外の用地買収等で62年開通は大幅に延びる｡

昭和59年4月28日 4月度本部役員会で､存置問題集会を開催し､存置会員､支部役員､
審議員､本部が参加して集団的意志意欲の結束を図る事になった｡
打越支部5月6日｡東山田第二支部5月9日｡南山田支部5月24日｡
牛久保第二支部5月10日｡中川支部5月13日｡東山田第1支部17日｡
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昭和59年5月17日※第5回事業対策委員会開催｡
一次造成 ･･58年度迄の着手率はー第1地区374ha､第2地区

589ha､合計面積963haとなっている｡
二次造成 - 第 1地区41ha(東山田準工地区)
59年度の造成計画は､58年度を下回る､借地協力が得られない事
と切り土 ･盛り土バランスが取れないとの工事部説明｡ 末借地への
法的処置を検討する事になった｡

昭和59年5月25日 婦人部北部清掃工場を見学する｡参加26名｡

昭和59年5月26日 本部役員会開催｡存置集会で提起された主要問題は次の通り｡
(1)周辺造成によって存置街区が盆地状となる｡
(2)隣接街区が嵩上げされー環境悪化となる｡
(3)曲折道路の据置ー4.5m幅員による交通安全-の不安ー災害救急活動
への支障｡
(4)近接工事による工事被害｡ 存置内の工場移転｡
(5)宅地の削減ー異形宅地､道路より低い､造成後の不利益｡
(6)私道換地､公団用地の清算対応等｡
以上の内容を纏めー本部は要望書を公団に提出ー公団の判断基準の提
示は､6月下旬の見込み｡

昭和59年6月16日※第6回存置小委員会開催｡
今回の検討課題は､存置集会で出された要望内容を修正提案として組
み込み､今回で内容確認の書議は概ね完了､公団の見解提示待ちとな
る｡提示の時期は7月下旬の予定｡

昭和59年6月23日 本部役員会開催--存置小委員会の内容を受けてー問題の解決を前進
昭和59年6月23日 する為､公団に集団交渉を申し込む事にした｡申込書の内容は､道路

周辺造成､宅地､その他として提出する｡
昭和59年7月3日 公団交渉 - 存置街区に関わる造成等ー改善の件｡

公団側出席 ･事業部長､事業計画課長､区画整理課長ー他6名
宅地会出席 ･野村会長､両会長代理､存置対策委貞一存置会員30名
各問題点について､会長及び会員から説明を行い､C対応者への改善
策を強く申入れた｡

昭和59年7月5日※第26回合同協議会開催｡
地下鉄3号線高架構造で合意に踏切る｡第2地区の区画整理の土地利
用の見直しが条件となる｡

昭和59年7月18日※第85回書議会開催 - 高速鉄道3号線計画変更について説明｡
昭和59年8月6日※第86回書議会開催 ･･保留地の諮問 (牛久保配水地完成､他)

昭fr159年8月26日 宅地会第13回定期絶会開催｡
活動経過に対する存置問題に質疑が集中する.
運動方針として､①存置街区の改善向上ー②減歩救済の実行確保 (宿
算金の早期決着)③日常生宿の利便確保､④事業の方向転換に対して
⑤鉄道3号線で活力を､⑥街づ くりの原点等を提案し､承認される｡

昭和59年9月5日※第7回存置小委員会開催｡C対応に対する公団見解進展なし!
延々9時間におよぷ審議の結果､結論が出ず次回に継続書誌となる｡
審議件数 (問題件数) (対象地権者) (移転変更者)
乗山田 22ヶ所 73人 2人
南山田 12ヶ所 33人 2人
牛久保 5ヶ所 9人 0
中 川 17ヶ所 55人 3人

170人 7人
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昭和59年9月14日※事業対策委員会 ･四地区正副会長会議開催-土地利用計画変更案提示
集合住宅用地は､低層住宅 ･低密度住宅 ･中層住宅で占められている

昭和59年9月22日 本部役員会開催｡
各支部存置集会の報告､9月9日牛久保第2支部､9月11日中川支部
9月12E]棄山田第1支部､9月13日東山田第2支吾臥 9月14日南山田
支部､9月19日打越支部｡今後の取り組みを検討する｡

昭和59年9月22日※第5回中川地区住民協議金治会開催｡ (中川小学校体育館)
活動計画報告､宿勤方針の提案､新役員の確認ースローガンの確認｡

昭和59年10月13日※第87回書誌会開催｡前回の継続書誌となった保留地について5時間
に亘り書誌の上了承する｡ ①減歩問題検討小委員会を設置する｡
②保留靖の想定売却価格-宅地分譲としてm2当たり16万1千円位｡
⑧減歩率の変更
民有地-供覧時35,5%､現在 35,3完ー公団-供覧時39,GX､現在40,47.､
平 均-供覧時37,0%､現在 37,2%｡

昭和59年11月5日 存置問題公団交渉 ･両者の言い分平行線で進展せず｡
昭和59年11月10日※推進協議会第5回絵会開催｡質問事項は､下記の内容｡

①土地利用の促進要望､堰)絵合病院の建設促進ー◎行政サービスの充実､
④地下鉄3号線の促進､⑤62年増戒の見通し､(参存置問題について
公団回答-存置問題については､30回余の審議の中で検討を重ね一
事業の進捗に応じて対応の枠を広げて来たがt問題となっている内容
は様々で､公団は区画整理の枠組の中で対応して行きたい｡今後は､
下水道､街路整備を進めるが､環地調査の上､対処していく｡

昭和59年11月26日 存置問題公団交渉 ･公団不対応の撤回を申し入れる｡
昭和59年11月30日光第8回存置小委員会開催｡公団提示の調書に基づき審議を行う｡

内容的には故調整に止まり､委員から改普意見が出されたが､供覧実
施が提案される､宅地全委員は､審議事項を了承しないで再供覧に応
じる事にした｡再供覧日程は､12月10日～12月25日｡

昭和59年12月2日 存置対策特別委員会開催｡各支部毎存置集会の開催を決める｡
12月6日～12月9日に開催｡供覧対応についての方向を徹底させる｡

昭和59年12月6日※審議会委員選挙人名簿縦長開始 - 12月19日迄｡
昭和59年12月10日※第1地区存置再供覧開始 ･･25日迄｡
昭和59年12月24日※推進協四地区正副会長会誌開催｡学校用地 ･集合運動場の削減提示｡

公団 ･･研修所 ･研究所の分譲開始を発表｡

昭和60年2月10日 第3期審議会委員選挙､会推薦候補12名全員当選する｡
1月某から投票日までの運動は､異常なまでの F過熱選挙｣であった
が､宅地会は当初より各支部毎に推薦候補を立てて､あくまで清潔な
選挙体制で臨んだ｡会から推薦された審議員は揃って会の目榎を基詞
として活動していく｡

昭和60年3月28日※第91回審議会開催 (第三期初回) ①運営議事規則の確認､
②会長 ･皆川亮一氏､会長代理 ･野村良博氏を選任｡

昭和60年4月17日※推進協四地区正副会長会議開催03号線 ･学校用地転換に意見集中 !
①地下鉄3号線の免許遅れ60年度には取得見込み､4･6号線は運輸
政策審議会で見直し中､6月に答申の予定｡
(参学校用地等の転換 ･･児童出生率の低下による用地削減の説明｡

昭和60年4月26日※中川地区事妾対策委員会開催 ･公団62年度槻成困難を発表 !
理由として､①一次造成工区の借地協力が得られない､②3号綾高梨
構造変更により～換地再検討ー③賀在工事上支障を来す箇所が､第1
地区24件､第2地区10件｡

-75-



昭和60年5月2日※中川地区住民協議会 ･常任委員会開催､市 ･公団出席
①学校用地 ･集合運動場の削減 ･NT地区内の人口定着率の鈍化､出
生率の低下により小 ･中学校を削減する｡運動場は両地区で13箇所
を4箇所に削減する｡②地下鉄3号線の免許は足踏み状惹｡

昭和60年5月23日 東山田第1.打越支部､存置問題対策で公団と交渉｡
昭和60年6月1日 中川支部存置問題地権者､公団と交渉｡
昭和60年6月2日 東山田準工業地移転者集会を開催｡
昭和60年6月6日 中川支部存置問題地権者､公団と交渉｡
昭和60年6月26日 準工地区工事説明会開催 ･東山田 ･南山田準工地の造成工事説明｡

東山田準工 ･･61年9月二次造成工事完了ー12月建築可能｡
南山田準工 ･･63年3月二次造成工事完了｡

昭和60年6月26日※第93回書議会開催｡審議会委員連絡会誌を新設する｡
今期から新たに小委員会を設置することになった0
第-小委員会 ･･仮換地変更を主として処理 (存置､準工､早期建築

移転その他)
第二小委員会 ･･換地設計変更､仮換地指定問題の処理｡

昭和60年7月8日※審議会第一小委員会開催 - 早期建築希望者の仮換地変更､準工地の
仮換地変更､移転に伴う仮換地変更を審議する｡

昭和60年7月11日 先行造成地の宅地出入り口の歩道 ･縁石切り下げの要望に対する公団
の回答は､地権者負担を打ち出してきた｡
但しー今後造成していく一般街区については､対応の予定｡

昭和60年7月13日※土地利用特別委員会設置する｡
委員構成 ･･四地区正副会長､専門委員長､学識委員ー市 ･公団｡

昭和60年8月25日 宅地会第14回定期総会開催｡60年度の主要目標は次の通り｡
①存置街区の改善､②清算金の早期処理､③生活施設の充実､④事業
方向転換-の対応､⑤会員の活動と支援体制｡

昭和60年9月14日 第 1回ニュータウン祭りを､都筑ふれあいの丘周辺で3日間にわたり
～16日 開催､6万人が来場｡ ～この出合い明日-の輝きのはじまり～

昭和60年9月25日※第3回第一小委員会開催､①存置書誌経過の説明｡
②存置精査による移転建物の分類 ･判断基準 1.移転戸数49戸｡
判断基準Ⅰ.移転戸数17戸､判断基準Ⅲ.移転戸数24戸｡

昭和60年10月5日※第96回審議会開催 ･･審議会の公開､非公開で書誌するが結論出ず
昭和60年11月13日※第4回第-小委員会開催､存置の排水処理､避難移転､道路の設計基

準､存置の判断基準等について質蒜を行う｡

昭和60年12月4日※中川住民協 ･常任委員会､公団に対して62年概成一集合運動場用地
縮小に厳しい意見続出｡

昭和60年12月10El 存置対策問題公団交渉 (移転問題)区画整理課長､各部課長他｡
宅地会 ･当該地権者､存置委員､本部｡

昭和60年12月12日 存置対策問題公団交渉 (道路問題)区画整理課長ー工事課長他｡
宅地会 ･当該地権者､存置委員､本部｡

昭和60年12月17日 存置対策問題公団交渉 (周辺造成問題)区画整理課長､工事課長他｡
宅地会 ･当該地権者､存置委員､本部｡

昭和61年2月3日 中川住民協 ･常任委員会､地下鉄3号線の延伸部分の事業認可につい
て運輸政策審議会に諮問ー2月21日に鞄緑免許交付の予定｡
集合運動用地の削減について､地元委員は4箇所を提案するが､市は
3箇所を回答｡第3京浜道路のインター増設計画発表｡
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昭和61年2月7日※第5回第-小委員会開催､仮換地変更 (早建希望者3件､存置から移
転1件､自費移転1件)

昭和61年2月4日 昭和61年2月6日､昭和61年2月7日にも存置問題交渉を行う｡
昭和61年2月25日 存置問題交渉(南山田支部)①事故多発道路問題､(参道路拡幅､③工

事災害対策｡
昭和61年2月26日 存置問題交渉(中 川支部)①通路拡幅問題､②電波障害､⑧造成後

の家屋調査について｡
昭和61年3月17日 昭和61年3月18日ー昭和61年3月19日にも存置問題交渉を行う.

主な未解決存置問題
①移転問題 ･東山田地区--3件､中 川地区-6件｡
②道路拡幅 ･南山田地区--1件､東山田地区･･l件o
⑧周辺造成 ･南山田地区･-･1件ー中 川地区-l件o

昭和61年4月25日 第100回審議会開催｡仮換地指定の進捗率-6.7完
昭和61年5月6日※審議会 ･清算金勉強会開催､①清算金が発生する理由｡

②清算金の単価算定｡③清算金の徴収 ･交付の方法｡
④今後の進め方､清算金単価の出し方｡清算金の算出措置 (緩和)
⑤清算金の繰り上げの処理の可否にって ･･検討課題｡

昭和61年5月10日※審議会第-小委員会開催｡換地変更書誌 (換地変更の取消､買増対応
1件､早期建築希望換地変更3件)

昭和61年5月19日
昭和61年5月20日
昭和61年5月23日
昭和61年5月26日
昭和61年5月30日
昭和61年6月3日
昭和61年6月4日

存置問題公団交渉 〔東山田
存置問題公団交渉 〔中 川
存置問題公団交渉 〔中 川
存置問題公団交渉 〔中 川
存置問題公団交渉 〔南山田
存置問題公団交渉 〔南山田
存置問題公団交渉 〔東山田

(移転問題)
(移転問題)
(道路間置)
(周辺造成)
(道路問題)
(周辺造成)
(周辺造成)

中山･内藤勿トブ〕
柴グルーブ〕
井上クlトプ〕
金子クループ〕
福田知-ブ〕
四之宮グルーブ〕
宮崎勿トブ〕

昭和61年6月13日※審議会 ･減歩率勉強会開催｡(D土地評価｡(参土地評価基準について｡
昭和61年6月21日※審議会 ･第一小委員会､仮換地の変更4件｡
昭和61年7月25日※推進協議会 ･第30回合同協議会開催｡

造成工事スケジュールについて､市 ･公団から具体的内容の説明が
行われ､62年槻鹿を見直し､新たに 6 6年 完 成 カ<
提案された｡ 各地区では8月下旬から検討を行う事になった｡

昭和61年8月24日 第15回定期総会開催｡ (中川小学校休育鎗)
①活動経過報告-存置問題､66年事業延伸に対する質疑が集中する
②運動方針提案-存置街区と周辺造成の改善｡小宅地の減歩救済の確
保｡事業延伸に対する損失補償｡運動推進体制の強化｡
③役員の改選､給金声明｡代議員出席290名､来賓13名出席｡

昭和61年8月29日※書議会 ･第二小委員会開催､①地下鉄3号線により都市計画の変更｡
(参鉄道計画変更に伴う仮換地の変更｡

昭和61年9月13日 第2回港北ニュータウン祭り都筑ふれあいの丘で開催､16万人来場｡
～15日

昭和61年9月20日 第1回存置対策委員会開催｡①地権者の意志確認､⑧各支部の存置対
策委員を選出する｡

昭和61年9月28日 中川住民協議会 ･第6回総会開催 (茅ヶ崎中学校)
昭和61年11月8日※推進協 ･第6回絵会開催｡

①港北ニュータウン事業推進協議会の活動報告｡
②港北ニュータウン建設事業の経過 ･今後の見通し｡
⑨土地区画整理事業の経過 ･今後の見通し｡
(参代表質問-･存置問題に対する開発局長の答弁は納得出来ない｡
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昭和61年11月11日 乗山田準工地復帰移転補償交渉開催｡8カ月の補償対応､増設機械､
増設建物ー単価等について､補償課長他と交渉｡

昭和61年11月25日 同上の交渉を再開､協議の結果8カ月の補償､増設機械､増設建物に
付いて､合意解決を見た｡公団は12月1日より復信移転調査に入り､
62年2月頃各地権者に対しー補償金額が提示される｡

昭和61年11月17日 法的対応研究会開催｡-11月29日にも継続開催する｡
昭和61年11月19日 衆議院議員会館で伊藤茂国会議員と会見､会が当面する重要案件につ

いて説明し､援助を依桓する｡
昭和61年12月1日 港北区長と会見一三大重要懸案の解決対応を申し入れる｡
昭和61年12月8日 神奈川県知事に陳情を行う｡成鳥県議に同行して長州知事に会見､

会の重要懸案を説明し､善処を依頼する｡
昭和61年12月12日 伊藤国会議員に同行して､公団本社に赴き担当理事に当面の重要懸案

の実情と経緯を述べ､善処方を要請する｡
昭和61年12月12日※第104回審議会開催｡早期建築希望者対策 ･･工事延伸に伴う調査

結果､3300地権者に発送､回答 215件ー早期建築希望は 182件｡
昭和62年1月21日※審議会 ･第5回第二小委員会開催ー61年度末換地指定の概要説明｡

①換地指定予定街区-東山田準工67人､東山田存置24人､
東山田5工区24人､計115人｡②仮換地指定による葦の整理｡

昭和62年1月30日 臨時本部役員会開催､事業計画変更縦覧に関する意見書の検討｡

昭和62年2月4日※書議会 ･第10回第一小委員会開催､①仮換地変更､②早期建築希望者
の対応､63年建築希望 124名､64年建築希望19名について､206画地を
対応画地として調整を図るとの説明があった｡

昭和62年2月17日※第6回第二小委員会開催｡
61年度末仮換地指定の一部市営住宅用地転用の書誌｡

昭和62年2月21日※第105回書議会開催｡仮換地指定の事前説明 ･東山田準工地66件､
東山田存置街区25件､乗山田5工区26件､中川集合住宅1件｡

昭和62年2月21日※荏田南に "清算金を考える会"発足する｡240人｡
昭和62年2月28日※高速鉄道3号線 (新桂浜～あざみ野)延伸工事起工式挙行｡

昭和67年開通を目指す｡
昭和62年3月11日※第106回書議会､東山田準工地仮換地諮問の際､土地利用と進入道

路について激論となる｡-･継続書議となる｡
昭和62年3月18日※第107回審議会､前回議論した東山田準工地の進入道路対応につい

て､公団から対応案が提示され､仮換地諮問の答申が行われた｡
昭和62年4月8日※第11回第一小委員会開催｡早期建築希望者対応説明が公団から提示｡

換地変更者98名､現夜の換地で了承27名ー継続検討19名｡

昭和62年4月28日※第16回土地利用特別委員会開催｡
昭和62年度市街化促進策-集合住宅用地の3画地を民間に譲渡｡
･64年度まで集合住宅の供給は2800戸の見込み｡
･核的施設･日61年度は5社の誘致決定､合計16社の誘致となる｡

昭和62年5
昭和62年5
昭和62年5
昭和62年5
昭和62年5
昭和62年5

月10日 会報163号から紙面の1面 トノブを F主張｣を掲載する｡
月13日※第12回第一小委員会開催｡早建対象者の換地変更対象者98人｡
月13日 中川支部 ･中川12工区工事説明会｡
月18日 牛久保第2支部 ･存置地区界道路改善について公団交渉｡
月21日 東山田第1支部 ･棄山田6工区工事説明会｡
月23日※蕃議会､造成工事現場を視察､進捗状況を確認する｡

昭和62年6月
昭和62年6

6日 婦人部工事見学会を実施ー参加21名､第1･第2地区を見学｡
月24日※第13回第一小委員会開催｡早建希望者応対状況､換地変更決定30名｡
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昭和62年7月4日※第32回合同協議会開催､①中川駅周辺64年度供用開始を発表｡
②地下鉄3号線着工､4号線事業化検討に入る｡′ヾス5路線開通｡
③集合住宅62年度迄16箇所 ･7000戸完成､核的施設22社誘致｡
④住居表示 ･19箇所実施済｡茅ヶ崎小学校建設中｡公園整備14箇所｡

昭和62年8月23日 第16回定期捨金開催 (中川小学校体育館)運動方針は次の通り｡
①全面供用開始と事業完結の期限厳守｡
②減歩救済の実現と存置街区の改善要求を引き続き求める｡
(参早期建築対策の促進｡ 代議員出席257名｡

昭和62年9月10日頃 意見書口頭陳述･･10余名出頭し､清算金､存置問題を訴える｡
昭和62年10月7日※第110回審議会開催､ ｢施行者限りによる仮換地の指定｣を承認｡
昭和62年10月24日※第14回第-小委員会開催｡早期建築希望者対応集約する｡

(D早期対応者 68人､(参現行了解者 73人､③保留 12人｡
昭和62年10月31日※第3回港北ニュータウン祭りタウンセンター地区で4日間開催する｡
昭和62年11月14日※第111回審議会開催｡

小 ･中学校用地の用途変更による評価の見直しが提案さる｡

昭和62年11月25日※第8回第二小委員会開催｡
小 ･中学校用地の用途変更による評価の見直し案提示｡
300mが影響範囲､換地割り込みが完了しているので､清算金で処理､
換地地積変更で対応する｡
対象宅地は1,068宅地となり､1m2未満は通知､1m2以上は通知及び
供覧となる｡地権者-の対応は､63年2月以降を予定している.

昭和62年12月2日※第17回土地利用特別委員会-･転用地の扱いで公団と操める!
学校用地 ･集合運動場を公団が削減したことから､地元から4号線導
入に賃するよう､用地の保留要望に対する回答が局長から提示｡
(ら4号線導入には鋭意努力する｡(診転用地の寄付は出来ない｡
③応分の負担は国と協議していく｡④転用地は､活性化のため早期に
処理したい｡-以上の回答に対して地元委員から再検討強く求める｡
これに対し､公団は次回改めて回答を約束するが､地元委員は､明確
な回答がない限り今後の土地利用に関する書誌に応じないとの姿勢を
打ち出した為､施設誘致の案件 (11件)は見送りとなった｡

昭和63年1月23日※第9回第二小委員会開催｡昭和62年度末の仮換地指定の提示さる｡
牛久保､中川ー北山田ー東山田､東山田準工､ 249画地 ･147人｡

昭和63年2月4日 本部 ･存置対策委員で F未解決存置7箇所｣の現地を視察する｡

昭和63年2月5日※第18回土地利用特別委員会開催｡
前回紛糾した ｢転用地の扱い｣について公団から回答されたが､文書
内容の不明点が指摘され､再度次回に持ち越しとなる｡よって核的施
設誘致の書誌は､付議しない事になった｡

昭和63年2月12日※第33回合同協議会開催｡
(1)関連街鵜の整備状況･･①日吉元石川線-64年度完成｡②中山北山
田線-63年度完成､両地区間は64年度完成､③牛久保中川線-
-64年度完成｡
(2)地下鉄3号繰-区画整理地区内の工事は予定通り､地区外は難行｡
(3)造成工事進捗状況
二次造成 ･第1地区207ha･38To､第2地区576ha･75%0
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昭和63年2月20日※第113回審議会開催｡早期清算の取り組みについて公団から提案｡
仮清算 (本清算金に近い形)は､非常に国難を来 しているが､態勢作
りに向けー両地区合同で特別委員会を発足させる事になった｡

昭和63年3月18日※第114回書誌会開催｡①仮清算小委員会発足 ･皆川､野村､佐藤､
野上､稲妻､唐戸､高橋､男全､学識委員2名､計10名｡
②清算金対象
徴収 ･第1地区1410人､第2地区 900人 計 2,310人
交付 ･第1地区 380人､第2地区 220人 言十 600人

昭和63年4月7日※合同仮清算小委員会開催｡委員会設置の趣旨､運営方法及び仮清算の
実施方法と課題について説明が行われた｡

昭和63年4月20日※第二小委員会開催｡ 私道の取り扱いの書誌｡
私道の取り扱いは､換地設計基準で定められおりー各地権者には換地
計画供覧で説明されている｡今般仮清算の作業を進めるについて確認
を行うものである｡図面 ･調書配付｡
私道の筆数490葦､地積は2万m2(320葦 ･16,000mzは換地不交付)

昭和63年5月9日※第19回土地利用特別委員会開催｡
横浜4号線の整備促進と転換用地の扱いについて
昨年5月より土地転換の条件として地元からの要請に対し､検討を重
ねられてきたが､今同文書をもって公団から提示された｡

昭和63年5月23日※第2回仮清算小委員会開催｡仮清算実施方法の説明｡

昭和63年6月9日※第4回事業対策委員会開催｡工事進捗状況報告｡
一次造成工事は計画通り､二次造成工事は若干遅れが出ている｡
･土量が増加地区外搬出｡ ･南山田準工地の完成は64年5月予定｡
･東山田準工地内に共同住宅の建設が進む｡

昭和63年6月14日※第15回第一小委員会開催｡道路計画変更に伴う仮換地変更の提案｡
南山田仮換地変更については公団対応不可､但し現地で検討する｡

昭和63年6月24日※第3回仮清算小委員会開催｡仮清算実施に当たっての課題及び前提条
件について書誌を行う｡

昭和63年7月8日※第34回合同協議会開催.NT関連事業の進捗状況報告他｡
質疑-幹線道路の整備状況について｡地下鉄3号繰建設用地の地区外
買収の状況について｡集合住宅 ･核的施設の建設状況について要望｡

昭和63年7月9日※第12回第二小委員会開催｡①私道の取扱いの一部を ｢施行者限りの適
用 ｣とする事が了承された｡
(参地下鉄3号綾の変更による傍換地変更案 (牛久保～中川)が提案｡

昭和63年8月28日 第17回定期給金開催--･仮清算金に対する不満集中する- ･｡
(1)運動方針-①存置街区の改善取組､個別対応の解決｡
②仮清算方式の中で頑歩救済の措置を求めて行 く｡
⑨質違･･事業延伸による高島化で将来不安｡長期化した為､清算金の
負担増が大きい｡工事の遅れで生活上の被害が無視されている､清
算金の前に補償請求が先である｡清算金の仕組みについて説明を｡
(2)三役交代 会長 ･佐藤錨雄､会長代理 ･塚田良夫､稲妻 満｡
(3)前会長野村良博氏を相談役として推薦動議があり､承認される｡
(4)新役員･･総務部長 .高橋直通､財政部長 ･田中正直､広報部長 ･福

田正弘､自営業対策部長 ･探瀬武是ー婦人部長 ･中島敬子
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昭和63年9月25日※第7回中川住民協議会絵会開催｡ (於中川西中学校)
(1)16項目の活動方針が提案､特に重要問題として､①66年度の供用
開始の厳守｡②地下鉄3号線の開業公約と4号繰早期具体化｡
⑧存置街区の整備水準の向上｡④行政はNT活性化の具体策提示｡
(2)役員改選-会長 ･金子 保､副会長 ･田丸政治､小島書治､

佐藤域礎､塚田良夫｡
昭和63年10月22日 本部役員会･･東山田打越地区現地測量調査終わる｡

(1)存置街区道路に雨水桝設置されており､存置整備の対応を検討する
(2)F清算金の仕組み｣パンフレットを12月までに作成する｡

昭和63年11月20日 婦人部 ･港北NT地区内を見学､第1地区は造成工事現場､第2地区
はー緑道 ･コミニティ道路､住宅地を見て見聞を広める｡

昭和63年11月4日※第4回仮清算小委員会開催｡
(1)仮清算実施を前提とした条件整備｡
①換地不交付の確定(私道､過少宅地) (塾寺院 ･墓地の換地｡③鉄
道3号線計画変更による土地利用転換｡④センター街区の計画変更
(2)電柱の道路設置の確認｡
(3)仮清算金は個別に周知する｡仮清算金の縦覧は64年秋の予定｡

昭和63年12月6日 牛久保第2支部-清算金勉強会6日～13日にかけて全員集会を行う｡

昭和63年12月17日 本部役員会開催｡存置問題の見直し､要望に対する検討｡
(1)南山田支部･･私道袋地の問題､道路幅員の拡幅｡
(2)東山田第 1支部-雨脚の宅登切下げ､道路幅員の拡幅､クランク､
宅地の逆のり､道路の階段変更､下水桝の取り付け等｡

昭和64年1月6日 新春座談会-清算金について語る- 本部 ･支部役員16名出席｡

平成元年1月25日※第14回第二小委員会開催｡
平成2年春､中川 ･牛久保地区の街開きに向けて換地促進(100ha)
一般宅地 1,300画地 (450地権者)の仮換地指定､供用開始は4月､
7月ー9月に分割していく｡公共公益用地 (5ha)の供用開始を推進｡

平成元年2月18日 本部役員会開催｡
(1)審議会仮換地事前説明に対する問題点の指摘について｡
①付換地による清算金徴収-存置街区内の旧水路分の付換地の評価を
見直しすべき｡②存置街区の不整形地を見直せないか｡⑧小宅地の
23坪､17坪の換地はどのように使うのか｡④街区内の画地番号が混
乱している､整理出来ないか｡⑤旗竿画地が増加しているがー今後
密集化､日照に問題が発生しないか｡
(2)テレビ難視対策の要望が提示される｡-造成 ･ビル建設により電波
障害が発生､早急に救済対策を｡-公団に問題提起を行う｡

平成元年3月2日※第5回清算小委員会開催｡ (第1･第2地区合同委員会)
(1)私道地の評価軽減の検討｡ (2)墓地の修正係数の改善｡
(3)存置造成に伴う F付け摸地Jの評価軽減を検討｡
(4)仮清算のスケジュール-元年7月 ･F仮清算実施のお知らせ｣配付
元年9月 ･仮清算金の縦覧を通知｡元年10月～11月縦覧を実施し､
地権者からF仮清算金の申出｣を受理｡
平成2年春､ F仮清算金明細｣を確定する｡
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平成元年3月4日 本部長 ･審議員会誌-仮清算金の経過報告 ･土地評価基準の変更説明

平成元年3月8日光第121回審議会開催｡土地評価基準係数の修正案が提示｡
(1)修正係数変更項目
①私通地修正係数の変更-行き止まり私道地0.3が0.4-0.45｡

通り抜け私道地 0,1が0.2-0.25｡
②存置付換地修正率-南側付換地 0,5､北側付換地 0.475

道路僻村換地 ･･南側 0.525､北側 0.498
(2)清算金の分割徴収5年が10年に延長｡

平成元年4月20日※第122回審議会開催｡ 仮 構 繋 :金 単 f面 決 定 !
1†匝l当 た り 7 5円 ○

清算金単価を一般画地の平均指数に換算すると一m2当たり2600個
m2当たりの清算金は､2600×75円-195,0001坪-643,500円

平成元年4月17日 東山田第2支部 ･清算金勉強会開催｡
平成元年4月19日 南 山 田支部 ･清算金勉強会開催｡
平成元年4月21日 東山田第3支部 ･清算金勉強会開催--単価に不満出る｡
平成元年5月28日 南 山 田支部 ･清算金勉強会開催--単価に不満､事業遅れの責任
平成元年6月11日 打 越 支 部 ･清算金勉強会開催--存置付換地の評価変更は好評
平成元年6月25日 打 越 支 部 ･清算金勉強会開催--清算金交付の説明会｡

平成元年6月29日※第123回審議会開催｡仮清算金の概要について
(1)地区面積 548.2ha､地権者 3,800人､整理前筆数 11,200筆､
整理後筆致9,000画地｡
(2)仮清算金 ･徴収 10万円未満-1千万円 (1450人)平均額 282万円

交付 10万円未満-1千万円 (820人)平均額 110万円
(3)清算原因別 減歩緩和(25.1謄)行政施策(7.4倍)存置(1.1臆)

存置付換地(3.9倍)その他(3.5倍)計41倍｡

平成元年7月14日※125回審議会開催｡
(1)平成元年度仮換地指定予定118ha､指定進捗率36_6% ｡
(2)総合減歩率の修正説明
公団減歩率 40.8%､民有地減歩率 35.3完:ー合計減歩率37.3諾｡

(3)仮清算金の徴収 ･交付の数字内容の修正｡

平成元年8月10日※126回審議会開催｡-仮清算金の実施について諮問する｡
(1)仮清算金の徴収が完了すれば､本清算金は対象外となる｡
(2)仮清算金の縦覧 ･平成元年9月18日～11月末｡
(3)仮清算金の申出 ･縦覧終了の2週間迄に申し込む｡
(4)仮清算対象者の扱い ･対象者で仮換地未指定の場合は早急に仮換地
指定を行う｡

平成元年8月27日 第18回定期紐会開催-清算金の支払い条件に緩和要望の声多し｡
(1)仮清算金の取組･･会員の高齢化から清算金の徴収額は生活基盤をゆ
るがす負担となるので､会は市 ･公団に賃金詞達の便宜､利子緩和
手段の救済を強く申入れる｡
(2)存置街区の改善は､造成工事の中で整合を図り､解決に努力する｡

平成元年9月2日 F仮清算金縦覧への対応｣を本部長会誌で検討､会員に配付する｡
縦覧に対する意見書の提出は､会として行わない事を確認する｡
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平成元年9月13日
平成元年9月14日
平成元年9月17日
平成元年9月17日
平成元年9月24日

平成元年10月21日

平成元年11月15日

東山田第2支部 仮清算金縦覧対応勉強会開催｡
牛久保第1支部 仮清算金縦覧対応勉強会開催｡
東山田第1支部 仮清算金縦覧対応勉強会開催｡
中 川 支 部 仮清算金縦覧対応勉強会開催｡ (100人参加)
牛久保第2支部 仮清算金総覧対応勉強会開催｡ (支部絶会)

本部役員会開催-仮清算金縦覧に関する問題点の聴取｡

住都公団に F仮清算金特別措置.Jの申入れを行う｡
(1)年金生活者､高論者､寡婦世帯を救済する為､長期返済特別融姿方
法の実現｡
(2)仮清算金の分割支払いの利息6%の減免措置の配慮｡
(3)存置街区内での付換地と買増しによる増摸地の差額の渦室について

平成元年11月29日※第127回審議会開催 (11月29日現在の両地区仮清算縦覧の結果)
(1)地権者 ･8,301人 仮清算対象者 4,364人(交付1,958･徴収2,406)
(2)仮清算金申出者 ･交付 404人､徴収 884人､計 1,288人申出率 30%
(3)中川駅周辺街開きの概要説明-公共設備､公園､道路ー集合住宅等.
(4)第4斯審議会委員改選の日程
立候補受付 ･･平成2年1月5日～15日｡
投 票 日･･平成2年2月11日｡

平成元年12月5日※第128回書議会開催｡
(1)使用収益開始の予定面積累計は､119.5haとなり､進捗率は37.1諾
(2)エリア別平均減歩率 (地区によって差がある)
存置宅地 1%～6% アJトトマンねン宅地 40%～45%
小 宅地 2%～21% 準 工 業宅地 10%～35%
一般宅地 30%～45% 駅前センター宅 地 65%
(3)仮清算金縦覧概要朝告
①第一地区 清算金対応者 2,252人ー縦覧対応者 1,551人 (68%)

縦覧対応 (交付) 420人(51X)(徴収)1,131人(78芝)
仮 清 算 申 出 者 1,469人 (65%)

(D第二地区 清算金対応者 2,112人､縦覧対応者 1,118人 (52%)
縦覧対応 (交付) 471人(52完)(徴収) 647人(67完)
仮 清 算 申 出 者 1,053人 (40%)

平成元年12月16日 本部役員会開催｡
(1)第4期審議員改選対策-選挙人名簿の縦覧時の確認を行う｡
書誌全委員候補者第一地区12名､第二地区2名｡
(2)仮清算金縦覧に対する問題点 ･不満点等
①仮清算金額が想像していた額より高かった｡
②行政施策 ･買増しの合併換地に対する説明不足から算出金額に誤差
が出た｡ 換地図の誤差は再河芸を実施する｡
⑨換地図面と現地が整合せず､のり面について再調査が発生した｡
④同一街区内隣地との評価差の違いに対する不満｡
⑤付け換地(存置スリット換地)に対する評価差への不満｡
⑥未造成 ･未整備の宅地 ･道路の仮清算金処理-の不安｡
以上の問題点については､換地処分蓮に対応していく事にした｡

平成2年1月7日 新春座談会開催｡11名出席 ～90年も課題山積み～
厳しい負担となった仮清算金､中川街開き､審議会委員選挙に向けて
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平成2年2月11日 第4期審議会委員選挙ー第 1地区候補者が定数が同数となった為､無
投票となる｡ 第2地区は､候補者が定数を上回り投票となる｡
第1地区審議会委員 (宅地会推薦委員)
小幡一義 (打越)井口 清 (東山田第 1)野上政春 (東山田第2)
鎌田ミヨ子 (東山田第3)四之宮博 (南山田)大塚要一 (牛久保第 日
佐藤錨雄 (牛久保第2)小口 - (中 川)稲妻 講 (中 川)
三沢弘明 (中 川)
第2地区書誌全委員 (宅地会推薦■委員)
内藤正康 (茅ヶ崎)福田浩司 (渋沢)

平成2年2月10目 元審議会委員 木村 馨氏逝去 (牛久保第1支部)
平成2年2月20[] 会 長 代 理 塚田良夫氏逝去 (東山田第1支部)

平成2年3月16日※第131回審議会開催｡
会長 ･大久保久夫氏､会長代理 ･小口 -氏を選任する｡

平成2年4月21日 本部役員会開催｡各支部存置整備 ･都市施設の取組状況｡
･東山田第1-機械工場の移動完了により工事再開､鉄塔地盤切り下げ
･東山田第2-小学校北側の二次造成は6ヵ月の遅れ､促進を要請｡
･東山田第3-建隻協定に対する全体集会を開催ー市から説明を受ける
･打 越～有馬川沿い道路は3年3月蓮 ､観音寺沿い道路は遅れている

存置整備の為の道路測量は完了した｡
･南山田～存置街区整備は3年3月末完了予定｡
･牛久保第1-プロパンガスから都市ガス切り携えを申請したが､数年先とな

るので促進を本部で対応して欲しい｡
･中 川～都市ガスは切り換えが出来ない｡存置 (宿の入)は9月より

整備工事に入る｡4月より F中川駅周辺街開き｣となる｡

平成2年5月25日※第21回土地利用委員会開催｡
(1)平成2年度市街化促進策-集合住宅建設中 2.500戸､南山田 800戸
東山田(打越)350戸計画｡
(2)核的施設の誘致-両地区25社の進出が決定､ ドイツ学園が決定｡
(3)中川医療施設の配置変更-一種住居専用地域内での医療施設は規制
の関係で､住居地域に変更一拍の医療施設についても見直す｡
(4)歴史博物絃建設計画､区捻合庁舎基本構想の立案に入る｡

平成2年6月26日※第5回事業対策委員会開催｡ (造成工事の進捗状況)
(1)慕-地区 ･二次造成着手率 363ha､66%､第二地区は85笈の着手率
(2)2年度の二次造成計画は､13箇所を予定し､ 122hawo見込む｡
(3)幹線道路 ･目元線は2年8月開通､中牛線は2年度で8501完了｡

平成2年7月9日 元審議員 ･元支部長 笹本秀夫氏逝去｡

平成2年7月11日※第134回書誌会開催｡
(1)仮換地指定 ･進捗率23%｡
(2)仮清算金確定 ･交付確定者420人､徴収確定者1211人｡
徴収一括納付 (829人)､徴収分割納付 (382人)｡
(3)公団宅地分譲予定宅地の仮換地指定事前説明 (75画地)｡
(4)小委員会設置･･仮換地変更等の処理を効率的に運営する目的｡

平成2年7月19日 市営3号線工事 ･あざみ野トン袖貫通するが､用地買収難行で遅れ悪念
平成2年8月8日 日吉 ･元石川線 (5.9km)港北ニュータウン区域内開通する｡
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平成2年7月31日 仮清算金納付開始ー分割納付は7月31日と1月31日の年2回｡
分割納付の場合､利息は年6%(半年3%)が加算される｡

平成2年8月26日 第19回定期絵会開催. 存置街区整備促進に要望集中 !
(1)経過報告-仮清算金支払いへの対応､存置周辺工事の対応｡
(2)運動方針-存置街区の整備促進､生活環境整備の促進｡
(3)役員改選-会 長 ･佐藤主義堆､会長代理 ･鎌田美代子O

平成2年9月28日 市営3号線の開業1年遅れ､平成5年の予定､バス輸送で対応｡
平成2年9月30日 中川住民協議会第7回絵会開催｡

3号綾 ･4号線の早期具体化､骨格施設の促進を柱に14項目の方針を
決議する｡

平成2年11月10日※第8回港北ニュータウン事業~推進連絡協議会捨金開催｡
市営3号線平成5年開通に努力｡事業計画の延伸必至となる｡

平成2年12月10日 中川支部より東京ガス横浜支社に都市ガス供給の要請書を提出する｡

平成2年12月14日※第138回審議会開催｡
(1)工事部より工事計画遅延の説明､平成2年度供用開始予定区域の造
成工事が遅れた為ー2年度未の供用開始が延期となる｡
(2)供用開始の延期箇所-北山田･2箇所､牛久保 ･3箇所､南山田･
1箇所､供用開始は3年10月～4年3月頃の見込み｡

(3)延期となる対象地権者に F供用開始遅れ』の通知を送付する｡
第-地区の対象者は280人｡

平成3年2月20日※第2回事業対策委員会開催｡区画整理事業またも延伸となる｡
(1)住情報交流センター建設概要説明､中川駅の近隣に計画｡
(2)市営バス港北NT営業所を第二地区大丸に建設を発表｡
(3)集合住宅建設計画の発表
①南山田-計画戸数 890戸､4階～14階､駐車場100%､建設3年～5年
②東山田･･計画戸数 390戸､3階～12階､駐車場100%､建設3年～5年
(3)造成工事-3年に繰越となった箇所は9箇所､民有地の前面供用開
始は4年度以降となる見込み｡

平成3年2月27日 東山田集合住宅建設計画地元説明会開催"計画内容近隣無視紛糾か
平成3年3月2日 東山田集合住宅建設計画について市建築局に高層住宅の規制を質す｡

平成3年3月5日 千妻ニュータウン見学 (公団パス)婦人部主催 参加44名｡
平成3年3月8EI某第140回審議会開催｡ L'前代未聞の換地指定"

(I)仮換地指定の諮問-使用収益開始の面積は 32完台となる｡
(2)仮換地指定の事前説明･･短冊形の画地に疑問が出されたが-I｡
(3)造成遅延による供用開始の遅れを事業部長から説明｡

平成3年3月8日
平成3年3月9日
平成3年3月12日
平成3年3月14日
平成3年3月26日
平成3年3月29日
平成3年4月4日

東山田合同支部集会開催｡ 集合住宅建設計画対策 ･会長他出席｡
東山田合同支部集会開催｡ 集合住宅対策会議発足｡
東山田合同支部集会開催｡ 公団宛申入書宴の検討｡
公団集合住宅問題交渉-建設修正申入書 (16項目)を提出する｡
港北開発局より､宅地全の申入れを拒否する｡
東山田合同支部集会開催｡ 公団の回答拒否-の対策.
東山田合同支部集会開催｡ ｢卜2-A周辺住宅の環境を守る会｣結成｡
会長 ･天田氏､副会長 ･小幡氏､菅野氏､大西氏､樋口氏｡

平成3年4月6日 F守る会｣結成同意署名集め｡
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平成3年4月7日
平成3年4月8日
平成3年4月10日
平成3年4月12日
平成3年4月14日
平成3年4月15甘
平成3年4月15日
平成3年4月16日
平成3年4月17日

守る会役員会-関東支社 ･港北開発局への申入れ決議｡
申入書を配達証明で郵送する｡町会主催の説明会延期を申入れる｡
市建築局に出向き､戸建住宅の置かれている事情を説明する｡
公団より町会主催説明会の通知あるが拒否｡公団は F守る会J無視｡
F守る会｣全員集会､市長-陳情を決議｡
市建築局建築指導部に環境設計制度の適用却下を申し入れる｡
港北NT建設部長に集合住宅建設問題について説明する｡
港北NT建設部長より公団の対応について調整の連絡を受ける｡
市長宛陳情書を提出､建築局建築指導部長と会談､NT建設部長と協議

々 々 第2回説明会 (町会主催)60名出席｡
1.申入書提出から本日迄の公団の対応を追求するが回答得られず｡
2.宅地会無視､守る会無視､事業対確認事項の無視を追求｡
3.公団より修正案提示されるが前進なし-守る会は､撤B]を要求｡
4.町会に対して守る会を認知させる｡
5.今後の交渉について､守る会､宅地会､町会役員による組織で交渉
に当たる｡窓口は､守る会会長とする｡

平成3年4月18日 公団事業部長 .宅地会 ･守る会とで協議｡
1.関東支社-の指導､市長陳情書の件､交渉日程｡
2.ニュータウン計画の人口計画について｡
3.東山田の道路整備の促進､交通体制の改善｡
4.4/20書議会 ･小委員会での問題提起内容の修正｡
以後､集合住宅建設問題の対応は､守る会が完成の5年迄窓口とな
り､交渉､集会､折衝に取り組む｡

平成3年4月16日※住居表示検討委員会開催｡新町実施済地区･39ケ町｡
平成3年度住居表示地区 (牛久保､牛久保西ー北山田ー茅ヶ崎､中川

東山田､川和台､長坂､11ケ町)

平成3年4月20日※第2回小委員会開催｡東 山 田 存 置 整 備 計 画 案
(1)東山田存置整備を短期間に進行させる為､プロジェクトを設置｡
工事課､補償課､事業計画課､区画要理課で編成する｡
(2)東山田地区に現地事務所を設置し､5/ll-24の間借別対応を行う｡
(3)施工工区と工事期間
1工区 (打越支部) 平成3年3月
2工区 (第1支部北側)平成3年10月
3工区 (第1支部東急)平成4年6月

平成5年10月
平成6年3月
平成6年9月

(4)1工区 ･工事説明会を4月25日･25日開催､対象 135戸､周辺44戸

平成3年5月7日 集合住宅計画交渉-守る会 ･関棄支社 ･港北開発局､修正要求を提示
次回交渉-5月17日､5月22日｡

平成3年5月9日 打越支部に "存置街区整備説明会-の取組》を作成し会員に配付する

平成3年5月27日※第3回事業対策委員会開催｡新事業カジュールの全体概要について
(1)民有地の最終供用開始時期は､平成7年度となる｡
(2)市営3号線工事 ･用地買収で1年遅れ､平成5年開業を目指す｡

平成3年6月17日※中川住民協議会常任委員会開催｡
公団より新スケジュ-ル(平成7年完成)の説明｡

平成3年7月9日※第40回推進協 ･合同委員会開催｡
･港北NT関連事業の進捗状況報告｡ ･平成7年度スケジュールの説明
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平成3年7月18日 東山田1工区建築協定公聴会開催｡20人出席､市長認可9月7日｡

平成3年8月24日 本部役員会開催｡東山田支部の存置整備問題､集合住宅問題が議題の
中心となる｡

平成3年9月17日※第3回小委員会開催｡工期延伸-の早期建築希望の対応
･早期建築希望調査票発送
第一地区505件 (早期建築希望60件)
第二地区210件 (早期建築希望28件)合計88件

平成3年9月27日 東山田集合住宅建設に係わる問題について合意し､確認書に調印｡

平成3年10月20甘 東山田保存緑地周辺整備説明会開催｡
平成3年10月30日 東山田第2期工区･工事事前説明会開催｡ (67戸対象)

工期 3年10月～完成6年3月｡
個別説明会 ･11月9日､10日､17日､ (井口､鎌田､佐藤参加)

平成3年10月30日

平成3年11月2日
平成3年11月30日

平成3年12月11日

平成4年1月29日
平成4年2月2日

平成4年2月13日
平成4年2月20日

南山田存置整備工事個別説明について公B]と協議する｡

牛久保5工区二次造成説明会開催｡12月より生活道路を6ケ月閉鎖｡
棄山田第1期工事事業補償説明会を4ブロックに分割して実施｡

東山田第2期工事-横地形状変更交渉､17日ー20日にわたり折箱｡

東山田第2期工事説明会開催｡40名出席､工事完了6年3月｡
東山田打越支部 ･補償勉強会開催｡40名出席､講師 ･鎌田ー野上､
小幡､佐藤､(工事影響範囲内の物件移転補償計算について)
東山田集合住宅建設工事説明会｡工期 平成4年3月～平成5年7月
横浜歴史博物緒新築起工式 ･･平成6年度開館予定｡

平成4年2月28日※第5回事業対策委員会開催｡
(1)平成3年度造成工事進捗状況
･第一地区 着手率85.5%繰越 10.1ha
･第二地区 着手率90.09繰越 4.Oha 合計86.6完繰越 14,1ha｡
(2)早期建築希望対策
第一地区61件､第二地区32件､計93件､調整済82件､調整中11件｡
(3)第二地区直接施工 (強制執行)実施の報告
2月20日実施､私月琵警官 ･機動隊を配置したが平穏に執行終了｡

平成4年3月24日 乗山田第3期工事問題について公団と4月14日迄連続協議を行う｡
平成4年4月9日 打越支部保存緑地石積み工事説明会開催｡工期4月～10月末｡
平成4年4月28日 東山田第2期工事事業損失補償説明会開催｡26名出席｡
平成4年5月12E】 多摩ニュータウン視察会(婦人部主催 ･参加41名)

平成4年5月19日※第6回事業対策委員会開催｡
･供用開始計画の概要胡告
第-地区全体面積 3年末施工計 4年度 5年度 6年度
一般宅地 280.8ha 162.9ha58% 78.5ha35.1ha4.3ha
第二地区全体面積 3年末施工計 4年度 5年度 6年度
一般宅地 410.8ha 370.7ha902: 21.7ha 18.Oha0.4ha
★タウンセンター･計画建設用地は平成7年度に供用開始となる｡
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平成4年6月3日 東山田集合住宅･供給戸数変更協議 ･関東支社ー守る会｡
･戸数変更の理由-大型住居を2戸に分割する為､8戸 増 加する｡

平成4年6月5日 東山田第2期工事補償説明会開催｡30名出席｡

平成4年6月11日 東山田第 1支部 (東急住宅)街区内傾斜 ･擁壁 ･道路対策 ･公団折衝
6/15､6/16､6/17-連続で公団折衝 ･支部打合を行う｡

平成 4年 6 月 23日※第6回小委員会開催｡
(1)棄山田存置工事経過の取組報告
①第1斯工事 (打越)下水本管埋設工事完了､排水桝工事着手､ガス

管埋設工事は未着手､5年10月までは完了予定
②第2斯工事 (第1支部)重機の稼働率が悪く遅れ気味､8月までは

挽回する｡
③第3期~工事 (東急住宅 ･周辺)工期は7年3月を予定｡東急住宅は

工事部で整備内容を調整中なのでー別途対応する｡
周辺27戸の工事説明会を7月2に実施ー7月4-5日
にかけて個別対応していく｡

(2)特別養護老人施設用地の換地変更､一般宅地･近隣センターの換地
を公団所有地と交換｡南山田地区｡5,000mZ｡
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東山田第1支部 (東急住宅)集会 ･宅豊整備､自費移転仮住居対応｡
南山田支部集会｡存置工事補償対応､都市ガス導入他｡
東山田3期工事説明会｡東急周辺区域の下水管工事着手4年11月より｡
日 東山田3期工事個別対応｡下水管､排水桝設置､擁壁等の調整｡
日 東山田2斯工事説明会｡下水管､排水桝設置の調整｡
日 東山田第2支部補償説明会｡山田小北側工事 ･下水､ガス工事等｡
日 南山田支部補償折衝｡雨漏り･柱傾斜の対応､7/14I7/15折衝継続｡

平成4年8月23日 第 2 0 固 定 某月総 会 開 催 ○
(1)運動方針-平成6年度概成対応､存置街区の改善取組､生活環境の
維持向上､外部組織での活動｡
(2)役員改選 会長 ･佐藤錨雄､会長代理 ･井口清､絶 務 ･高橋直通
(3)功労者の表彰 (敬称省略)
･15年以上 野村良博､田中正直､田中 達｡
･10年以上 小口 一､鎌田ミヨ子､政所七郎､福田正弘､菊川正一

鈴木琢也｡

5年以上 稲妻 満､野上政審､大形篠子､吉川武堪､遠藤 徹
井口 清､中島敬子｡

平成4年9月10日※第151匝卜書誌会開催｡
(1)会長 ･会長代理の改選､会長 小口 -氏､会長代理 小島喜治氏
(2)北山田新前センターの仮換地供壁結果報告｡

平成4年9月15日 本部役員会開催｡相談役を小口 -氏､野上政春氏､鎌田美代子氏に
委嘱しました｡

平成4年10月19日 牛久保第2支部都市ガス切り換え調査を開始する｡

平成4年10月31日 港北NT行政センター･センター両駅見学 (婦人部34名参加)
平成4年11月1日※第9回中川住民協議会総会開催｡
平成4年11月7日※第9回港北ニェ-タウン事業推進連絡協議会総会開催｡
平成4年11月18日 中川支部､都市ガスの切り換えで横浜支社に再度促進要望を出す｡
平成4年12月 1日 茅ヶ崎支部､個別排水桝調査実施､存置整備説明会は5年2月の予定
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平成5年1月7日 新春座談会 【̀愛着の持てるニュータウンを目指しで'
平成5年 1月21日※第155回審議会開催.2月1日現在仮換士朗旨定 ･進捗率 51_3%

平成5年1月23日 本部役員会開催｡
(1)東山田存置第3期工事 ･茅ヶ崎存置工事の説明会は4月に延期｡
(2)東山田第2支部､公団集合住宅建設による電波障害が発生し､CA
TV接続で対応する､工事準用 ･利用料金について交渉していく｡
･山田小北側の下水管工事遅れが出る｡工事促進を強く中人いれる｡
(3)東山田第3支部､幹線道路工事による損害補償額提示され個別交渉
(4)南山田支部､存置整備による被害補償の算定は1月末に提示｡
(5)牛久保第1支部､都市ガス調査 1月より実施｡

平成5年2月24日※第2回事業対策委員会開催｡
(1)平成4年度造成工事進捗状況は計画の94%を達成｡
(2)市営3号線開通に伴う棄山田方面からのJiス路線の確保に意見が集中
市の回答は､東急バスが営業所建設に着手し､センタ-北部迄の一
路線を開設する｡ ･委員側から循環路線の運行を要望する｡

平成5年3月17日 東山田集合住宅二期工事説明会開催｡
(1)二期工事 ･5年8月発注 ･完成は6年8月を予定｡
(2)一期の入居募集 ･名称を rコンフォール東山田i分譲32戸賃貸62戸
9月募集､12月入居｡ 光植樹内容は別途協議する｡

(3)電波障害対策は今後継続して交渉する｡
(4)工事終了後の事業損失補償は金銭対応を要求する｡

平成5年3月18日 市 営 地 下 鉄 3 号 線 開 業 す ･る ○
(新横浜～あざみ野間)

平成5年5月12日 F筑波研究学園都市｣見学会 (婦人部主催)参加者46名｡
平成5年5月13日 東山田存置整備第3期工事説明会開催｡ (乗急住宅)

街区内の段差修正は､一部の合憲が得られず公団案で施工する｡
工事中の被害による避難移転は､病人 ･夜勤者 ･乳幼児を対象とする

平成5年5月19El 元牛久保第2支部長 島津 豊氏逝去
平成5年5月19日 元牛久保第2割支部長 古城幸明氏逝去

平成5年5月25日※第3回事業対策委員会開催｡
(1)歴史博物絃野外施設の整備 (大塚 ･歳勝土遺跡公園)着手｡
(2)絵合公園建設の一部着手｡
(3)造成計画 ･5年度-東山田存置､茅ヶ崎存置､南 ･北山田地区界｡

･6年度-東山田存置3期､牛久保5工区､中川地区界｡

平成5年5月26日 東山田卜l工区下水管工事4月完成が8月にずれ込む｡
平成5年5月27[] 東急バス営業所建設計画説明会開催｡5年10月完成､バス出入り口の

改善対策は継続協議とする｡
平成5年5月28日 rコソフォール東山田』建設に伴う電波障害対策交渉｡

工事要の施工者負担､利用料の負担を要求するが､関東支社は前例が
無いとの理由から消極的な姿勢｡ (棄山田第2支部､打越支部)

平成5年7月 1日※第43回推進協 ･合同協議会開催｡
(1)交通休系の整備-地下鉄3号線の開通に伴いバス路線を増強したが
全て市営バスエリアの為､東急パスエリアは孤島化している｡改善
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を要求しても東急に伝える程度の回答では不満は募るばかりである
(2)集合住宅建設 ･核的施設の誘致-集合住宅-の入居は累計で5500戸
5年度は10画地の建設促進を図る｡企業誘致は､35社の内22社
が開設､他は建設計画中｡
(3)土地区画整理事業の進捗 ･5年度に供用開始する面積は261ha｡

平成5年7月15日※第158回書誌会開催｡仮換地指定の事前説明 (打越1期工事終了)
仮清算を申入れなかった地権者が対象｡80画地 ･64名｡
想定減歩率 ･存置小宅地0%､更地小宅地11%､一般宅地10-20%｡
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平成5年10月25日
平成5年1.1月1日

平成5年10月30日
平成5年11月26日

平成5年12月6日

平成6年1月24日

東山田三支部合同会議開催｡ Fコン串-JL東山田i建設電波障害対策｡
東山田第 1支部集会開催｡工事影響補償の取組､避難移転の公平性｡
東山田卜1工区工事影響補償交渉 ･支吉相丁合 8/21ー8/30開催｡

港北NT捻合公園基本構想説明会開催｡
東山田第 1支部 (2-43街区)道路変更交渉ー現送鞄分断の復旧｡
東山田テレビ難視対策交渉｡双方対立進展せず｡
東山田テレビ難視対策交渉｡工事草は公団負担､管理撃は結論出ず｡
東山田テレビ難視対策交渉｡補償期間10年間提示､管理要200円提示
東山田テレビ難視対策交渉｡補償期間10年間提示､管理要は､零を要
求する｡
牛久保第2支部､都市ガス切り換え37戸ー進捗率35%｡
東急バス東山田営業所開設する｡

中 川支部､都市ガス切り換え､進捗率75%｡
東山田テレビ難視対策交渉妥結｡
団地南西側の管理費は､10年間関東支社が全額負担する｡
団地北西側の管理費は､10年間月額200円を負担する｡
東山田第1支部 ･第2支部工事補償協議 ･折衝 ～12月16日蓬｡

※第162回審議会開催｡
(1)仮換地指定の報告 75件､219画地｡
(2)仮換地指定の諮問 6件､ 20画地｡
(3)仮換地指定の事前説明(633画地)
(D平成6年1月16日現在使用収益開始済面積204.7ha(進捗率63.77.)
(参平成6年2月1日使用収益予定面積 214.Oha(進捗率66.5完)
②平成6年4月1日使用収益予定面積 240.5ha(進捗率74.801)
(4)金石文の取り扱い
金石文の換地 ･移設は地元と協議し､移転は補償で対応した｡
第一地区内に保存されている金石文は116件｡

平成6年2月9日※第21回住居表示検討委員会開催｡
6年11月区編成と併せて実施する新町設定は次のとおり｡
牛久保菓1･2丁目､北山田 1･2丁目ー茅ヶ崎中央､中川中央 1丁目､
南山田 2丁目｡

平成6年2月21日光第5回事糞対策委員会開催｡
(1)平成5年度造成工事進捗状況-進捗率81%｡
(2)集合住宅建設計画-1-4-D建設説明｡丸紅､三菱他｡
(3)第一地区橋梁の名称について-37箇所の内13箇所は名称を変更｡

平成6年3月2日※第163回審議会開催｡次回より清算金時点修正の算定書誌に入る｡
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平成6年5月11日※第164回審議会開催｡換地計画について説明を受ける｡
①時点修正､②仮清算金の経過､③仮清算と本清算との関係､
④仮清算金の徴収 4交付､(9権利変動と清算金

平成 6年 5月 30日※第6回事業対策委員会開催｡
(1)平成6年度供用開始計画

5年度実績 6年度計画面積 7年度計画面積
･宅地 第一地区 95% 15.4ha(100%)
･宅地 第二地区 97% 14.Oha(100%)
･センター 51% 29.2ha
･建設計画用地 80% 15.8ha
･公園他 81% 4.7ha
(2)集合住宅建設計画
ト5-良 (大 棚)住友不動産､ 5
2-6-C (茅ヶ崎)関東支社､ 4
2-1Lc(葛ヶ谷)関東支社､ 6

30.Aha(100%)
20.4ha(100%)
10.8ha(45.3ha残)
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(3)桂浜市室内水泳競技場建設計画
建設場所 ･北山田､7年度着工､9年度完成､10年度開設｡

平成 6年 6 月 10日 厚木 ･森の里 (複合都市)見学会 (婦人部主催 ･参 加者46名)

平成6年6月22日※第165回審議会開催｡換地計画の説明 ･時点修正案提示 (10.727.)
平成6年7月4日※拡大小委員会開催｡時点修正内容の審議｡

平成6年8月28日 第21回定期絵会開催｡
(1)換地処分-の対応､(2)存置街区整備の対応ー(3)生活環境の維持
(4)役員改選 会 長 ･佐藤餓雄､会長代理 ･井口 清､小幡一義｡

平成6年9月19日※第7回事業対策委員会開催｡
(1)第三京浜逆光新港北Jト恥グエ1)7建設の概要説明.
(2)都筑区休日急患診療所建設の報告｡
(3)卜5-B集合住宅建設反対運動に対する公団説明 ･地元委員応酬｡

平成6年9月22日※第167回審議会開催｡
(1)換地計画について-仮清算金業務を平成6年7月をもって終了｡
(2)仮清算金分割納付継続者は 207名ー9/26-9/30に説明を行う｡
(3)第5期審議会委員の改選案提示｡

平成6年11月6日※港北ニュータウン地区は 『者TS筑 区 J] と な る o
住居表示は5箇所を残して全て実施済となる｡

平成6年11月19日 本部役員会開催｡
(1)各支部の存置整備造成工事はー終息に近付いてきた｡
(2)牛久保第2支部､集合住宅問題で公団と交渉 ･対立の状態.
(3)5期審議会委員候補出揃う｡

平成6年11月27日 埼玉三郷地区の会員港北ニュータウンを視察交流｡
平成6年11月30日※港北NT事業推進連絡協議会第10回総会開催｡
平成6年12月20日 牛久保棄集合住宅反対運動 ･交渉決裂持久戦となる｡
平成7年1月17日 阪神大震災､戦後最大規模の被害となる｡
平成7年1月20日 第5期審議会委員立候補締切 ･･定員の為ー投票無しとなる｡
平成7年 1月24日※住居表示検討委員会開催｡昭和58年～平成6年迄実施は69ケ町｡

平成7年の新町設定5ケ町で､NT地区内の住居表示は終了した｡
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平成7年2月11日 第5期審議会委員の確定 (宅地会推薦委員)
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第一地区 ･井口 清､稲妻 満､大塚章一､小幡一義､鎌田美代子､
北川雅昭､小口 一一佐藤銭雄､野上政春ー三沢弘明｡

第二地区 ･内藤正康､福田浩司｡
F仮換地供覧に対応｣手引書を発行する｡
牛久保5工区工事終了に伴う､事業損失補償に対応ー65名｡
横浜市室内水泳競技場建設計画に対する公聴会開催｡

3月29Er※第173回審議会開催｡ "審議会会長の選任"
(1)会 長 ･小島 富治氏､会長代理 ･野上 政審氏｡
(2)換地計画供覚の日程 - 5月10日から実施｡

平成7年4月21日 東山田第2支部 ･F換地計画供覧｣説明会開催 (55名ー本部出席)
①換地計画の供覧対応 ②CATVの加入手続き ③事損補償の取組｡

平成7年4月27日 東山田打越支部 ･F換地計画供覧｣説明会関催 (40名､本部出席)
①換地計画の供覧対応 (塾CATVの加入手続き ⑨事垣補償の取組｡

平成7年4月30日 東山田第1支部 ･｢換地計画供覧｣説明会開催 (20名､本部出席)
①換地計画の供覧対応-仮清算金完了しているが追加が発生している
②造成工事-2期工事完了､事損金額提示終了､4月から個別交渉｡

3期工事4戸駐車場工事着手､事損金額提示は6月予定
平成7年5月7日 牛久保第2支部 ･F換地計画供覧｣説明会開催 (75名､本部出席)

(∋換地計画供覧対応､②事損調査､③集合住宅建設問題意向調整｡

平成7年5月22日 公EB･NT建設部宛に打越支部内に重機置き場改善の要望書を提出｡
平成7年5月29日X第3回事業対策委員会開催｡

(1)横浜市室内水泳競技場の建設計画の説明｡
(2)大塚 ･歳勝士道跡公園整備計画の説明｡
(3)捻合公園の建設状況の報告｡
(4)1-5-B集合住宅状況-地元との対話は平行線で謬着状惹｡
(5)4号線はーリニア方式で検討中の報告｡

平成7年6月6日 埼玉加須 ･日光視察 婦人部主催､34名参加｡
～7日

平成7年7月19日 換地計画供覧終了 ･･束局者1310人26,9完･･低調｡

平成7年7月16日 牛久保第2支部､存置街区14戸に補償額提示､10工区は9月の予定｡
平成7年7月21日 東山田第2支部の事損補償提示遅れる､支社と協議､7/23支部説明､

7/25会員に補償額が提示される｡

平成7年7月21日※第175回審議会開催｡
(1)一般宅地の供用開始は99%､タわセンター､北山田駅前センターが或る｡
(2)換地設計供覧での主な質問件数･･換地設計86件､清算金47件ー

-登記について81件､その他63件｡
(3)清算金 徴収 ･交付内訳

種 別 徴 収 交 付 合 計

'f7 6811,039 743449 1,4241,488仮 清 算済
清 算 無し 1,961
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平成7年9月27日※第176回審議会開催｡
(1)仮換地指定の報告､仮換地指定の変更(ガス別け-､換地交換)
(2)登記所の閉鎖期間について ･･3ケ月以上の予定｡

平成7年10月25日 事業損失補償の取組 ･･東山田第1支部ー東山田第2支部ー
～11月10日 牛久保第2支部ー5工区関係24戸完了､集合住宅整備関係協議中｡

平成7年11月11日 神奈川県民フォーラム参加 (宅地会10名)

平成7年11月14日 ト5-B集合住宅反対運動-公団は議論が出尽くす､と交渉打ち切り｡

平成7年12月6日※第31回土地利用特別委員会開催｡
(1)平成7年度市街化促進策の進捗-
･計画建設用地 380haの内ー6年度末迄に230haを処分した｡
･7年度は5箇所を誘致活動中｡
(2)公益施設の変更
公民館用地26ヶ所を計画したが､地区センターの設置､自治会鎗用地
の配置により､一般宅地に変更する｡診療所用地も一般宅地とする｡

平成7年12月13日※第173回審議会開催｡
(1)仮換地指定の概要
①平成7年12月13日蓮使用塀益開始の面積 261.3ha(81.52;)
②平成8年3月31日に使用収益予定面積 59.Aha(18.5%)
(2)仮換地指定の事前説明
①民有地 130画地､105人｡(診公団保有地 363画地｡
(3)換地計画について ①清算金の内訳
民有地 (徴収)3945百万 (交付) 490百万 (減歩率)35.6%
公 団 (徴収) 150百万 (交付)3605百万 (減歩率)40.7%

4095百万 ~ 4095百万 ~~
② 本清算金の内訳 (徴収分)11億6千万一 (交付分)38位3千万｡
③換地処分公告の時期-平成8年9月末予定｡
④清算金の登記処理による登記所閉鎖期間､約6ケ月間｡

平成7年12月17日 卜5-B集合住宅対策は､交渉 ･委員会を繰り返し､12月28日公団が
～28日 提示した内容をもって基本問題を収束する｡

平成8年1月5日※港北中央地区の事業計画の縦覧始まる｡1月18日迄｡

平成8年1月20日 本部役員会開催｡
工事関係は､東山田第 1支部 (運動公園整備)､打越支部 (地区公園
整備)牛久保第2支部 (地区界道路整備の為生宿道路遮断)茅ヶ崎支
部 (集合住宅建設問題)等が蕉されている｡

平成8年1月25日 榛浜市室内競技場起工式｡

平成8年2月22日※第179回書誌会開催｡仮 換 地 手旨足 長 轟を諮 問 !
(1)仮換地指定の報告-46件｡
(2)第101回仮換地指定の諮問- 439画地､ 106人 (承認)
(3)保留地変更の諮問-公民舘､診療所､保育所用地の変更 (承認)
(4)特別な宅地に関する措置 (換地不交付)諮問 (承認)
(5)検地計画絵括表の説明 ･換地計画の諮問 (承認)
(6)区画整理法による縦覧期間4月3日～4月16日｡
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平成8年2月22日※中川住民協議会開催｡市 ･公団幹部出席し､現況報告を受ける｡

平成8年3月10日 役員会開催 ･宅地会存続に関する検討を行い､解散時期で議論する｡
平成8年3月16日 本部役員会開催｡各活動経過 ･会議内容の報告

(1)宅地会解散時期の書誌｡
解散時期については､8月の総会に提案するが､平成9年3月をも
って解散としたい｡
(2)各支部における問題は､東山田第 1､牛久保第2､茅ヶ崎を除いて
解決している｡

平成8年4月3日 換地計画縦覧対応結果-4月16日までの来訪者77名｡
平成8年4月26日 八王子研究所 (奥多摩)見学会 (婦人部主催 ･参加者40名)

平成8年4月30日※第32回土地利用特別委員会開催｡
(1)平成8年度市街化促進策について
(2)用途地域指定香え ･･5月10日より施行｡建蔽率/容積率 40/80｡

平成8年5月18日 本部役員会開催｡各活動内容 ･会議報告｡ ･第22回総会準備検討

平成8年5月27日※第180回審議会開催｡ l̀実 質 書 議 終 了 ''
(1)仮換地指定の報告-民有地545画地､公団所有地466画地｡
(2)換地処分スケジュール
7月 ･換地処分通知書を地権者に郵送､9月県に換地処分の届け出
9月29日 換 地 処 分 の 公 告 (県朝掲載)

平成8年6月15日 本部役員会開催｡各活動内容 ･会議報告｡
･区役所から通知された F本籍更正の申出｣に誤記があり混乱｡
･第22回絵会準備､今後の運営について検討を行う｡

平成8年6月20日※推進協議会正副会長会議開催｡ ･換地処分の件､ ･街づくり指導の件
･第11回捻会対策､ ･推進協の解散時期等｡

平成8年7月4日※第46回合同協議会開催｡ ･推進協議会の解散提案｡
平成8年7月8日※中川住民協議会開催｡今後の方向は推進協の動向で判断する｡

平成8年8月25日 宅 地 会 第 2 2 回 定 期 総 会 開 催 ○
平 成 9 年 3 月 を も っ て 解 散 を 決 議 ｡
9年3月蓬は､本部体制を維持し､諸般の問題解決に当たり､会の記
念誌 F宅地会 ･25年間の歩み｣を編纂する｡

平成8年8月26日※第33回土地利用特別委員会開催｡8年度以降の市街化促進策書議｡
平成8年9月3日※四地区正副会長会議開催｡推進協議会解散問題ー総会対策他｡

平成8年9月11日※中川住民協議会開催｡絵全日程8年12月15日､絵会で解散提案｡

平成8年9月12日※第181回審議会開催｡ 審 議 会 解 散 す る ○

平成8年11月29日※港北NT事業推進連絡協議会第11回総会開催｡
本 総 会 を も っ て 角事散 を 決 議 ○

平成8年12月15日※中川住民協議会第11回総会開催｡
本 総 会 を も っ て 角芋散 を 決 議 ○
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平成 9年3月22日 長 寿冬 本 書TS役 員 会 開 催 ○
解散式準備､記念誌編纂委員会の確認｡

平成 9年3月26日 市長から港北NT建設事業功労者感謝状投与 (宅地全会員 17名)

平成9年3月27日 港北NT土地区画整理事業竣工式 (佳都公団主催)
感謝状授与-審議会会長 ･会長代理一事業推進協議会 ･正副会長｡

平成9年4月20日 宅 地 全 角軍散 式 ○
『宅 地 会 2 5年 間 の 歩 み 』 発 才子O

25年の記雛纏め終えて
25年間の記塵を 1,800行に起繍する作業は大変の一言に尽きます｡
記録を整理していると､20年前 ･10年前の会議や交渉そして審議会選挙の活動が､髪髭
として思い起こされーあれもこれもを載せたくなりましたが､割愛した部分もあり､また
不明の為､脱落した内容もあるかも知れません｡
F25年間の歩みJに記載した内容は､私共の運動を主休としておりますので､全休的
な記録として欠けている点もありますが､ご容赦梗如 まヽす｡
F25年間の歩みJを作成するに当たり､野村前会長の賃料をお借りしたり､政所前総
務部長の記録を拝借したり､原稿の校正 は専ら鎌田相談役と高橋総務部長にお願いし､ど
うやら纏まりましたが､とにかく "25年間は永かった"と云う実感を味わいました｡
最後に､運動に携わった会議等の一覧表を掲載 しておきます｡ 佐藤記

宅地会が主催した会議内容

宅地会 ･絵会
本部役員会
本部長会議

法規委員会 (訟務部会含む)
論説委員会
存置対策委員会
広報編集委員会
自営業対策部会
婦人部会
地区外対策会議
調査部会 (他地区調査)
支部役員会 ･理事会
支部集会 ･勉強会

対市交渉 ･協議等

22回
282回
62回
74回
31回
23回
137回
(45回)
47回
72回
116回
(2530回)
462回
217回

対公団交渉 ･協議 ･折衝等 (583回)

参加 した会議 ･委員会等

区画整理全国連絡会議 (研究集会)
土地区画整理審議会
々 々 (小委員会)

港北NT推進連絡協議会 -絵会
々 々 (合同協議会)

々 (四地区正副会長会議)
々 (事業対策委員会)
々 (生活対策委員会)
々 (住居表示検討委員会)
々 (土地利用特別委員会)

中川地区住民協議会 ･給金
々 々 (常任委員会)
々 (事業 ･生活対策会議他)
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歴代本部役員名簿(剛 6年～蜘50年) N｡.1

役 職 名 昭 和 46年 昭和 47年 昭 和 48年 昭 和 49年 昭和 50年

会 長会 長 代 理会 長 代 理事 務 局 長 岸 田 秀 男高 橋 幸 三 岸 田 秀 男高 橋 幸 三 岸 田 秀 男野 村 .良 博 岸 田 秀 男野 村 良 博 岸 田秀 男野 村良 博中 島庚 喜

総 務 部 長 吉 野 清 治沼 尾 日出九四之宮 博 笹 本 秀 夫沼 尾 日出丸森 田 尚 武小 林 隆 雄白 江 久 甫 高 橋 幸 三 本 村 明 正

絵 務 百倍特長 本 村 明 正 笹 本 秀 夫 政 所七 郎

々 百倍B長々 副部長 宮 量 十 三 中 島 窟 喜白 石 進 山 本福 久

財 政 部 長財 政 畜晴持長々 畜据特長調 査 部 長々 福部長広 報 部 長 笹 本 秀 夫佐 藤 域 雄 井 桁 貞 一佐 藤 域 碓 原 田 収井 上哲 次金 子 陸佐 藤城 雄稲 妻 満渡 辺 正

自 江 久 甫野 村 良 博 白 江 久 甫 渡 辺 正広 報 副部長々 副部長々 副部長地区外対策部長々 副部長自営業対策部長々 副部長婦 人 部 長会 計 監 査会 計 監 査相 談 役 飯 塚 章 夫野 村 良 博 小 林 隆 雄四之宮 博 田 中 進山 田 晃関 利 春四之宮 博 田 中 達笹 本秀 夫遠 藤 徹渡 辺思 吾松 本ゑ い田 中正 直井 桁貞 一呪之宮 博

相 談 役 安 東 梅 夫 四之宮 博 音 量 十 三 亀 谷 政政 所七 郎相 談 役 甲 賀 清 治 宮 墓 十 三 甲 葺 清 治 塚 田 良 夫東山田1支部長 田 村 信 塚 田 良 夫

東山田2支部長打 越 支部長北山田 支部長 本 村 明 正渡 辺 正 本 村 明 正渡 辺 正 藤 沼 盈四郎宝 井 俊 二田 中 正 直 田 中千 秋海 野満 天本 多好 夫
南山田 支部長 安 東 梅 夫 安 東 梅 夫 自 江 久 甫 山 田 晃
牛久保1支部長 木 村 萱 木 村 章 木 村 書 木 村 馨

牛久保2支部長中 川1支部長 佐 藤 錯 従橋 本 孝 一 佐 藤 環 雄 佐 藤 銭 碓田 村 隆 義 長 揮 豊田 村隆 蓑
中 川2支部長茅ヶ崎 支部長 礁 谷 政 託 摩 秀 男韻 谷 政 青 柳正 郎白 石 進
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歴代本部役員名等(蜘51年～噺55年) Na2

役 職 名 昭 和 51年 昭和 52年 昭 和 53年 昭 和 54年 昭和 55年

会 長 岸 田 秀 男 岸 田 秀 男 岸 田 秀 男 岸 田 秀 男 野 村良 博

会 長 代 理 野 村 良 博中 島 窟 喜 野 村 良 博中 島 虞 喜 野 相 良 博 野 村 丘 博 小 口 -

会 長 代 理 小 口 小 口 佐 藤錨 雄
会 長 代 理 佐 藤 域 雄 佐 藤 域 雄

絵 務 部 長 政 所 七 郎 政 所 七 郎 青 柳正 郎
絵 務 高時拝島 政 所 七 郎 政 所 七 郎 小 娘 衛 小 娘 衛 森 田尚 武

々 高時拝島 遠 藤 徽原 田 収 定別当 孝 司 定別当 孝 司田 中 正 直 定別当孝 司々 百倍拝島財 政 部 長 原 田 収 赤 坂 嘉 一田 中 正 直 浜 田格 彦田 中正 直
財 政 菖陪拝島 井 上 哲 次 井 上 哲 次 滝 口 峰 雄 滝 口 峰 雄 大 塚妻 -
調 部 佐 藤 域 雄 佐 藤 錨 堆 藤 城 碓

々 福部長 縮 重 満 稲 妻 満 稲 妻 満 田 中 進広 報 部 長 渡 辺 正 渡 辺 正 田 中 進 鎌 田美代子
広 報 畠晴区長 田 中 達 田 中 進 片 岡 雄一郎 片 岡 雄一郎 小 林隆 雄

々 畠陪拝島 海 野 満 海 野 満 瓜 生茂 三遠 藤 徹々 畜陪拝島 笹 本 秀 夫 笹 本 秀 夫 小 林 隆 雄 小 林 隆 雄地区外対策部長 遠 藤 徹 遠 藤 徹

々 畠陪特長 遠 藤 徽渡 辺 忠 吾 遠 藤 徹渡 辺 思 吾 井 上 哲 次 井 上 哲 次 井 上哲 次
々 責階拝島 畑 英 夫 畑 英 夫 畑 英 夫
自営業対策部長 渡 辺 忠 吾 渡 辺 忠 吾 早 船文 蔵
々 畠階拝島 早 船 文 蔵 早 船 文 蔵 鈴 木大 次

々 副部長 松 本 ゑ い 鎌 田 美代子田 中 正 直 木 村 斉 木 村 斉 寒 川正 蔵

婦 人 部 長 鎌 田 美代子 鎌 田 美代子 大 形鶴 子

々 畠聴B長 鎌 田 美代子田 中 正 直 小 林 純 子 小 林 純 子 原 田和 子

々 副部長 河 井 信 子 河 井 信 子 横 田つるの
々 副部長 山 崎 ふじ子 山 崎 ふじ子
々 百lJ吾β長 山 本 美代子 山 本 美代子
会 計 監 査 原 田 収 原 田 収 鈴 木政 治

会 計 監 査相 談 役相 談 役東山田l支部長 井 桁 貞 一四之宮 博鶴 谷 政政 所 七 郎 井 桁 貞 一政 所 七 郎 浜 田 格 彦政 所 七 郎 浜 田 格 彦政 所 七 郎 岡 部 責政 所七 郎
東山田2支部長 田 中 千 秋 田 中 千 秋 吉 原 和 男 吉 原 和 男 海老沢 充
打 越 支部長 海 野 満 夫 海 野 満 天 覚 張 達 夫 覚 張 達 夫 覚 張達 夫
北山田 支部長 本 田 好 夫 本 田 好 夫 本 田 好 夫 本 田 好 夫 本 田好 夫

南山田1支部長 山 田 晃木 村 書 山 田 晃木 村 馨 吉 良 敏 吉 良 敏 吉 良 敏
南山田2支部長 武 井 俊 一 武 井 俊 一 武 井俊 一
牛久保1支部長 木 村 馨 木 村 曹 木 村 馨
牛久保2支部長 長 滞 豊 長 揮 豊 長 滞 空 長 鐸 豊 鈴 木琢 也
中 川1支部長 田 村 隆 義 田 村 隆 義 田 村 隆 義 田 村 隆 義 田 村隆 義
中 川2支部長 青 柳 正 郎 青 柳 正 郎 菅 野 出 菅 野 出 三 洋弘 明
茅ヶ崎 支部長 白 石 進 白 石 進 菊 川 正 一 菊 川 正 一 菊 川正 一
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歴代本部役員名簿(蜘56年～蜘60年) N｡.3

役 職 名 昭 和 56年 昭和 57年 昭 和 58年 昭 和 59年 昭和 60年

会 長 野 村 良 博 野 村 長 博 野 村 良 博 野 相 良 博 野 村良 博
会 長 代 理 小 口 小 口 小 口 小 口 小 口 -

会 長 代 理 佐 藤 域 雄 佐 藤 域 雄 佐 藤 真読 雄 佐 藤 餓 碓 佐 藤繊 雄

総 務 部 長 青 柳 正 郎 青 柳 正 郎 青 柳 正 郎 鎌 田 美代子 鎌 田美代子

総 務 百倍防長 森 田 尚 武 森 田 尚 武 森 田 尚 武 大 形 篤 子田 中 正 直 大 形篤 子

々 副部長 定別当 孝 司 定別当 孝 司 出 沼 靖 孝
々 副部長 浜 田 格 彦 出 沼 靖 孝

財 政 部 長 田 中 正 直 田 中 正 直 田 中 正 直 田 中正 直
財 政 畠倍拝島 大 塚 妻 - 大 塚 棄 - 大 塚 棄 - 大 塚 要 一 大 鹿 -

広 報 部 長 鎌 田 美代子 瓜 生 茂 三 瓜 生 茂 三 瓜 生 正 三 内 藤秀 文
広 報 高崎拝島 瓜 生 茂 三 菅 野 出 菅 野 出 菅 野 出 菅 野 出
々 百倍拝島 小 林 隆 雄 乎 繁 雄 平 繁 雄 滝 口 峰 雄 滝 口峰 雄

地区外対策部長々 菖槽市長 遠 藤 徹井 上 哲 次 佐 藤 錨 雄 佐 藤 錨 堆 佐 藤 裏技 雄 佐 藤錯 塩

々 副部長自営業対策部長 畑 英 夫早 船 文 蔵 覚 張 達 夫 鈴 木 大 次 野 上 政 春 野 上政 春
々 百倍拝島 三 沢 弘 明 三 択 弘 明 三 沢 弘 明 三 沢 弘 明 三 沢弘 明
々 畠倍β長 鈴 木 大 次 鈴`木 大 次 野 上 政 春 五十嵐 寿 紀 五十嵐寿 紀
々 高僧拝島 寒 川 正 蔵 渡 辺 利 夫 渡 辺 利 夫 久保田 一 雄 久保田一 雄

婦 人 部 長 大 形 鶴 子 大 形 鶴 子 大 形 鶴 子 宮 崎 幸 子 宮 崎幸 子
々 高崎β長 原 田 和 子 石 坂 住 子 石 坂 住 子 吉 田 静 枝 吉 田静 枝
々 高梧拝島 横 田 つるの 須 藤 金美子 須 藤 金美子 大 島 美智子 大 島美智子

会 計 監 査 鈴 木 政 治 鈴 木 政 治 鈴 木 政 治 田 中 公 司 田 中公 司

会 計 監 査 岡 部 害井 口 情 岡 部 害 岡 部 責 岡 部 責 岡 部 責

存置対策委員長 木 村 誠 木 村 誠 北 川 雅 昭 北 川雅 昭
々 副委員長 田 中 公 司 田 中 公 司 柴 英 二 柴 英 二

々 副委員長 出 沼 靖 孝 出 沼 靖 孝 内 藤 秀 文 内 藤秀 文

東山田1支部長 井 口 清 井 口 清 井 口 清 井 口 婿

東山田2支部長 海老沢 充覚 張 達 夫 長 田 敬 行 長 田 敢 行 横 坂 勇 次 横 坂勇 次
棄山田3支部長 平 井 哲 平 井 哲 政 所 七 郎 政 所七 郎
打 越 支部長 菅 野 保 夫 菅 野 保 夫 小 幡 一 義 小 幡一 義
北山田 支部長 本 田 好 夫 田 中 正 直 田 中 正 直 田 中 正 直 田 中正 直
南山田 支部長 吉 良 敏 福 田 正 弘 福 田 正 弘 福 田 正 弘 福 田正 弘
牛久保1支部長 木 村 馨 笹 本 秀 夫 笹 本 秀 夫 笹 本 秀 夫 笹 本秀 夫
牛久保2支部長 鈴 木 琢 也 鈴 木 琢 也 鈴 木 琢 也 高 橋 正 作 高 橋正 作

中 川1支部長 田 村 隆 義日 田 村 隆 義辰次郎 田 村 隆 義井 上 辰次郎 情 野 貞 雄 情 野貞 雄
中 川2支部長茅ヶ崎 支部長 ‥ 沢 弘 明菊 川 正 一 井 上菊 川 正 一 菊 川 正 一 吉 川 武 雄 吉 川武 並
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歴代本部役員名簿(蜘61年～堀 2年) 仙4

役 職 名 昭 和 61年 昭和 62年 昭 和 63年 昭和謎年 .平成 平成 2年

会 長 野 村 良 博 野 村 良 博 佐 藤 銭 雄 佐 藤 鐸 崖 佐 藤環 雄

会 長 代 理 野 上 政 春 野 上 政 審 塚 田 良 夫 塚 田.小 口 鎌 田莫代子高 橋直 道

会 長 代 理 佐 藤 述 並 佐 藤 措 雄 稲 妻 清 稲 妻 溝

総 務 部 長 政 所 七 郎 政 所 七 郎 高 橋 直 通 高 橋 直 通

絵 務 高貼 菅 野 和 共田 中 正 直内 藤 秀 文 菅 野 和 共田 中 正 直内 藤 秀 文 菅 野 和 共 菅 野 和 共 菅 野和 共

々 朝雄島 井 桁 貞 一 井 桁 貞 一 吉 川武 雄

財 政 部 長 田 中 正 直 田 中 正 直 井 口 清
財 政 喜倍特長 田 中 公 司 田 中 公 司 田 中公 司

広 報 部 長 福 田 正 弘 福 田 正 弘 福 田正 弘

広 報 菖倍巨星 菅 野 出 菅 野 出 菅 野 出 菅 野 出 中 島敬 子酒 井昌 子

々 岳槽市長 伊 藤 久裸子 伊 藤 久茂子 伊 藤 久視子 伊 藤 久裸子

地区外対策鮪昆 稲 妻 満 稲 妻 満 稲 妻 満 稲 妻 溝

自営業対策部長 小 幡 一 義 小 幡 一 義 探 瀬 武 是 探 瀬 武 是
々 高崎市長 渡 辺 利 夫 渡 辺 利 夫 浜 崎 昭 治 浜 崎 昭 治

婦 人 部 長 大 鳥 美智子 大 鳥 美智子 中 島 敬 子 中 島 敬 子
々 副部長 中 島 敬 子 中 島 敬 子 酒 井 昌 子 酒 井 昌 子 乗 冨静 代
々 畠倍拝島 酒 井 昌 子 酒 井 呂 子 諏 江 洋 子 諏 江 洋 子
々 畜倍拝島 吉 田 静 枝 吉 田 静 枝

会 計 監 査 井 口 清 井 口 清 木 村 萱 木村馨鈴木琢也 鈴 木琢 也
会 計 監 査 菊 川 正 一 菊 川 正 一 菊 川 正 一 菊 川 正 一 菊 川正 一.

存置対策委員長 北 川 雅 昭宮 崎 繁 雄 北 川 雅 昭宮 崎 繁 雄 北 川 雅 昭 北 川 雅 昭

々 副委員長 富 永 友 芳 富 永 友 芳
々 副委員長 土 田 和 義 土 田 和 義

相 談 役 野 村 良 博 野 村 漫 博 小 口 -

東山田1支部長 宮 崎 繁 雄 宮 崎 繁 雄 宮 崎繁 雄
東山田2支部長.高 橋 直 通 高 橋 直 通 小 林 十 郎 小 林 十 郎 小 林十 郎
東山田3支部長 入 山 幸三郎 入 山 幸三郎 大井川 巧 大井川 巧 政 所七 郎
打 越 支部長 古 谷 信 治 古 谷 信 治 門 奈 武 門 香 武 門 奈 武
ヒ山田 ., 田 正 直 田 正 直 田 正 直 田 中 正 直
南山田 支部長 福 田 正 弘 福 田 正 弘 福 田 正 弘 福 田 正 弘 福 田正 弘
牛久保1支部長 大 塚 章 一 大 塚 要 一 大 塚 要 一 大 塚 妻 - 大 塚要 一
牛久保2支部長 高 橋 正 作 高 橋 正 作 鈴 木 琢 也 鈴 木 琢 也 遠 藤 徹
中 川 支部長 柴 英 二 柴 英 二 三 沢 弘 明 三 沢 弘 明 山 佃武 雄
茅ヶ崎 支部長 吉 川 武 雄 吉 川 武 雄 吉 川 武 雄 吉 川 武 雄 吉 川武 雄
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歴代本部役員名簿(報3年～報9年) 他5

役 職 平成 3年 平成 4年 平成 5年 平成 6年 平成 7年 平成 8年 平成9年

会 長 佐藤 域雄 佐藤 蟻雄 佐藤 抽狂 佐藤 銭雄 佐藤 銭雄 佐藤 銭雄 佐藤犠堆
会長 代理 鎌田美代子 井口 清 井口 清 井口 清 井口 清 井口 清 井口 清
会長 代替 小幡 -一義 小幡 一義 小幡 一義 /J噸一義

捻捺 部長 高橋 直逆 高橋 直通 高橋 直送 高橋 直通 高橋 直送 高橋 直通 高橋直送
絵務畜階拝島 菅野 和共 吉川 武雄 吉川 武雄 吉川 武雄 吉川 武雄 吉川 武雄 吉川武並

財政 部長 井口 清 原田 収 原田 収 井口 清 井口 清 井口 清 井口 清
財政孟榔 長 田中 公司 山細 武雄 山畑 武雄

広朝 部長 福田 正弘 菅野 和共 菅野 和共 菅野 和共 菅野 和英 菅野 和共 菅野和共
広幸臨倍拝島 中島 敬子 中島 敬子 中島 敬子 中島 敬子 中島 敬子 中島 敬子 中島敬子

婦人 部長 酒井 昌子 大島美智子 大島美智子 大島美智子 大島美智子 大島美智子 大島姑子
嬬人畜陪β長 棄富 静代 伊藤久裸子 伊藤久祝子 伊藤久視子 伊藤久視子 伊藤久裸子 伊藤くみ子
婦人畠聴β長 大西千恵子 大西千恵子 大西千恵子 大西千恵子 大西千恵子 大西転子

会計 監査 鈴木 琢也 鈴木 琢也 鈴木 琢也 鈴木 琢也 鈴木 琢也 鈴木 琢也 鈴木琢也
会計 監査 菊川 正一 菊川 正一 菊川 正一 菊川 正一 菊川 正一 菊川 正一 菊川正一

相 談 役 小口 一宮崎 繁雄 小口 - 小口 - 小口 - 小口 - 小口 - 小口 -

相 談 役 野上 政春 野上 政春 野上 政春 野上 政春 野上 政春 野上政春

相 談 役(支部長)東山田第1 鎌田美代子 鎌田美代子 鎌田美代子 鎌田美代子 鎌田美代子 鎌田敏子宮崎 繁雄 宮崎 繁雄 松居 敏夫 松居 敏夫 松居 敏夫 松居敏夫

東山田第2 小林 十郎 山口 勝 山口 勝 山口 豚 山口 勝 山口 勝 山口 勝

東山田第3 政所 七郎 桐原 靖 桐原 靖 渡部 恭久 渡部 恭久 渡部 恭久 渡部恭久

打 払支部 門奈 武 門奈 武 門奈 武 門奈 武 門奈 武 門奈 武 門奈 武

牛久保第1 大塚 棄- 大塚 要一 大塚 要一 大塚 妻- 大塚 真一 大坂 要一 大塚要一

牛久保第2 遠藤 徹 山崎 増 山崎 潜 高井 佑介 高井 佑介 高井 佑介 高井臨介

中 川支部 山城 武雄 山王田 武雄 山珊 武雄 山鰯 武雄 山蝦 武雄 山王田 武雄 山城武雄

茅ヶ崎支部 吉川 武雄 吉川 武雄 吉川 武雄 吉川 武雄 吉川 武雄 吉川 武雄 吉川武雄
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港 jヒN T 第 1 地 区 土 地 区 画 整 理 富 議 員 名 芸蔓

第 1期 第 2 某日 第 3 期 第 4某河 第 5某日

S50,4-S55.3 S55.4-S60.2 S60.3-H2.2 H2.3-H7.2 H7.3-H8_9

会 長会 長会 長 代理会 長 代理 田 丸 政 治 野 村 良 博 皆 川 亮 一 大久保 久 夫小 口小 口小 島 喜 治 小 島 富 治

岸 田 秀 男 皆 川 亮 一 野 村 良 博 野 上 政 春

東山田 斉 藤 実 弘 海 野 満 男 小 幡 一 義 小 幡 一 義 小 幡 一 義

中 川 稲 妻 満 稲 妻 満 稲 妻 満 稲 妻 満 稲 妻 満

中 川 小 口 小 口 小 口 三 揮 弘 明 小 口

東山田 本 村 明 正 鎌 田 美代子 鎌 田 美代子 鎌 田 美代子 鎌 田 芙代子

南山田 野 村 良 弘 岸 田 秀 男 四之宮 博 四之宮 博 北 川 雅 昭

牛久保 佐 藤 錨 雄 佐 藤 錨 堆 佐 藤 錯…雄 佐 藤 嘉琵 雌 佐 藤 銭 雄

牛久保 笹 本 秀 夫 木 村 馨 木 村 昔 大 塚 要 一 大 塚 妻 -

東山田 荒 井 一 夏 塚 田 良 夫 井 口 清 井 口 楢 井 口 清

中川 .東山田 育 .田BT製作所 育 .田園製作所 野 上 政 春 野 上 政 春 三 揮 弘 明

南山田牛久保 自 江 久 甫 白 江 久 甫 自 江 久 甫 三 浦 義 男 三 浦 義 男

北山田牛久保 早 船 文 蔵 早 船 文 蔵 唐 戸 章 次 唐 戸 章 次 唐 戸 章 次

北山田東山田 渡 辺 正 渡 辺 正 栗 原 貞 夫 栗 原 貞 夫 栗 原 貞 夫

北山田 男 全 冨 雄 男 全 富 雄 男 全 富 雄 男 全 富 雄田 丸 政 治 男 全 冨 堆

牛久保 小 島 喜 治 唐 戸 章 次 小 島 喜 治 大久保 久 夫

中川 .牛久保 皆 川 亮 一 田 丸 政 治 田 丸 政 治 田 丸 政 治

南山田 小 泉 里 治 高 橋 良 雄 高 橋 良 雄 高 橋 良 雄 高 橋 良 雄

中 川 大久保 正 治 大久保 正 治 大久保 久 夫 大久保 正 治 大久保 正 治

大 棚 関 金 三 関 金 三 皆 川 健 一 皆 川 健 一 皆 川 健 一

北山田 織 茂 繁 男 織 茂 繁 男 拙 茂 繁 男 酒 井 正 一 酒 井 正 一

牛久保 長 揮 定 吉 長 揮 定 吉 長 滞 定 吉 長 揮 定 吉 長 揮 定 吉

東山田 森 登 森 登 飯 田 恒 雄 飯 田 恒 雄 飯 田 恒 堆

港 ヨヒN T 第 2 地 区 土 地 t茎:画 整 王聖書 議 員 名 簿

茅ヶ崎 内 藤 正 康 内 藤 正 座 内 藤 正 康 内 藤 正 座 内 藤 正 康
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中 Jll住 民 協 議 会 歴 代 委 員 名 簿

(常 任 委 員 会 ) (無印は宅地会選出委員)

年度 第 1 期 第 2 期 第 3 期 第 4 期 第 5 期 第 6 靭
役職 51.9-53.8 53.9-55.8 55.9.-57.8 57.9-59.8 59.9-61.8 61ー9-.63ー8

会 長 ★金子 保 ★金子 俣 ★金子 保 ★金子 保 ★金子 保 ★金子 保
副会 長 ★田丸 政治 ★田丸 政治 ★田丸 政治 ★田丸 政治 ★田丸 政治 ★田丸 政治
副会 長 岸田 秀男 岸田 秀男 佐藤 銭雄 佐藤 錨雄 佐藤 践雄 ★小島 富治
副会 長 野村 良
副会 長 野上 政春

常任委員 浜田 格彦 安東 梅夫 野村 良博 野村 良博 野村 良博 北川 雅昭
々 稲妻 満 浜田 格彦 自江 久甫 木村 誠 木村 誠 木村 誠
々 鶴 谷 政 海老沢 克 海老択 克 小幡 一義 小幡 一義 小幡 一意
々 菅野 保夫 菅野 保夫 塚田 良夫 鎌田美代子 鎌田美代子
々 佐藤 錨雄 塚田 良夫 鎌田美代子 木村 富 大塚 妻-
々 木村 曹 ･ 喜 ･ 馨 佐藤 銭堆
々 田村 隆義 小口 - 小口 - 小口 - 小口 -
々 井上 哲治 井上 哲治 三沢 弘明 三沢 弘明 三沢 弘明

(事 業 対 勇臣委 員 会 )

委員長 ★唐戸藤太郎 野村 良博 ★大久保久夫 ★大久保久夫 ★大久保久夫 ★大久保久夫
副委員長 田中 正直 田中 正直 鈴木 琢也 野上 政春 高橋 幸三 鈴木 琢也
副委員長 大塚 垂- 後藤 勝

委 員 野村 良博 大塚 葉- 北川 雅昭 北川 雅昭 模坂 勇次 高橋 幸三
々 山田 晃 山田 晃 山田 晃 高橋 幸三 露崎 武雄 霜崎 武雄
々 安東 梅夫 小田島彰人 田中 正直 田中 正直 広野 満 高橋 直道
々 大塚 要一 金子 知之 鎌田美代子 広野 満 惜野 貞雄 吉川 武雄
々 小田島彰人 吉原 和男 武田喜二郎 山崎 潜 吉川 武並
々 菅野 保夫 長嘩 豊 t=7-後藤 勝 岡田 昭
々 金子 知之 川崎 貞二 山崎 潜 菅野 出
々 藤沼幾四郎 三村 宅ち治 山佃 武雄 託摩 秀男
々 木村 馨 託摩 秀男 託摩 秀男 菊川 正一
々 佐藤 錯雑 山地 武雄 菊川 正一
々 井上 哲次 菊川 正一

(生 活 対 男臣委 員 会 )

委員長 ★金子三千男 ★金子三千男 ★金子三千男 ★金子三千男 ★金子三千男 ★金子三千男
副委員長 木村七五郎 渡辺 思吾 吉良 敏 山田 晃 山田 晃 山田 晃
副委員長 寒川 正蔵 寒川 正蔵 三沢 弘明 三沢 弘明

委 員 田中 千秋 吉良 敏 丸山 賢治 吉良 敏 片岡 重信 内藤 秀文
々 早船 文蔵 細岡悠紀朗 大井川 巧 小田島昭人 茂木 正治 茂木 正治
々 小娘 衛 小娘 衛 飯村 桂一 片岡 重信 鈴木 琢也 高橋 正作
々 長滞 空 定別当孝司 茂木 正治 中西 穀 柴 英二
々 渡辺 忠吾 丸山 賢治 菅野 出 伊藤喜久夫
々 定別当孝司 長滞 空

々 鈴木政治 早川 秋四
々 川西 信書
々 鈴木政治
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中 JlT住 民 協 議 会 歴 代 委 員 名 芸筆

(常 任 委 員 会 ) (無印は宅地会連出委員)

年度 第 7 期 第 8 期 第 9 期 第 10 期
役職 63.9-H2.8 H2.9-rl4.8 H4.9-H6.8 H6.9-H8.12

会 長 ★金子 保 ★金子 保 ★金子 保 ★金子 保
副会 長 ★田丸 政治 ★田丸 政治 ★田丸 政治 ★田丸 政治
副会 長 ★小島 喜治 ★小島 富治 ★小島 富治 ★小島 富治
副会 長 佐藤 銭雄 佐藤 践雄 佐藤 錨;雄 佐藤 践雄
副会 長 塚田 良夫 小口 - 小口 - 小口 -

常任委員 野村 丘博 北川 雅昭 北川 雅昭 北川 雅昭
々 野上 政春 野上 政審 野上 政春 野上 政春
々 鎌田美代子 鎌田美代子 鎌田美代子 鎌田美代子
々 小幡 一意 小幡 一義 小幡 一義 小幡 一義
々 木村 誠 井口 清 井口 婿 井口 清
々 大塚 棄- 大塚 棄- 大塚 妻- 大垣 棄-

々 鈴木 琢也 鈴木 琢也去 月 鈴木 琢也 鈴木 琢也
々々 小口三沢 弘明 日柳 正 β三沢 弘明 三沢 弘明 三沢 弘明

く事 業 対 策 委 員 会 )

年度 第 7 期 第 8 期 第 9 期 第 10期
役職 63.9-H2.8 H2,9-H4.8 H4.9-H6.8 H6.9-H8.12

委員長 ★大久保久夫 ★大久保久夫 ★大久保久夫 ★大久保久夫
副委員長 高橋 直通 高橋 直道 高橋 直通 高橋 直道
副委員長 惜野 貞雄 山畑 武雄 山餌 武雄 山佃 武雄

委 員 高橋 幸三 高橋 幸三 高橋 幸三 高橋 幸三
〟 宮崎 繁 宮崎 繁 宮崎 繁 大槻 征敏
々 蒜略 武雄 蒜暗 武雄 蕗崎 武雄 露崎 武雄
々 高橋 正作 遠藤 徹 山崎 潜 遠藤 徹
々 吉川 武雄 吉川 武並 吉川 武雄 吉川 武雄

(生 活 対 男臣委 員 会 )

年度 第 7 期 第 8 期 第 9 朔 第 10期
役職 63.9.-H2.8 H2.9′-H4.8 H4.9.-H6.8 H6.9.-H8.12

委員長 ★金子三千男 ★関 敬一 ★関 敬一 ★関 敬一
副委員長 山田 晃 山田 晃 山田 晃 山田 晃
副委員長 柴 英二 菅野 和共 菅野 和英 菅野 和共

委 員 探轟 武是 古谷 信治々 古谷 信治 古谷 信治 古谷 信治
々 茂木 正治 茂木 正治 茂木 正治 茂木 正治
々 川崎 貞二 古城 孝明 小森 高美 高井 佑介
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港北NT事業推進連絡
協議会･鯛委員硝

第1期
岸田秀男
第2期
岸田秀男､
浜田格彦
第3期
佐藤銭嫌､
早船文蔵､
小口
第4期
佐藤域雄一
本多好夫､
小口 一
第5期

礎
康

博
充
康

博
大
旗

銭
正

良
沢
正

長
良
正

藤
藤

村
老
藤

相
田

藤

佐
内

野
海
内

野
場
内

佐藤抜放､野村良博
木村 誠 鎌田美代子
小口 - 内藤正康
第6期
野村良博､野上政春
木村 誠､鎌田美代子
佐藤錨雄､小口 -
菊川正一､
第7期
佐藤錯喜雄､塚田良夫
木村 誠､野上政審
大塚棄-､小ロ ー
菊川正一､野村良博
第8朔
佐藤域雄､小口 -
野上政春､鎌田美代子
小幡一義､三沢弘明
第9期
佐藤錯遜､小口 -

野上政春､鎌田美代子

小幡一芸､三沢弘明
第10期
佐藤鎧E雄､小口 -
野上政春､鎌田美代子
小幡一義､三沢弘明
第11斯
佐藤圭琵堆､小口 -
野上政春､鎌田美代子
小幡-童､三沢弘明

平成8年11月29日解散



編 集 後 言己

25年にも及ぶ､膨大な資料を播きながら､様々な出来事が昨日の様に蘇り､ジーンと

胸が熱くなりました.

改めて､良くぞ此処までやって来れたものと感激したり､何を載せようかとあれこれ選

んだりして､漸く虐めあげました.

住民運動は､なかなか難しい面があって､途中で挫折することもあるのですが､私達の

｢宅地会｣は､一貫して良きリーダ-に恵まれたの一言に尽きると思いますO

私達の取り組んできた足跡が､次世代へと語り継がれれば幸甚に存じます｡限られた日

数と､予算や､ページ数の中で､充分意を尽くしているか心残りですが､ご高覧頂ければ

幸いに存じます｡

本当に長い間､最後までご支援､ご協力下さいました関係各位および会員の皆様に､編

集スタッフ一同､厚くお礼申しあげます｡

ii一隻スタッフ

佐藤 蛾雄 ･井口 清 ･小幡 一義 ･小ロ ー ･野上 政春 ･鎌田 美代子

高橋 直通 ･中島 敬子 ･山畑 武雄 ･稲葉 満 ･大塚 糞一 ･吾川 武雄
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